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　全身が焚たきつけられるような、疾しつ走そう感かん溢あふれるドラミング。

　ドクドクと腹の底を撫なで上げるように唸うなる、心ここ地ちよいベースライン。

　白黒の階を縦じゆう横おう無む尽じんに舞ぶ踏とうする、燦さん然ぜんとしたピアノ音。

　スポットライトとミラーボールによる光の波と、大音量で奏かなでられるリズム＆ビート。

　熱気に満ちたライブハウスの中、総立ちの観客はみんな、汗あせだくだけど、笑え顔がお、笑顔、笑顔。

「今日はありがとう！　最後の曲です……『Party Game』！」

　沸わき起こった歓かん声せいと指笛に拳こぶしを突つき上げて応こたえると、おれは大きく息を吸い込んで、とびきりの第一声を吐はきだした──。







「ではでは、ライブの成功を祝って、乾かん杯ぱいー」

「「「乾杯ー！」」」

　カルピス入りのグラスを掲かかげつつ発せられたおれの音おん頭どに続き、弾はずんだ声とガラスのぶつかり合う音が響ひびく。

「楽しかったな～。五曲があっという間！」

　そう言って陽気に笑う、華はなやかな印象の男前は、金かね城しろ煌あきら。美び楠なん高校１‐Ｅ。担当ドラム。

「あそこはいいハコだな。音おん響きようもいいし、雰ふん囲い気きもいい」

　終演後も未いまだ興奮冷めやらぬメンバー達の中、唯ゆい一いつクールな面おも差ざしで感想を述べる二枚目は、真さな田だ悠ゆう斗と。美楠高校１‐Ａ。担当ベース。

「さすが煌が惚ほれ込んでバイトまでやっている場所だけあるね」

　グラスを傾かたむける動作もどこか優ゆう雅がで気品漂ただよう美男子は、北きた王おう子じ碧みどり。通つう称しよう、王子。美楠高校２‐Ｃ。担当、キーボードと作詞作曲。

　以上三名がおれの所属するバンド『COLORFUL』のメンバーだ。

　これでもかってくらいのイケメン揃ぞろいだが、それはこの世界が『ときメロ』という女性向けゲームを基もとに作られた二次元ワールドだからである。

　おれ、羽は鳥とり和かず希き、十五歳は、ひょんなことからこの『ときメロ』世界にトリップしてしまった。しかも、ただトリップしただけではなく……

「にしても和希はステージだと雰囲気変わるよな。特に『Party Game』の迫はく力りよく、おまえほんとに女かよ？」
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「失礼だよ、煌。こんな素す敵てきなレディに向かって……。僕らの歌うた姫ひめが最高にかっこいいことは否定しないけど」

「歌姫とか言うな！」

　さらっと恥はずかしいことを言う王子をにらんでから、おれは深々とため息をつく。

　……そう、おれはこの世界では、『羽鳥和希』という同どう姓せい同名同い年の〈女の子〉になっていた。

　ふわっとしたショートボブの髪かみに、大きな瞳ひとみ。美楠高校１‐Ａ。担当ボーカル。そして、まさかのヒロイン役……何このあんまりな罰ばつゲーム！

　元の世界に帰るためには、このゲームをクリアしなければならないことが予想される。そのために満たさなければならない条件は、二つ。

　条件その一。イケメンどもとバンドを組んで、十一月に行われる『軽音甲こう子し園えん』の全国大会で優勝すること。

　これは別にかまわない。いくらでも努力しよう。元々カラオケは好きだし、煌達の演奏はすげー上手うまくて、王子の作る楽曲はどれもハイレベル。更さらに『和希』は稀まれに見る美声の持ち主で、歌っていて気持ちがいい。

　八月上じよう旬じゆんの今現在の目標は、九月下旬に行われる『軽音甲子園』関東大会の突とつ破ぱ。そのためにライブハウスで経験を積もうということでずっと練習をしてきて、とうとう今日、煌のバイト先でもあるライブハウス『T.M GARAGE』、通称『ガレージ』で初めての対バンイベントに参加した。

　今はファミレスでその打ち上げの真っ最中というわけ。

　問題は、条件その二のほうだ……。







「あーもう、みんなつくづくカッコよすぎるー！　ありがとうイケメン天国！」

　帰宅して閉めきったおれの部屋のベッドの上で、両手両足をジタバタさせて悶もだえているのは、全長八センチ程ほどのウサギのマスコット、メイ。

　しかしその中身は、おれと一いつ緒しよにこの『ときメロ』世界へトリップしたおれの姉、羽鳥芽め生いである。

　もともと『ときメロ』は姉貴がプレイしていたゲームであり、ヒロインに面おも白しろ半分でおれの名前を付けたのも姉貴である。

　この女が余計な事をしなければおれがこんなことに巻き込まれることもおそらくなかったわけで、諸悪の根源とも言えるのだが、罪悪感など欠片かけらも示さず、元の世界に戻もどろうという危機感もゼロで、おれのケータイのマスコットに扮ふんして日々イケメン鑑かん賞しように耽たん溺できするダメな女だった──って痛いってええええ！

「なにすんだよ！　いきなり腹パンチとか！」

「今、あたしの悪口考えたでしょ？」

　殴なぐられた腹を押さえて床ゆかにうずくまるおれを、仁に王おう立だちして見下ろす姉貴。

　可愛かわいらしいウサギの外見にそぐわず、その一いち撃げきは重かった。

　くっそ、このドＳ女！

「あんたはすぐ考えてることが顔に出るからね。あたしの前だけならまだいいけど……彼らとのやりとりには、くれぐれも気をつけてよね」

　ウサギの目が、すっと細まる。諭さとすような口調で、続けた。

「『ときメロ』はイケメンたちとバンドを組んで一つずつ障害を乗り越こえて、十一月に開かれる『軽音甲子園』全国大会の優勝を目指すゲーム……でも、それは建前の目標」

　ああ、わかってるよ。

　クリアするための条件その二。

「真の目的は、お目当てのイケメンとの両りよう想おもい、だろ？」

　ズバリと指し摘てきすると姉貴は「そうよ」とうなずいた。

『ときメロ』は通称『乙女おとめゲーム』と言われる、女性向けの恋れん愛あいシミュレーションゲームなのだった。嫌いやすぎる。

「もちろん練習不足で途と中ちゆうの予選で敗退すると、そこでゲームオーバー。だけど、メインキャラとの会話の選せん択たく肢しで決定的な誤りを選んで、シナリオを崩ほう壊かいさせてもゲームオーバー。あたし達がプレイヤーなら、リセットボタンを押せばやり直しがきくけど、二次元世界の住人になっている今、もし同様のことが起こると下手へたしたら──」

　姉貴はそこで言葉を区切ったけど、言いたいことは伝わって、おれはゾッと身をすくませた。

　世界の崩壊と、おれ達の存在の消しよう滅めつ。

　そんな最悪の可能性も、ないわけではない。

「けどさ、ゲームオーバーになった瞬しゆん間かん、元の世界に帰れるってことだってあり得ないか？」

「そうね。でも、生死をかけた危険な賭かけよ。それよりはあたしだったら、ベストエンディングを目指すわ」

「それが、お目当てのキャラとの両想いってわけだな……」

　頭痛をこらえながら弱々しく言ったおれに、しかし姉貴は「甘いわね」と首を振ふり、両手を腰こしに当てて宣言した。




「全キャラから恋愛マックス状態で想われながら、誰だれ一人選ばずに全国優勝シナリオよ！」




　────ってなんだそれえええええ。

「なんだよその鬼き畜ちくプレイ！」

「『ときメロ』はバンドの練習や学校行事をこなしながら、キャラと恋愛していくわけ。

　好感度がそれぞれの基準値までたまると、その都度、恋愛シナリオに突とつ入にゆう。それを何段階か重ねて、マックスまで上り詰つめたら告白されるわけね。

　でも、彼への返事は全国のステージのあと。つまり、かなりの努力とテクニックは必要だけど、やろうと思えば一回のプレイで何股またでもできちゃうわけよ」

「いや、おれが言いたいのは、なんでそんなんがベストエンディングなのかという」

「『ときメロ』は仮に『軽音甲子園』で全国優勝しても、恋愛が誰とも最終状態まで進んでいなかったらやっぱりゲームオーバーになるの。さっきも言ったけど、全国優勝なんて建前の目標。乙女ゲームの神しん髄ずいは、逆ハーレムなのよ！」

　頼たのむから身もふたもないことを断言しないでくれ。つーか、それのどこが乙女なんだ、乙女ってなんだ。腹黒すぎるだろ。

「……普ふ通つうに誰か一人と恋こい人びとになるんじゃダメなわけ？」

「もちろん、たった一人との運命の恋こいだって超ちよう重要よ。そこがなってない乙女ゲーなんて論外。でも、全員のシナリオを堪たん能のうして、ちやほやされまくって、優勝後の後夜祭で全員から未練たっぷりの贈おくる言葉を受け取る瞬間の快感こそ禁断の果実にして隠かくされた醍だい醐ご味み！　その後の攻こう略りやくキャラのスチルが流れるスタッフロールでも、全員分が映るわけよ。あの達成感と恍こう惚こつ……あれは、幾いく多たの苦労を乗り越えて成し遂とげた者にしか味わえない代しろ物ものね……！」

　拳こぶしを握にぎって力説する姉貴。

　ダメなやつだと思っていたが、ここまでダメ人間だったなんて……。

「それに、その場合のエンディングを迎むかえた後だけ、ENDの文字が金色に光るのよ。だからこれが公式認にん定ていのベストエンディングってわけ。……ちょっと、なんで頭抱かかえて世界の全すべてを拒きよ絶ぜつするように小さく丸まってるの？」

「うるさい！　やっぱりどう考えても無理だから！　おれに男口説き落とせとかありえねーから！」

「大だい丈じよう夫ぶ、あんたはもうその微笑ほほえみだけで周囲の男どもの魂たましいを奪うばう、選ばれし天然魔ま性しようだから」

「嫌だ！　マジで嫌だ！　余計尚なお更さら嫌になった！　悪夢なら早く覚めてくれ──」

「往おう生じよう際ぎわが悪いっ。逆ハー目指すなら努力も不可欠。のろのろしてる余よ裕ゆうはないのよ。あんたは全国大会までに、全員が骨ほね抜ぬきになるようなハイスペック・ヒロインにならなきゃいけないんだから！」

「だから冗じよう談だんじゃ……」

　顔を上げて抗こう議ぎの声を張ったおれの眼前に、数枚の写真がででんと提示された。

　目が点になった後、徐じよ々じよに、かあ～っと頭に血が上っていくのを感じる。

「おま、そんなもの、いつのまに……！」

　ホーッホッホッと高笑いをする姉貴がかざす写真には、おれ……というか、ヒロインの着き替がえや入浴シーンが赤せき裸ら々らに隠し撮どりされていた（！）

「これをばら撒まかれたくなかったら、大人しく従いなさい！」

「～～ふざけんな！　返せ！」

　奪い返そうととびかかるが、姉貴はひょいひょいと身軽にかわし、全くつかまらない。

「ふふふ、純真なマスコットキャラは誰にでも愛される無敵ポジション。あんた如ごときにやられるものですか！」

「な～にが純真だ、邪じや念ねんの塊かたまりのくせして！」

「邪念の力をなめるなよ……」

　伸のばした手首にマスコットの手が触ふれたと思ったら、おれの体は反転して床に沈しずんでいた。

　マジでこのウサギ、半はん端ぱねえ……！

「……で、なにをやれと？」

　絶対スキ見て取り返しちゃる……と心の中で誓ちかいながら、とりあえず降こう伏ふくの姿勢を示すと、鬼畜姉は「そうね……」と思案するように手を口元に当てた。

「夏休みの今は、『バンド』練習で集まる以外は基本時間があれば『学力』アップのため勉強しまくりなさい。今までサボってきたツケもあるから、参考書十冊がノルマよ。その他ほかでは、腹筋、腕うで立たて、背筋各五十回。これは『運動』ステータスを上げると同時にボイストレーニングの一いつ環かんとして、最重要の『バンド』ポイントも上がるから効果抜ばつ群ぐんよ。食事中は『マナー』に気を配って、お風ふ呂ろ上あがりは『美容』目的でフェイスマッサージとストレッチ。ファッション雑誌に目を通して『センス』を磨みがくのも忘れずに。大丈夫、たまには『社交』のためテレビを見る時間も作っておくし。あとは……明日あしたから早起きして毎日ジョギング二キロくらいやれば、これまでのロスを差し引いてもたぶんギリギリ大丈夫なんじゃないかしら」

「…………！」

　絶句するおれに、目の前のウサギは、一見無む邪じや気きそのものの笑えみを浮うかべながら、言った。

「元の世界に帰るために、がんばろうね？」
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　こうして、おれの地じ獄ごくの特訓の日々が幕を開けた──と思いきや、その翌日の今日、日曜日はいきなり予定変へん更こうで、煌に誘さそわれてスポーツゲーム施し設せつに遊びにいくことになった。

「デートの誘いは最優先で、絶対断らないこと！」

　……との姉貴の厳命に従った結果である。

　煌は『和希』の両親が仕事で海外に行く間、用心棒としてうちに一いつ緒しよに住むことになった同居人だ。（ついでに親同士が勝手に決めた許いいな婚ずけという設定もある）

　というわけでどこかに出かけるときは大たい抵てい一いつ緒しよに家を出るのだが、この日は煌が午前中に予定があるとかで、正午に新宿駅東口のアルタ前で待ち合わせ。




　実はほんの三日前、この世界は滅めつ亡ぼうの危機から救われたばかりで、ラストダンジョンとなっていた新宿駅は巨きよ悪あくとともに崩壊した……はずなのだが、こうして新宿駅を訪おとずれると、すっかり元通り（？）に復活していた。

　巨きよ大だい迷めい宮きゆうだったはずの構内は、いたって普通の駅の風景が広がっている。

　もともと「世界滅亡の危機」は『ときメロ』の世界に他のゲームの世界観が混ざってしまったために起こったイベントだったようだが、無事解決された今は『ときメロ』オンリーの世界観に戻もどっている、ということだろうか。

　普ふ段だんの生活をしてる分には現実と変わらないほどリアルな世界だが、こんなふうに常識が通じない光景に直面すると、二次元にいるんだなあとしみじみしてしまう。




　何事もなかったかのように通りを行き交かう、テレビ中ちゆう継けいでもおなじみの駅前の雑ざつ踏とうをぼんやりと眺ながめていたところ──

「和希、悪い、待たせた！」

　人ひと混ごみの中でも一ひと際きわ目を引く長身が視界に飛び込んできた。

　そこだけパッと華はなやぐようなオーラは、端たん整せいな顔立ちや抜群のスタイルのみでなく、こちらに近づいてくる動作や身に纏まとう雰ふん囲い気き全体から醸かもし出されるものだろう。

「平気。今来たとこ」

　うっかり口からこぼれたのは、もろデートって感じの台詞せりふ。

　でもほんとのことだし、言い直すのも変だし……畜ちく生しよう。と内心ほぞをかむおれの傍そばまで駆かけ寄ってきた煌は、「へえ」と感心したような声を漏もらした。

「なんか今日の恰かつ好こう……いいな。可愛かわいい」

　てらいもなくそう言って、くしゃっと浮かべるイケメンスマイル。

　透すけ感のあるゆるＴとピンクのタンクトップ、ギンガムチェックのショーパン、キャップとリュックにスニーカーで、姉貴曰いわく「煌君の好みと今日のロケーションを考こう慮りよしたスポーツガーリースタイル。好感度大アップ間ま違ちがいなし！」だそうである。

「これどこで買ったんだ？」とひょいとキャップをとられた下には、小さな編み込みヘアアレンジが隠れていて、煌の目元が再びほころぶ。

「ここも可愛い」

　うげ、なんかおれ、デートにめちゃめちゃ気合入れてきたみたいじゃん。

　違ちがう、違うんだ、やたら気合入れてコーディネートしたのはおれじゃなくて姉貴の方！

　でもあいつ、あのウサギの手でよく編み込みなんてできたよな……とか今はそんなツッコミいれてる場合じゃねー。

「さらっと恥はずかしい台詞連発すんな！」

　結局おれにできた抵てい抗こうは、素っ気なくそんな言葉をぶつける程度で。

「別に恥ずかしくないだろ。本当のことだし」

　煌はおれの反応になぜか更さらにニヤニヤしながら、事もなげに言い放つ。

「今日の和希は特別可愛い！」

「うるさいうるさい。あーもう、行くぞ！」

　耐たえきれなくなって、先導して歩き出した。

　ったく、マジでなんの嫌いやがらせだよ、これ！　勘かん弁べんしてくれ……！







　そしてやってきたるは、テニス、フットサル、パターゴルフ、卓たつ球きゆう、アーチェリー、ピッチング、スローイングフープス……屋内外の様々なスポーツが楽しめるアミューズメント施設。実はここ、前から来てみたかったんだよな。

　バッティングマシンの前で、見事なフォームでカキンカキンと爽そう快かいな音を鳴らしながらバットを振ふりぬいていた煌が、おれを振り返る。

「次、和希だな」

「おう、待ってました」

　うずうずと見ていたおれは、打席に移動してバットを構えると、ふうーっと息を漏らして意識を集中する。

　球が飛んでくるドンピシャのタイミングでええいと体をひねって──大きく空から振ぶり、したのはまだいいが、勢い余って尻しり餅もちまでついてしまった。痛いてえ～。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「パフォーマンスだよ、パフォーマンス！　普ふ通つうに打ったんじゃおもしろくねーからな」

　ゴホン、と咳せきをして気を取り直してから、振りぬいた第二球。おおっとこれは大きい……！




　ただし、飛んで行ったのはボールではなくバットの方だった。

　爆ばく笑しようする煌。

　くっそー、運動オンチなのはおれじゃなくてこのヒロインだぞ！

　姉貴によれば最初は何をやってもダメダメがデフォルトで、ステータスアップに励はげむほど色んな才能を開花させていく設定になっているらしい。

「まずバットの握にぎり方からだな。左手をこの位置で、指の付け根で包み込むように握る。この時、掌てのひら全体じゃなくて、指先で握るように意識すること。次に右手だけど……」

　煌の丁てい寧ねいな教えに従って、言う通りバットをつかむ。

「次に構え方。足の幅はばは肩かた幅はばよりやや広め、ひざは軽く曲げて……スイングはこんな感じ」

　おれの後ろに寄り添そうようにして、バットに手を添えて一緒に振りぬく煌。

　ふむふむ、なんとなく感覚はわかったぞ。

「ＯＫ。見てろよ、バッチリだ！」

　──と強気で臨のぞんだはいいが、そういきなり上達するわけもない。

　空振りを何度も繰くり返しつつ黙もく々もくと粘ねばっていたところ──カキーン、と気持ちのいい音とともに、ようやく会心のクリーンヒット。

「よっしゃああ！」

「お見事。──ホラ、ご褒ほう美び」

　渡わたされたジュースに「何だよその上から目線！」と返しながらもありがたく頂ちよう戴だいした。渇かわいたのどに、冷たいポカリは格別だ。

「うまい！　はー、この一いつ杯ぱいのために生きてますなあ」

「どこの仕事帰りのサラリーマンだよ……。んじゃ、俺ももう一回」

　打席に立つ煌をなんとなく目で追っていたその時、不意に鼻がむずっとして──

「ハクション！」ボン。

　ノーオオオオオオオオオ！

　おれは脱だつ兎とのごとく、その場から逃にげ出した。







　無人の男子トイレ内で、荒あらい息を整える。

　目の前の鏡に映るのは、どことなく『和希』に似ているけれど、彼女よりも背が伸のびて、髪かみはやや短くなった一人の男子高校生。本来のおれの姿。

「何やってんのよバカ！　煌君が背を向けてたからいいようなものの！」

　人ひと気けがないのをいいことに、今までマスコットの「メイ」モードになってた姉貴が、ポケットのケータイからぶら下がったまま怒ど声せいを浴びせる。

「仕方ねーだろ、不ふ可か抗こう力りよくだよ！」

　はあーっと大きく息を吐はきだして、こーゆー場合に備えていつも持ち歩いている胡こ椒しようを取り出す。

　鼻先でそれを振って、浮ふ遊ゆうする黒い粉を吸い込んだ瞬しゆん間かん、

「ハクション！」ボン。

　くしゃみと同時に、ヒロインの姿に戻った。

　理由は分からないが、くしゃみで性別が逆転するこの特異体質。

「あんたが男だってバレたらまず間違いなくその時点でゲームオーバーなんだから！　くれぐれも気をつけてよね」

「わかってるって」

　うるせーな、とか言い返すとまたがーがー言われることはわかっていたので、神しん妙みようにうなずいてみせると、ウサギは「でも、ま」と一転、声を弾はずませた。

「デートはなかなかいい感じじゃない。二人とも楽しそうだし」

「デートとか言うな、凹へこむから。もう、単に友達と遊びにきたと思うことにした」

　渋じゆう面めんを作るおれに、「いいんじゃない？」と頰ほおを緩ゆるめるウサギ。

「下手へたに攻こう略りやくとか意識しなくても。相変わらずあんたの反応、ことごとく彼のツボ押さえてるし。さすが天然乙女おとめゲーマスター！」

　はあ？　なんだそれ……と追つい及きゆうしようとしたところで、不意にドアが開いた。

　入ってきた男がギョッとしたように目を瞠みはる。やべ！

「すみません、間ま違ちがえましたー」

　男子トイレに侵しん入にゆうする変態女子ではないことをアピールしながら、あわててその場から駆け去った。

　あー、焦あせるな、もう！







　どこ行ってたんだと訝いぶかしがる煌に適当に誤ご魔ま化かした後は、色んなスポーツゲームで片かたっ端ぱしから遊び倒たおした。

　キックターゲットもスローインもテニスもピッチングも、運動神経の塊かたまりのような煌はいちいち周囲の注目を集めながら万ばん能のうにこなし、対照的におれの方はどれもへっぴり腰ごしの下手くそながらも、けっこう楽しんだ。もともと体を動かすのは嫌きらいじゃない。

　ぶっちゃけ家にこもって勉強するよりは全然マシだった。

　ときどき人を食うような言動もあるけど、煌は基本的にまっすぐで明るい、気が合う奴やつだし。

「かなり遊べたな～。また来るか」

　帰り道、投げかけられたそんな言葉に気づけば「うん！」と笑え顔がおで応じていた。ってこれ、さりげに次のデートの約束？

　がーっ、もういいや、深く考えるのはやめよう……。

　前を行くすらりとした背中を追いかけながら、ふと、何かの予感がして、視線を横に流した。

　その時通りかかっていたのは、広い公園の中の噴ふん水すい広場。

　徐じよ々じよに夕ゆう闇やみに染まる時刻、家族連れよりはカップル達の姿が目につくその場所で、見覚えのあるシルエットが視界に映り込んだ。

　ミルクティー色の髪の、甘さと気品の漂ただよう美青年……間ま違ちがいない、王子だ。

　隣となりに、すげースタイルのいい、大人っぽい美女を連れていた。

　すぐ傍そばにある噴水はイルミネーションにより刻一刻と鮮あざやかに色しき彩さいを変化させているが、それを眺ながめることもせず、お互たがい喋しやべるのに夢中になっているように見えた。

　その近い距きよ離り感かんは、まるで恋こい人びと同士のようだ。

　……ああ、こーゆーのって、姉とか従姉いとこなんだよなあ……。

　と苦く笑しようした瞬間、美女が王子のネクタイをグイッとつかみ、王子が前まえ屈かがみになる。

　二人の唇くちびるが重なった。

　うおおおおおお!?

　美女からの強ごう引いんなキスに見えたが、王子のほうも、拒こばむ気配はない。人目をはばからない情熱的なキスだ。

「和希？」

　煌が振ふり返る。

「い、今行く！」

　見てはいけないものを見てしまった気がして（てか冷静に考えるとむしろ見なきゃいけないイベントフラグってやつなんだろうけど）、おれはあたふたとその場を立ち去ったのだった。
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　煌は羽鳥家の料理担当にして、プロ級の腕うで前まえを持っている。

　本日の夕食のメインは牛肉の赤ワイン煮に。

　口に入れた瞬間ほろほろっと崩くずれ、同時にぶわーっと肉にく汁じゆうが広がっていく感動たるやもう……筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいとはこのことだ。

　その他ほかには真ま鯛だいのカルパッチョ、エビと卵のふわふわ炒いため、夏野菜のコンソメスープ。

　ふと我が家のエンゲル係数が心配になったが、月頭に親の仕送りの中から一定額しか渡してないはずだった。

　やりくり上手にもほどがある。ビバ二次元。

　食しよく卓たくのおれの隣の席では、『和希』の弟で小学四年生のひろも、幸せそうに夕食を口に運んでいる。

「今日のご飯も美味おいしかったよ。煌兄ちゃん！」

「ほんとにな。ご馳ち走そう様さま！　もー、最高だった。煌様天才！」

「実はデザートもあったりして。食べるか？」

「なにい～……食べる！　絶対食べる！」

　煌が取り出したそれがまたあまりにも美味うまそうだったので、見た瞬しゆん間かん叫さけんでしまった。煌が吹ふき出す。

「なんつー顔してんだよ。おまえは犬か！」

「だってだって、マジ美味そうなんだもん。くれ！　早く食べたい！」

「オレも！　オレも食べる～」

　おれ達のがっつく姿にカラカラ笑いながら、煌は綺き麗れいにデコレーションされたケーキを切り分けてくれた。

「ライブ成功のお祝いな。ワンパターンかとも思ったけど、おまえ、都大会の時もすげー喜んでたし、朝のうちに焼いておいたんだ。今度は夏っぽくオレンジやマスカットでアレンジして、クリームもあっさりめに調整してみた」

「……幸せすぎ……」

　陶とう然ぜんとケーキを食はんでいたら、「そんなに美味いか？」と煌。

「美味いよ！　おまえも食べてみろって！」

　思わずフォークをブンブン振って力説したら、煌はうなずいて、おれの手首をつかむと自分の方へ引き寄せ、そのままフォークに刺ささっていたケーキをパクリと口に入れた。

「…………！」

「お、こっちにも」

　絶句して固まってると、今度は顔を近づけてき……て、うわあああああああああああ!?

　煌の舌がおれの頰に──触ふれるかという寸前、「なーんてな」と身を引いて、煌はティッシュでおれの頰についていたらしいクリームを拭ふき取った。

「本当にキスするかと思った……」と赤面するひろに、「ビビっただろ？」としてやったりとばかりに笑う煌……。

「──アホかああああああ！　おまっ、信じられねえ、こーゆーのやめろ！」

「本当に舐なめた方がよかったか？」

「違ちがうわ！　まずフォーク！　おれの、おれのフォークで！」

「おまえが食べてみろっつったんじゃん」

「ふざけんな！　もしまたこんな真ま似ねしたら即そつ行こう追い出す！　二度とすんな！」

「はいはい」

　真っ赤になって怒いかり狂くるうおれに、しかし煌は悪びれた様子も見せず飄ひよう然ぜんとしている。マジで叩たたき出してやりたい。

「ったく……！　──そういやさ、王子って彼女いるの？」

　公園で見た光景がふと頭をよぎり、尋たずねてみた。

　煌は少し不思議そうに首を傾かたむけながら、「いいや」と否定する。

「去年はいたって聞いたけど、今はフリーなはずだぜ」

「去年はいたんだ！　いいな～……ってそうじゃなかった。じゃ、実はあいつ、すっげー遊び人だったりする？」

「んなこたあない。碧は確かに色んな女にいい顔するけど、それは筋金入りのフェミニストだからで、だからこそ不実で女を泣かせるようなことは絶対しない」

　淡たん々たんと語りつつ、おれの内心を探さぐるような瞳ひとみで見つめてくるから、ちょっと居い心ごこ地ちが悪くなってくる。

「女たらしっつったら、旺おう眞まだろ。おまえ、もうあいつには絶対近付くな」

　吐はき捨てるように飛び出したその名に、「そういえばあいつは……」と言葉を継つごうとしたその時。

　ピンポーン、とチャイムの音。

　インターフォンに出ると、「俺だ」と聞きなれた低音ボイス。

　悠斗か。

　煌と連れだってドアを開けると、外はいつのまにか雨が降り出していたらしい。雨音の中、全身をしっとりと濡ぬらした悠斗が、水すい滴てきのついたヘルメットを片手に相変わらずの無表情で立っていた。

　悠斗は『和希』の幼おさな馴な染じみにしてお隣さんなんだけど、家から来たわけではなさそうだ。

「バイクで出かけてたのか？」

　おれの言葉にこくりとうなずいてから、黒いライダースジャケットの胸むな元もとを開けると……みゃーん、と弱々しい泣き声とともに、小さな生き物が顔をのぞかせた。

「帰り道で、見つけた」

　淡々と言いながら抱だき上げたのは、くりくりした琥こ珀はくの瞳をもつ、黒い子こ猫ねこ。生後一か月くらいだろうか。

　煌がぴゅうっと口笛を吹いて、鼻筋を擦こすると、気持ちよさげに目を細めて顔を押し付けるような仕草をみせる。

「段ボール箱に、一いつ匹ぴきだけ残されてたんだ」

　雨の中、捨てられていたのを放っとけなかったのか。

　……なんてベタな、と呆あきれつつ、にゃんこのあまりの可愛かわいさに眩暈めまいがした。

　子猫、それは至高の生物……！

「だが、連れ帰ったところ、うちの親が猫ねこアレルギーで……悪いがしばらく、おまえの家でかくまってくれないか？」

「え……」

　思わず固まるおれの背後から、「わ、ちょー可愛い！」とひろが顔を出して歓かん声せいを上げた。

「うちで飼っちゃおうよ！　ねーちゃんも猫好きでしょ？」

「……親の了りよう承しようもなく勝手に決めちゃ駄だ目めだろ。飼い主が見つかるまでの間だけ、な」

　ちぇーっと言いながらも嬉うれしそうに子猫を受け取ったひろだが、直後「わー」と顔を歪ゆがめた。

「猫が、オレの服におしっこしたー」

　プッと吹き出してから、「着き替がえなきゃな」とうながす煌とともに、中へ入っていくひろと子猫。

「……無理を言って、すまない。なるべく急いで貰もらい手を探すようにするから」

「いや、おれも一いつ緒しよに探すし。ほら、早く帰って風ふ呂ろ入れよ。濡れたままじゃ風邪かぜひくぜ？」

「…………」

　悠斗はしばらく無言でおれを見つめてから、結局「ありがとう」とだけ残して隣りん家かへ戻もどっていった。

　扉とびらを閉めながら、意図せずに、ため息が漏もれる。

「……まだ引きずってるの？」

　姉貴の小声が耳をくすぐったが、答えることはできなかった。
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　週明けの月曜日は午後から軽音部の集まり。

　一学期中は煌や悠斗と登校するのが基本だったが、夏休みに入るとそれぞれ予定ができてバラバラで向かうことも多かった。

　この日も煌はバイト、悠斗は掛かけ持ちしている剣けん道どう部の練習の後に参加という事で、一人で登校。




　軽音部の扉を開くと、一番乗りだった。

　むわん、と暑い空気が立ち込めていて、電気をつけるより先にすぐさまエアコンのスイッチを入れる。ちゃんと部室にクーラーがあるあたり、さすが私立。

　いつも通り、からだをほぐすストレッチから始めた。

　歌うのにどうしてストレッチ？　と最初は疑問に思ったのだが、歌が上手うまくなるには、『歌うためのからだ』を作ることが必要なのだという。そのからだ作りこそがボイストレーニングであり、ストレッチはその大切な準備運動、というわけだ。

　首を左右、前後に倒たおし、くるくると回転。これを五回。

　首の横の筋肉をもみほぐした後、顔面マッサージ。

　そして、開かい脚きやく。からだを前に倒す。

　始めたばかりの頃ころよりは多少、柔やわらかくなってきた気がする……などと思っていたら。

「うひゃひゃう!?」

　いきなり首の後ろに冷たい何かを当てられて、おれは弾はじかれたように身を起こした。

「早いね、和希ちゃん」

　振ふり返ると、缶かんジュースを手にした王子が楽しげに瞳をきらめかせていた。

　きめ細かい色白の肌はだ、穏おだやかで気品のある端たん麗れいな容よう貌ぼう……周囲の空間にキラキラと謎なぞの光が舞まう、王子様っぷりは今日も健在だ。

　日本を代表するでっかい企き業ぎようグループの総そう帥すいである父と、この美楠学園の理事長を務める母を両親に持ちながら、それを鼻にかけることも無い、あらゆる面においてプリンスの称しよう号ごうがふさわしい男だった。

「何すんだよ！　心臓止まるかと思ったぞ!?」

「ごめんごめん。今日も暑いし、水分補給はちゃんとしようね。終わったらこれ、飲んで」

　確かに、のどはちょうどカラカラだった。

　くっ、もう少し抗こう議ぎしてやりたい……が、差し入れは正直ありがたい。

「～～～さんきゅ！」

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、複雑な表情で受け取ったおれに、王子はクスクスと肩かたを揺ゆらした。

「手伝おうか？　ストレッチ」

「やだ。おまえ、すぐ痛いことすんだもん」

　この男、爽さわやかな顔してさりげに少しＳだと思う。

　それを指し摘てきしてやったら、王子は驚おどろいたように瞬まばたきしてみせた。

「そうかい？　うーん……確かに、和希ちゃんに対してはそういう面もあるかもね。ごめん。だけど、君の反応がいつもあんまりにも可愛いものだから、つい」

　にっこりと微笑ほほえみながら、相変わらずとんでもないことを告白してくる。

　ったく、この男は！

「んなこといって、見たぞ？　昨日、年上美人とデートしてるとこ。彼女いるなら他ほかの女にまでいい顔すんじゃねーよ」

　ズバリと言ってやったら、王子の顔色がサッと青ざめた。

「和希ちゃん……誤解だよ」

「言い訳無用。キスまでしてて、ただの友達なんかのわけねーだろ！」

　怒おこるような口調になってしまったのは、誤ご魔ま化かしがキライだから。

　煌はこいつのこと不実な奴やつじゃないとか言ってたが、あの時、王子だって、しっかりキスに応こたえていた。

　にもかかわらずヒロインにまで手を出そうなんて、やっぱ節操なしじゃん!?

　冷たい目で睨にらみつけてやると、王子はハッと息をのみ、うつむいた。

　……そんな傷ついたような顔したって、知るものか。

「おっす」

「……どうした？」

　新たに入ってきた煌と悠斗が、その場の不ふ穏おんな空気を察したのか、微び妙みような顔をした。

「なんでもねー。全員そろったならミーティング始めようぜ」

　王子はこちらを見て、一回、何か言いたげに口を開きかけたが、おれが素知らぬ顔で「次の目標は関東大会？」と話を振ると、少しだけぎこちない笑えみを浮うかべた。

「うん、そう思ってたんだけど……実は昨日、ガレージのオーナーから連れん絡らくがきたんだ。煌ももう聞いてるかな？」

「……ああ。二週間後の野外ライブに出ないかって話だろ」

「二週間後ってもしかして、日比谷野音の？」

　ニヤッと笑った煌に、珍めずらしく悠斗が驚いたように声を上げる。な、なんだ？

「先月チケットを取ろうとしたが、すでに完売だった。今度メジャーデビューの決まったバンドや、プロのギタリストも参加予定のはずだ」

「おお。かなりハイレベルな注目イベントってことか！」

「あのイベント、うちのオーナーがブッキング担当してるんだけど、こないだの俺達のライブ見て気に入ってくれたらしくてさ。急きゆう遽きよ、枠わくが一つ空いたからどうかって。チケットノルマも無し」

　すげー。

　実力のあるバンドばかりの中に交ざるかと思うと、ちょっと緊きん張ちようもするけど……

「出たい！　出よう！」

　おれの言葉に、全員が大きくうなずいた。

　最終目標は軽音甲こう子し園えんの優勝でも、近い目標があった方が練習に気合が入るってもんだ。単純に、すごいライブに参加したかったってのもあるけど。

　部長の王子が、意見をまとめる。

「じゃあ、セットリストはこの間のライブで弾ひいた曲を中心に、新アレンジも試ためしていく方向で練習しよう。関東大会用のあの曲も、間に合うなら披ひ露ろうしたいね」

「そうだな」

「賛成！」

「よし、燃えてきたー！」

　おれ達は張り切ってそれぞれの持ち場で準備を始めた。







　そうして、しばらく黙もく々もくと練習に励はげんでいたのだけど。

「……暑い。エアコン、壊こわれてんじゃねーか？」

「確かに。やけに熱気が籠こもるよね……うわ、温風が出てる」

　故障したエアコンを止めて、あわててみんなで部屋中の窓を開け放して扇せん風ぷう機きを回すが、ぬるい風が吹ふき付けるだけでなんとも厳しい。

　今日は全国各地で猛もう暑しよ日びだとか。

「年々暑くなってるよな、絶対……」

　襟えり元もとをパタパタさせながら、ぼやく煌。

　温暖化傾けい向こうはこっちの世界も変わらないんだな。

「コンビニでアイスでも買ってくるか」

　思いついて、みんなの顔を見回す。

「ジャンケンで負けた奴が全員分の買い出しな！　はい、じゃ～んけ～ん……」

　ポン、でその場に出されたのはチョキ、チョキ、チョキ、おれだけパー。

「がんばれよ、言い出しっぺ」

　ちぇーっとぶーたれながら炎えん天てん下か、校門へと向かっていたところ、「和希ちゃん」と呼び止められた。

　後ろから駆かけ寄ってくるのは、王子。

「どうした？」

「今日の部活のあと、時間くれないかな？　どうしても、聞いてほしい話があるんだ」

　いつになく真しん剣けんな表情で頼たのみ込まれて、思わずたじろぐ。

「別に、いいけど」

　承しよう諾だくすると、王子はホッとしたように目元を緩ゆるめた。

「ありがとう。……買い出し、一いつ緒しよに行こうか？」

「んにゃ、たかがアイス四人分だし。先にボーカル抜ぬきで合わせとけよ」

　きっぱり断ると、王子は少し残念そうにうなずき、戻もどっていった。







　容よう赦しやなく降り注ぐ熱光線。ジジジジジ……とうるさいアブラゼミの鳴き声。

　アスファルトの歩道にはゆらりと陽かげ炎ろうが浮かび、コンビニでゲットしたアイスもたちどころに溶とけてしまいそうだ。

　ああ、これならガリガリ君じゃなくてアイスボックスにすりゃよかった……！

　学校への帰路を急ぎ、駆け足で角を曲がったとたん、向こうからきた誰だれかと思いっきり衝しよう突とつした。

「！」

「うわっ」

　ドン、とお互たがい路面に尻しり餅もちをつく。

「いててて……すみません、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　腰こしを押さえながら相手に視線をやったおれは、ハッと息をのんだ。

　……なんだ、この美少女！

　ミディアムレングスのウルフヘアに、長い睫まつ毛げにふちどられた利発そうな大きな瞳ひとみ。

　暑さのためか淡あわい薄うす紅べに色いろに色づいた、透とう明めい感かんのある瑞みず々みずしい肌はだ。

　形の良い小さな鼻に、木き苺いちごのようにぷるんとした唇くちびる。

　ノースリーブブラウスやシフォンのミニスカートから伸のびた、すらりと長い手足。

　あどけないのに、凜りんとした雰ふん囲い気きがあって、ぶっちゃけ超ちようタイプだった。

「うん、平気。あなたこそ、ケガとかしませんでした？」

　立ち上がり、ポンポンと汚よごれをはたきながら、感じのいい微び笑しようとともに紡つむがれた声は、意外にも落ち着いたアルト。

　どこか艶つやを感じさせるその美声と、童顔の容姿とのギャップに、鼓こ動どうがまた跳はね上がった。

　ああ、可愛かわいい。マジ可愛い。

　って舞まい上がってる場合じゃねえ！　アイスが全ぜん壊かいしちゃうだろ！

「大丈夫！　ごめんな、注意せず曲がっちゃって。じゃ、おれ、急いでるから」

　ちょっとだけ心残りだったけど、それだけ早口でまくし立てておれはまた走り出した。







「ただいまー」

「お～、お疲つかれさん」

「お疲れ」

「暑かったでしょう？　ありがとう」

　もともと開け放たれていたドアをくぐると、ちょうど演奏も一区切りついたところで、三人がそれぞれの楽器から顔をあげてねぎらってくれた。

「うっわ、ドロドロ……」

「しゃーねーだろ！　これでもダッシュで帰ってきたんだから」

「次からは自分で買いに行ってすぐに食べるべきだな」

「でも美味おいしいよ。ありがとう、和希ちゃん」

　苦笑しつつ、みんなで半分溶けたアイスを食べた。

　ふう……んまい。

　シャリシャリとした歯ごたえと共に口に広がる冷気に、生き返る心ここ地ちがする。

「そーいやさ、悠斗、たぶんうちのクラス、新学期に転校生来るぞ！」

　パタパタと下した敷じきをうちわ代わりに扇あおぎながらそう言ったおれに、悠斗が少し首を傾かしげた。

「木き鹿じかにでも聞いたのか？」

「いや、そんな情報はないけど。さっき道の角ですっげー美少女と衝突したんだ。あれが転校生でないわけがない！」

「……暑さでやられたか？」

　悠斗の返事は氷のように冷たい。

　なんでだよ、二次元世界的にこのパターンはどう考えても転校生だろ～？

　でも、考えてみりゃこれって乙女おとめゲーなのに、女の子が転校してくるってのはどーゆーことだ？　あ、もしかして、ライバルキャラ??
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　その後みっちり練習して、下校時刻。

「ああ、バテた～」

「クーラーなしはきついよな。どっか寄ってくか？」

「腹も減ったしな……バス停近くのお好み焼き屋は？」

　煌や悠斗の誘さそいに、いや今日は……と口を開きかけた時。

　ぐいっと腕うでをつかまれて、王子に引き寄せられた。

「ごめんね。今日の和希ちゃんは僕が先約済み」

「!?」

　爽さわやかな笑え顔がおで言い切ると、呆あつ気けにとられたような男どもを残し、おれの手を引いたまま、ずんずんと校門へ進んでいく王子。

「おい、王子？」

「たしかにお腹なかも空いてきたし、何か軽くつまみながらでもかまわないかな？」

「別にいいけど……」

[image: ]

　強ごう引いんな雰囲気にちょっとたじたじとなりながらもうなずくと、王子はニッコリと微笑ほほえみ、すでに停車されていた高級車におれをうながした。

　──で、気付けば瀟しよう洒しやなレストランで夜景を見ながらこいつと向かい合っていたわけだが。おいおいおい！　全然軽くねーだろコレ。

　メニューを開いても、舌を嚙かみそうな単語が並ぶばかりで、どんな料理かよくわからない。

「オススメは姫ひめ帆ほ立たてのエスカベッシュ」

「んじゃそれで」

「あと数品、適当に頼んじゃっていいかな」

「任せる」

　王子がウェイターに呪じゆ文もんのような言葉をペラペラと告げると、間もなくグラスが二つ運ばれてきた。中にはシュワシュワと細かい泡あわを立てる淡いゴールドの液体。

「君の瞳に、乾かん杯ぱい」

　淡い笑みと共にさらりと超定番の台詞せりふを口にし、チン、とグラスを鳴らす王子。

　こいつのこーゆーところはつくづく凄すごいと思う。

「シャンパン……？」

「ノンアルコールだから、大丈夫」

　口をつけると、やたらいい香かおりがするソーダ水、て感じだった。ウマー。

「……で、話って？」

　おれが振ふると、王子は少し緊きん張ちようしたように唇を引き結んだ後、両手を机の上に組んで話し始めた。

「先日、僕と一緒に出かけていた女性のことなんだ。彼女は、綾あやの小路こうじ麗れい華かさんといって、去年、半年だけお付き合いをしていた人でね……」

「よりを戻もどしたってことか？」

「そうじゃない」

　語ご尾びも消えないうちに強い口調で否定されて、おれは口をつぐむ。ここは黙だまって聞くことにしよう……。

「もともと、両家の親たちが熱心に勧すすめてきた交際だったんだ。北王子家と綾小路家はビジネスの上で互いに太いパイプを欲ほつしていたから、彼らの思おも惑わくはその先を見み据すえた『結けつ婚こん』だということは明白だった」

　ふむ、政略結婚ってやつか。金持ちも大変だな……。

「僕は生しよう涯がいのパートナーは自分で選びたいと断ったんだけど、うちの父は一度決めたら頑がんとして譲ゆずらない人で、とにかく一度会ってみろとしつこくて……仕方なく、一度だけ一いつ緒しよに食事をすることになった。

　実際、会話してみると魅み力りよく的てきな女性で、どうやら彼女の方もこちらと状じよう況きようはまったく同じで、親がうるさくて辟へき易えきしていると言うんだ。僕らは互いに共感を覚え、意気投合した」

　そこで食事が運ばれてきた。

　王子に促うながされて、おれはエスカベッシュとやらを口にする。……マリネみたいな感じ。ぷりぷりと新しん鮮せんな帆立の甘さとソースの酸味が絶ぜつ妙みようだ。

　頰ほおをほころばせるおれを見て少し瞳を和なごませてから、王子はまた続きを語り始めた。

「しばらく話が弾はずんだところで、麗華さんが言ったんだ。

『どちらかに好きな相手が見つかるまでは、付き合ってみるのも一つの手じゃないかしら？』って。付き合って、うまくいかなかったと報告すれば、うるさい親たちも諦あきらめてくれるんじゃないか。それまでは、契けい約やく上の『恋こい人びと』になるのはどうだろう──って。

　まるでゲームを思いついたかのように悪いた戯ずらっぽく微笑む彼女の提案に、僕はおもしろそうだと思った」

「……なるほどな」

　確かに、他ほかに好きな人がいなくて、あんな美女に付き合おうって言われたら、そりゃ悪い気はしないだろう。

「実際付き合ってしまえば、もう親たちも干かん渉しようしてこないだろう……逆に言えば、付き合うまでは、そうとう執しつ拗ように食い下がられることは確実だったし、他に好きな相手ができればすぐに尾おを引かずに別れる、という条件も気に入った。

　それで半年間『恋人』として過ごして……去年の冬に、彼女の方から好きな人ができたと報告を受けて、僕らの関係はすっぱりと終わった。……はずだったんだけど」

　そこで王子ははあっと重い吐と息いきをもらし、グラスを持ち上げた。

「終わってなかった、のか？」

「そうなんだ」

　こくりと一口ジュースを含ふくんでのどを潤うるおしてから、憂ゆう鬱うつそうに王子は言葉を継ついだ。

「突とつ然ぜん、彼女から、また『恋人』になってくれないかと頼たのまれた。僕はお断りしたんだけど……彼女はあんなに煩わずらわしく思っていたはずの『家』を通して、再び話をもってきたんだ。折しも綾小路との商談の真っ最中で、なんとしても向こうの機き嫌げんを損そこねたくない父の圧力はすさまじくて……散々に揉もめた末、一日だけという条件であの日、もう一度『恋人』に戻ったんだ」

「…………」

「デート中、請こわれるままに甘い言葉を囁ささやいて、彼女に触ふれて、『恋人』の笑顔を浮うかべながら、そんな自分に吐はきそうだった。親に反はん抗こうする力もなく、『一度だけ』『一日だけ』そんな言葉で結局ずるずると家のいいなりになって……カネのために、自分にも相手にも噓うそをつく」

　唇くちびるを歪ゆがめて自じ嘲ちようの笑みを浮かべる王子に、どんな言葉をかければいいかわからなかった。

「でも、もう絶対に、こんなことは繰くり返さない。誓ちかうよ。不条理のいいなりには、ならない」

「……そっか。わかった。おまえにも事情があったのに、責めるようなこと言って、悪かったな」

　やっとそれだけ伝えると、昏くらかった王子の瞳ひとみに、ほのかな光が灯ともった気がした。

「よかった……」

　と心から安あん堵どしたように、深々と息を吐く。

　それからは他愛たわいない会話をしながら料理をつまみ、王子の表情にいつもの明るさが戻ってきた、と思った時だった。

「碧くんじゃないか」

　でっぷりと体格のいい見知らぬおっさんが、あからさまな愛あい想そ笑いを浮かべながら近づいてきた。

「ああ、田た野の尻じりさん、お久しぶりです」

　立ち上がり、如じよ才さいない笑顔で腰こしを折る王子。

「いやいや、座りたまえ。それにしてもまた、立派になって。君に最後に会ったのは西さい園おん寺じ家のパーティーでだったかな。学校の方はどうだい？　なにか困ってることはないかい？」

「はい、素す晴ばらしい先生方と友人に恵めぐまれて、充じゆう実じつした日々を送っています……」

　澱よどみなく応じる王子の言葉に、おっさんは「そうかいそうかい」と表向きは親密そうに空くう虚きよな相あい槌づちを打ち、ポン、と王子の肩かたをたたく。

「何かあったらいつでも頼たよってくれよ。そういえば北王子グループは最近、四よつ菱びし系列の株を積極的に集めているようだけど……」

「申し訳ありません。経営に関してはまだ僕はノータッチなので」

「ああ、そうだよなあ。だが、古ふる池いけグループとの製薬事業における合がつ併ぺいの際には、君の提言が大きなヒントになったと……」

　探さぐりを入れるおっさんを、やんわりとあしらい続ける王子。

　攻こう防ぼうはしばし続き、長いな、とおれが思ったそのタイミングで、王子が言った。

「申し訳ありません、今日はそろそろ……」

　ちらりとこちらに視線を投げると、おっさんもようやく「おお、これは失礼」と諦めたようだった。「くれぐれも、ご両親によろしく」とくりかえしながら、席へと戻っていく。

　それを微笑みとともに見送ってから、こちらに向き直り、王子は「ごめんね」と肩をすくめた。

「そろそろ出ようか」

「……王子、これから予定は？」

「予定？　帰って課題をやるくらいだけど……」

「おまえ賢かしこいんだからそれくらいすぐ終わるよな？　じゃあ、今度はおれにちょっと付き合え」

　有う無むを言わせない口調で立ち上がったおれに、王子は驚おどろいたように目をきょとんとさせたが、やがて、ゆるゆると笑えみを広げ、「喜んで」と会え釈しやくした。
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　低速でジワジワと上じよう昇しようしていく高度と緊きん張ちよう感かん。それが臨界点まで達した直後、急降下とともに全身に襲おそい掛かかる風圧。無重力状態。

　満点のスリルに自然、歓かん喜きの叫さけびがあがる。

「あーっ、最高！　特にあの観覧車の隙すき間まくぐり抜ぬけるとことか、めちゃドキドキした！」

　都会のど真ん中にあるこの遊園地は、入園料無料なので、ふらっと寄って好きなアトラクションだけ遊んだりできるところが便利。

「見て、途と中ちゆうで撮さつ影えいされた写真。アハハ、僕、酷ひどい顔だね」

　出口で販はん売ばいしてた写真を手に破願する王子の心から楽しそうな様子に、おれは胸を撫なで下ろした。

　さっき、おっさんと話していた後に、王子の顔に一いつ瞬しゆんよぎった深い陰かげ。

　疲ひ弊へいしたようなひどく辛つらそうなその様子に、いつも笑顔のこいつが実はすごいストレスを抱かかえ込んでるんじゃないかって、そんな気がしたから。

　さっきのレストランからの景色で、観覧車やジェットコースターが近くにあるのが見えたので、ちょうどいいと思ったのだ。

　今日は、ここで思いっきりストレス発散させてやる！

「次はあれ行こうぜ、水の中落っこちるやつ！」

「あれは、けっこうビショビショになるみたいだよ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「いいじゃん、夏なんだし。濡ぬれるのが楽しいんだろー？」

　時刻は二十時を回った頃ころ。昼の熱気はおさまって、いい感じの風が吹ふいていた。これなら濡れてもきっとすぐに乾かわくだろう。

「っと、ちょっといいか？」

　夕食に遅おくれるって、家に電話した方がいいよな。

　王子はおれ達の同居を知る数少ない人間の一人だったから、気き兼がねなく目の前で電話をかけた。

「……あ、煌？　……うん、今、王子と遊園地にきてるんだけど、夕飯もし作ってくれたなら食べたいから、残してて……ひゃんっ」

　妙みような奇き声せいをあげてしまったのは、王子がいきなり耳に息を吹きかけてきやがったからだ。

「お、王子!?　何しやがる……」

　不意打ちに力のぬけたおれの手からケータイを奪うばうと、王子は

「和希ちゃんは僕が責任を持って送り届けるから、心配しないで。じゃあ」

　と告げ、そのまま通話を切ってしまった。

「……君が煌と一いつ緒しよに住んでる、その事実が、どれだけ僕の心をかき乱してるか、君は想像もつかないだろうね」

「……!?」

「今だけは、君を独ひとり占じめさせて」

　切なげに見つめられながら請われて、ズガーン、とショックを受けた。

　勢いで誘さそっちまったけど……この状じよう況きよう、もしかして思いっきりデート!?

「じゃ、水上コースター乗ろうか。あそこでポンチョ売ってるよ」

　がらりと雰ふん囲い気きを変えて、まるで子どものように無む邪じや気きに相好を崩くずす王子。

　あ～～もう、無心だ無心！　遊びまくるぞ！







　目ぼしいアトラクションをひとしきり回り、最後に乗ったのは観覧車だった。

　個室に二人きりは危険な気がしたが、こいつはどこぞの魔ま王おうとは違ちがって紳しん士しキャラだし、そう無む茶ちやな真ま似ねはしないだろう。

　いざとなったら、鞄かばんに潜ひそませたナイフもある……て悲ひ壮そうすぎて我ながら泣けてくる。よよよ。

　初めて乗った夜の観覧車は、昼とは違った魅み力りよくがあった。

　目前に広がる宝石をちりばめたような都会の絶景に、思わず感かん嘆たんのため息が漏もれる。

「すげー。綺き麗れいだな……！」

　張り付くように見ていた窓から王子の方を振ふり返ったが、こいつは外の景色なんて大して興味がないらしく、こっちを見て甘く微笑むだけだ。

「君の方が、ずっと綺麗だ」

　……言うと思ったよこん畜ちく生しよう（脱だつ力りよく）

「君みたいな子、初めてだよ。……幼よう稚ち舎しや時代から、僕は美楠に通っていてね。理事長の子どもだってことで、教師も保護者も周りはみんな、どこか僕を特別視していた。そんな大人の意識は子どもにも伝わるみたいで、クラスメートたちと親しくしても、どうしてもみんな遠巻きなところがあって、壁かべを感じて……。

　でも、君は初めて会ったときから、物もの怖おじせずに、自然体で接してくれて……肩かた書がきや外見だけでない僕自身を見てくれて、すごく、嬉うれしかったんだ」

「煌は？　仲良さそうにみえるけど」

　こいつ、基本的に他人には「さん」や「くん」付けなのに、煌だけは呼び捨てなんだよな。

　王子は目元を和なごませて、うなずく。

「そうだね。煌も、特別。とても稀き少しような……心を許すことのできる、初めての友人だった。実は最初に君に会った時、彼に似てて、驚いたんだ」

「似てる？　おれと煌が？」

　それは意外な指し摘てきで、ついつい頓とん狂きような声をあげてしまった。だが、王子は「うん」と、はっきりと肯こう定ていする。

「君達は、まとっている空気がとても似てるよ。明るくて、まっすぐで、優やさしくて……否いや応おうなしに他者の心の中に飛び込んでくる。でも、君と接する時間が増えるにつれ……僕にとって、君は煌とはまた全然違う存在として、輝かがやき始めた」

「……おまえさ、他人に壁を感じてっつったけど、それ、おまえが壁をつくってる部分もあると思うぞ？」

　おれの言葉に、王子は少し沈ちん黙もくしてから、そうかな？　と首を傾かしげた。

「ああ、おまえって、いつもニコニコしてとっつきやすそうだけど、周りのこと考えすぎて、あんまり感情を表に出さないとこねえか？　それで逆に、人当たりいいけど何考えてるかわかんなくて、近づけない感じになってんじゃねーかなあ。

　でも、おれに対しては最初からわりと強ごう引いんだし、好きに振る舞まったりするじゃん？　その辺が違ったんじゃねーかな、今までとは」

　王子は人差し指と親指で自分の顎あごに触ふれながらしばらく考えるような仕草を見せていたが、やがて、なぜか苦く笑しようしながら言った。

「うん……そういう面も、たしかに、あったかも。君に対しては、ほら、なんとしても一緒にバンドをやらなきゃいけない理由があったしね。

　ただ、最初は必要に迫せまられて始めたバンドだったけど……やってみると、本当に楽しいね。もともと音楽は好きで、曲を作るのも好きだったけど、みんなで音を合わせることがこんなに心躍おどるものだとは知らなかった」

「……うん」

　王子の言葉には、素す直なおに共感できた。

　おれも、こんなとんでもねー状況で始めることになったけど、バンドは好きだ。ライブも。正直、すっかりハマっていた。

「野外ライブ、成功させようね」

「おう！　……おれ達といる時みたいに、おまえは普ふ段だんから、もっと素直に感情出してけばいいんじゃねーかな」

「……壁を壊こわしたかったら、自分から心を開けってことだよね。それが難しいんだけど」

「おまえは気を遣つかいすぎるんだよ、きっと。親にもさ、もっと自己主張していいんじゃねーかと思うぞ？　そこまで物わかりいい振りしなくていいって」

　おれは心から思ったまんまをアドバイスしたんだけど、この無責任な台詞せりふが後に波乱を引き起こすなんて、この時にはまだ、思いもよらなかったんだ……。
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　翌日の軽音部。

　練習を始めようと各自チューニングやマイクのボリューム、ドラム位置の調整などのセッティングをしていたら、トントン、とノックの音がした。

「あっ……」

　思わず声をあげる。暑さ対策でもともと開け放たれていた扉とびらのところに佇たたずんでいたのは、昨日道でぶつかったあの美少女だったのだ。

　しかし前回とはガラリと雰囲気が変わり、ずいぶんとボーイッシュだった。

　衿えりにボリュームがある黒のパーカー型ベストとタンクトップに、ハーフ丈たけのデザインカーゴ、足元はレザーサンダル。パーカーのダブルジップは上まできっちりしめられ、下の少し開けられた部分からのぞく赤いベルトと、フード裏のチェック柄がらがアクセントになってオシャレ。

　髪かみ型がたはラフにくしゃりと後ろで一つにまとめられて、肩かたには、ギターケースを抱かかえていた。

　美少女はおれの方を見ると、目を輝かせ、にっこりと微笑ほほえむ。

　うわ～、やっぱ可愛かわいい！

「こんにちは。オレのこと、覚えてますか？」

　その花びらのように可か憐れんな唇くちびるからとびだした声は……記き憶おくのそれとは、なんか違った。はっきり言うと、低くて、ちょっと男っぽい。

　……ん？　『オレ』？

「昨日、道の角でぶつかった女の子、だよな……？」

　なんとなく腑ふに落ちない気持ちで確かく認にんしたところ、美少女は「あははっ」と楽しげに笑い声を上げた。

「ごめん、あれは知り合いの悪ふざけでちょっと女装させられてたんです。オレほんとは、正しよう真しん正しよう銘めい、男」

　ドッカーン！　と背後で何かが爆ばく発はつしたような衝しよう撃げきが走る。

　男──!?

　しかし、たしかにそう思って眺ながめれば、今のこいつは確かにちゃんと男である。

　最初のインパクトがでかすぎたが、冷静に判断すれば、女の子みたいな綺麗な顔をした、細身の今風の少年。

「でも、声は……？」

「ああ、あれは咽喉のどのこの辺を締しめるようにして発声したら、女っぽくなるんですよ。『こんな風に』」

　途と中ちゆうでガラリとトーンが上がり、艶つやっぽいアルトに変わる。

　すげー。両声類ってやつ!?

「あのカッコで男の声もキモいかと思って、とっさに声作っちゃいました」

「──それで、いったいここになんの用だ、静しず流る？」

　悠斗の一言に、静流と呼ばれた美少女もとい美少年は、くいっと口の端はしを吊つり上げた。ん、こいつら、知り合いか？

「お久しぶり、悠斗さん。でも用があるのはあんたじゃなくて……」

　美少年はお邪じや魔まします、と一言断ってから、おれの方にツカツカと寄ってきて、何かを差し出した。

「昨日、ぶつかった時に落としてましたよ」

「あ、生徒手帳」

　サンキュ、と伸のばした手をつかまれて持ち上げられたと思ったら、次の瞬しゆん間かんには手の甲こうに軽く口付けられていた。

「!?」

「ようやく会えましたね、シンデレラ」

　ギョッと目を見張るおれに、美少年はクス、と蠱こ惑わく的てきな笑えみを浮うかべてみせる。

「──なんちゃって。オレは、美楠学園中等部二年の紫し葉ば静しず流る。こないだのライブでセンパイのファンになったんです」

「ファン!?」

　頓狂な声をあげるおれに、大きくうなずく静流。

「昨日はビックリしましたよ。まさか、あんな状じよう況きようで憧あこがれの人に再会するとは思わなかったから。センパイの歌を聴きいた日から、ずっとセンパイの声が頭から離はなれないんです。同時に、あの時の輝くような笑顔も……」

　熱っぽい視線で見つめてくる静流にドギマギしていたら、

「ギター弾ひくのか？」

　煌がドラムの椅い子すから下りて、近付いてきた。

　顎で、静流のギターケースを指す。

「はい、まあ手て遊すさび程度にですけど。あ、それでね、センパイ達、よかったら一回でいいから、オレとセッションしてくれませんか？」

「セッション？」

　意外な申し出に、みんなして顔を見合わせてしまった。

「ん、あのライブとまったく同じに演奏してくれたら、それにオレがギターで交ざりますから。あの曲……『Party Game』、すごく気に入っちゃったから、一いつ緒しよに弾いてみたいんです」

　……ダメですか？　と心なしか潤うるんだ大きな瞳ひとみで頼たのみ込まれて、言葉に詰つまる。

　何ドキドキしてんだよ、おれ！

　いくら好みの顔してたって、こいつは男なんだって！

「いいんじゃねえ？　おもしろそうだ」

「そうだね」

「……練習前の肩かた慣ならしになるか」

　何やらやる気になって準備を始める面々。ま、断る理由もないか。

　軽快に響ひびく、煌のシンバル四連打。

　ベースとキーボの奏かなでるフレーズに、ギターが被かぶさり、いきなりおおっと思った。

　なんか、音にぐんと厚みが！

　静流は不規則に弦げんをかき鳴らしたり、メロディに重ねたり、かと思えば細かくリズムを刻んだり、一見気ままに弾いているようだったが、曲全体が賑にぎやかになって迫はく力りよくが増していた。

　そして、間奏。いかにも楽しげに瞳を煌きらめかせながら静流が始めたギターソロに、おれはぽかんと口を開けた。

　背筋がゾクゾクするようなすっげーエキサイティングな音が、超ちようカッコいいオリジナルのフレーズを奏でながらビートを刻む。

　これは……巧うますぎるだろオイ！　センスありすぎ！

　細い指先が魔ま法ほうのように閃ひらめき、絶対難しそうなのに、なんでもないようにさらりと弾いてやがるのが信じられない。

　ぐあーっと煽あおられるように全身に高まっていく、熱。うわあああ、燃えてきた！

　最後のサビ以降は、ひたすら激しく弾だん奏そうして、全員で揃そろえるラストで完全燃ねん焼しよう。

　……すげー、ダイナミック。

　華はなやかさと躍やく動どう感かんが増し、パーティーの規模が格段にでかくなっていた。

　こいつ、この曲、ライブで一回聴いただけなんだよな？

　なんでこんなとんでもねー演奏がいきなり合わせられるんだ？

「最高！」

　無む邪じや気きに微笑む静流に対し、あまりの凄すごさに半ば呆ぼう然ぜんとする一同……いや、悠斗だけは冷静で、小さなため息を漏もらしていた。

「……紫葉くん、君も僕たちと一緒にバンドやらないかい？」

　頰ほおをかすかに紅潮させ、勧かん誘ゆうを始めた王子に、静流はふるふると首を振ふった。

「いえ、練習とかめんどいし、大会目指すとか熱血すんの、好きじゃないんで。──でも」

　と静流は大きな目をくるりとさせ、言葉を継ついだ。

「ときどき部室には顔出させてもらっていいですか？　バンドはしないけど、軽音部には入りたい。センパイたちの音楽、凄く好きなんで。曲のアレンジとかもアドバイスさせてもらえるなら、協力できると思うし」







　こうして軽音部に新たな一員が加わった。……つまり、攻こう略りやくキャラがまた増えたということだろうか？

　おれはもうステータスアップに励はげむ以外は無心で過ごすことに決めたとはいえ、一つだけ言わせてくれ。




　──ベストエンディングは全員攻略とか言ってたけど、ヒロインにいったい何股またさせる気なんだよ、『ときメロ』っ！
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「俺が中一まで通ってたギター・ベース教室に、あいつも通っていたんだ」

　部活の終わった下校途中。

　バス停前の売店で買ったソフトクリームを舐なめながら、「どーゆー知り合い？」と尋たずねたおれに、悠斗は淡たん々たんと答えた。

「やめてからは会ってなかったから、だいたい三年ぶりだな。中等部にいるということは小耳に挟はさんでいたが……」

「可愛かわいくなってたから思わずときめいちゃったんじゃねえ？」

　揶や揄ゆするように言ってやったが、悠斗は意味不明というように眉まゆをひそめた。ジョークのわからん奴やつだな……。

「たしかに小学生の頃ころはしょっちゅう女と間ま違ちがえられていたようだが。あいつもそれをネタにわざと騙だますような悪いた戯ずらもしていた記き憶おくがある」

　まあ、今でもあんだけ美少女然としてるんだから、幼い頃はさぞかし可か憐れんだったことだろう。

「思い出した！　紫葉静流！」

　たこ焼きをつつきながら何やら目を眇すがめていた煌が、不意に声をあげた。

「『天才ギター少年』つって、ガキの頃けっこうテレビ出てたよな？」

「ああ。あいつは天才だ……ギターの技量も、音作りも、アレンジの才能も。本気になれば、きっとプロでも通用する」

「一時期かなりメディアに出まくってたけど、パタッと見なくなったんだよな。なんかあったのか？」

「……さあな」

　煌の疑問に、悠斗はそっけなくそれだけ返し、飲み終わったペットボトルを傍かたわらのゴミ箱に投げ捨てた。

　ん～、なんか知ってそうだけど、話す気はないって感じか？

「でも、王子ってば勧誘してたけど、そもそも『軽音甲こう子し園えん』に中学生が出られるわけ？」

「たしか『軽音甲子園』の出場条件は年ねん齢れいが十八歳以下であることと、メンバーに一人でも高校生が入っていること。途と中ちゆうメンバーの加入は自由で、交代も一人までは認められてたから、その点は問題ないはずだぜ？」

　そーなんだ。

「ギターも加われば更さらに演奏の自由度は広がるけど……ま、今のフォーピースでも充じゆう分ぶんだろ。

　それより悠斗、剣けん道どう部の方、大だい丈じよう夫ぶか？　ガレージのライブ前は毎日こっちに付き合って、また野外ライブ目指すことになって昨日も今日もバンドに顔出して……剣道部も毎日朝から練習あるんだろ？　秋の大会じゃ、おまえ、大将に選ばれたって聞いたけど」

　話しつつ、ホレ、とばかりに煌が差し出した爪つま楊よう枝じのたこ焼きにかぶりついていたおれは、むぐっとあわててそれを飲み込んでから、悠斗を振り返る。

「マジで？　大将!?　それで練習出られないってのはまずくねーか？」

「基本的に個人スポーツだから、周りに迷めい惑わくはかけないし、自己鍛たん錬れんを怠おこたっていなければ問題ない」

「けどこんなにしょっちゅう練習抜ぬけて、剣道部の他ほかの奴らは、何か言ってきたりしねーの？」

　煌の指し摘てきに、悠斗は泰たい然ぜんと言い切った。

「そういう奴らは、実力で黙だまらせればいい」

　──すげー自信。

　でも、こういうのってめっちゃ反感買いそうだ。大丈夫か？

　とはいえ、バンドに協力してくれるのは、非常にありがたいわけで。

　おれと煌は、不安の混じった目線を互たがいに交差させたが、言葉を見つける暇ひまなくすぐにバスがやってきて、その話題は終わってしまった。
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　その晩は熱帯夜だった。どうにも寝ね苦ぐるしくて、外の空気に当たろうと窓辺によると、隣となりの家の庭で竹刀しないの素す振ぶりをする悠斗の姿が見えた。

　……こんな遅おそくまでやってんのか、あいつ。

　朝も、早くからジョギングしてるのに遭そう遇ぐうしたことがあった。

　おれはせいぜい二キロコースだけど、あいつは毎日もっとずっと走りこんでるっぽかった。

「──お疲つかれさん」

　一段落ついて、ふうっと大きく息を吐はきながらタオルで汗あせを拭ぬぐっていた悠斗は、庭に入ってきたおれを見てギクッとしたように身じろぎした。

　いつも冷静沈ちん着ちやくなこいつが、こんな反応をするのは珍めずらしい。

「おまえ、そんな恰かつ好こうで……」

　やべ、パジャマのままってのは、やっぱ非常識か。でも着き替がえるのめんどくさかったんだよ……。

「いーじゃん、すぐ隣なんだし。ほい、差し入れ」

　冷蔵庫から見つけてきたポカリを渡わたすと、悠斗は無言のまま少し怒おこったような顔で受け取った。

「なんだよ、礼くらい言えよ」

「……おまえは、隙すきが多すぎる」

　苛いら立だたしげに告げられた言葉の棘とげに、カチンときた。

「はあ!?　なんだよ、人がせっかく……」

「そんなんだから黒くろ川かわにも襲おそわれるんだ。誰だれにでも無防備に色気をふりまくな」

「い、色気って……そんなもん出してるつもりねーし！　変なこと言うな！」

　あんまりな言い草にかあっと頭に血が上った。

　なんだよ、すげームカつく！

　クソ、こんなことなら来なけりゃよかった。そのポカリ返せといいたい。

「いくらなんでも魔ま王おうの前にパジャマで出てったりしねーよ！　おまえならいいと思ったの！」

　こいつは他の奴らみたいな口説き文句やあからさまな好意をほとんど見せないし、そーゆー面では一いつ緒しよにいて一番気楽な相手だった。普ふ通つうの男友達みたいな感じで。

　真面目まじめで理性的な奴だから、いきなり馬ば鹿かな真ま似ねもしないだろうし……そんな信しん頼らいがあったから来たのに。

「別に誰にでもってわけじゃねーよ。見くびるな！」

　ビシッと言ってやったら、悠斗は複雑そうな表情で黙り込んだ。

　竹刀を持つ手をグッと握にぎり締しめて、のどに絡からんだようなかすれ声で何か呟つぶやく。

「…………だからそういうところが……」

「？　なんだよ？」

「……もういい」

　悠斗はムスッとしたままペットボトルの蓋ふたを開けると、唇くちびるに流し込んだ。

　月明かりに、ゴクッゴクッと震ふるえる咽喉のどが照らし出される。

　勢い余って一筋口の端はしから零こぼれ落ちたそれを手首で拭ふくと、こちらを鋭するどい瞳ひとみで一いち瞥べつしてからフイッと逸そらした。その射るような眼まな差ざしに、心臓が一回ドキッと大きく跳はねた。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。

　庭に植えられた白い花が、柔やわらかい月光を浴びながらぼんやりと闇やみ夜よに浮うかび上がって綺き麗れいだった。

　確かこの花はクチナシ……この時季に咲さいてるなんてちょっと珍しい。

　無口なこいつにぴったりだと思うと、少しおかしくなって、次し第だいに怒いかりもほどけていく。

　静かな夜の空間で、ふわりと漂ただよってくる芳ほう香こうをしばし堪たん能のうして心を落ち着けてから、おれは、「あのさ」と傍らの仏ぶつ頂ちよう面づらを見上げた。

「バンドに引き込んだのはおれで、こんなこと言うのもおかしいんだけど、あんま無理すんなよ」

　これが伝えたくて、出てきたんだ。

「おまえ、適当に力抜くとか苦手そうだし、さ。それに大将なのに、練習出られないってのはやっぱり……」

「黒川に、負けたくない」

　おれの台詞せりふを遮さえぎるように放たれた一言。

　その静かだけれど熱の籠こもった響ひびきに、気け圧おされた。

「おまえのためじゃない。俺が、もっといい演奏ができるようになりたい。勝ちたいんだ。……絶対に」

　揺ゆるぎない意志の宿った、瞳。

「……でも」

「しばらく早朝から道場を開放してもらえるように、学園に交こう渉しようするつもりだ。実現すれば朝あさ稽げい古こができるから、練習量も補える」

　有う無むを言わせない口調で淡たん々たんと説かれると、何も言えなくなった。

　もどかしい思いでただ見上げていたら、悠斗はかすかに表情を緩ゆるめ、安心させるようにおれの頭をポンポン、と叩たたいた。

「ライブ経験を積むことは、確実にバンドのプラスになる。……最高の演奏をしよう」

　その時見せた強気の小さな笑えみは……悔くやしいけど、男のおれから見てもすげーカッコよかった。
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「無理……」

　ゲーセンのアーケードマシンの前で撃げき沈ちんしたおれに、右後方からひょいと静流がのぞきこんできた。

「あれ、ゲームオーバー？」

「ああ、この曲はいくらなんでも鬼おに過ぎる」

　肩かたを落とすおれに、静流はクスッと笑みを漏もらし、ポケットから取り出したコインを投入すると、その音楽ゲームのコンティニューを選せん択たくした。

　怒ど濤とうのドラムビートに合わせて、画面上部から雨あめ霰あられのように降り注ぐオブジェの弾だん丸がん。それらが下部の赤いラインに重なった瞬しゆん間かん、一寸の狂くるいもなく対応するボタンを高速連打していく。

　絶え間なく点てん滅めつする、虹にじ色いろに輝かがやくGREATの文字。

　抜ばつ群ぐんのリズム感と驚きよう異い的てきな情報処理能力を否いや応おうなしに見せ付ける神かみ業わざプレイだった。

　最後のGREATを軽快に叩き込むと、静流は「リベンジ完かん了りよう！」とピースサイン。

　……おみそれしました。

「週末にアイスクリーム・フェスティバルってのがあるんですけど、センパイ、興味ありませんか？」

　そんな誘さそいにのって、日曜日、おれは静流と繁はん華か街がいにきていた。

　自じ慢まんじゃないが、アイスは大好物なのだ。

　イベント会場であるショッピングビルに向かう途と中ちゆう、ゲーセンにちょっと寄り道していたのだが……

「おまえ、もしかしてゲーマー？」

「どうだろ？　ゲームは好きですけど……それよりセンパイ、はい、これ」

　プレゼント、と静流が差し出したぬいぐるみに、おれは目を丸くした。

　これは……ユルックマのお祭りシリーズ！

　ユルックマはその愛らしい顔立ちとゆる～い雰ふん囲い気き、ぽてっとした体格が思わず抱だきしめたくなるような魅み力りよくを放つ、大人気の和なごみ系キャラクター。

　そしてこのぬいぐるみは、ゲーセン限定の激レアものだった。ねじり鉢はち巻まきとハッピが、めちゃめちゃ可愛かわいい。

　思わずほにゃ～っと顔が溶とけかけたが、あわてて引き締める。

「なんだよ、突とつ然ぜん」

　おれのユルックマ好きは誰にも話したことはなかったはずだ。

　ぶっきらぼうに尋たずねると、静流はちょっと首を傾かしげた。

「好きなんでしょ？　さっきＵＦＯキャッチャー通りかかった時、目線釘くぎ付づけでしたよ」

「す、好きじゃねえっ」

　思わず赤面して否定すると、静流は不思議そうに大きな瞳を瞬またたかせる。

「可愛い女の子が可愛いものを好きで、何を恥はずかしがることがあるんですか？」

　……目からウロコが落ちた気がした。

　そうか、今のおれは女、堂々とファンシーグッズ好きでもおかしくないのか！

「……ありがとう」

　なんかおれ……初めて女になってよかったと思えたかも。

　ぬいぐるみを抱きしめて思う存分もきゅもきゅしていたら、静流が口元に笑みをたたえながら自分のケータイを見せてきた。

「実はオレも好きなんです。いいでしょ、コレ」

　待ち受けには、超ちようキュートなユルックマのイラスト。

「素材サイトで落とせますよ。よかったらアドレス送りますけど」

「頼たのむ！　おれのメアドは…………」

「──了りよう解かい」

　鮮あざやかな手つきで入力をすませ、キラリと瞳を閃ひらめかせた静流に、ハッとした。

　もしかして今こいつ、ヒロインのアドレス聞きだすためにわざと……!?







　アイスクリーム・フェスティバルは、全国各地の人気行列店のアイスを始めとして、イタリアンジェラートやトルコの伸のびるアイス、台たい湾わん風かき氷など世界のアイスも販はん売ばいされている盛もり沢だく山さんなイベントだった。

「うわ～うわ～どれも美味うまそう！　迷う！」

「好きなだけ食べていいですよ。オレ、奢おごっちゃう」

「は？　いや、中学生に金を出してもらう筋合いは……」

「付き合ってくれたお礼です。ちょうど先日、一ひと儲もうけしたとこだし」

　一儲け？　と眉まゆをひそめたおれに、静流は両手を頭の後ろに回しながら、さらりと「株取引」と答えた。

「か、株……!?　って中学生で!?」

「保護者に口座さえ作ってもらえれば年ねん齢れい関係なくできるんですよ」

　な……なんつー十四歳だ。

　啞あ然ぜんとするおれを、静流は「あれテレビでみたやつだ。いってみましょう、センパイ」と誘ゆう導どうした。実にさりげなく手を握にぎって。







「センパイ、毎日アイス食べてますもんね。絶対こーゆーの喜んでくれると思ったんだ」

　椅い子すに腰こし掛かけて戦利品を堪能するおれを眺ながめながら、顔をほころばせる静流。

「そのシュシュ、可愛いですね。華はなやかなイエローは元気なセンパイによく似合う」

　ごくごく自然に零こぼれる褒ほめ言葉は王子にも通じるものがあるが、こいつの場合は……確信犯だ。

「おまえ、そうとう遊んでるだろ？　けど、おれにはそーゆータラシ文句は無む駄だだから」

　ズバリと言ってやると、静流は不意をつかれたように少し黙だまり込んだ。

「おれのファンだとかも噓うそなんじゃねーの？　ただ単に、新しい獲え物ものに近付くための口実」

「……ほんと、調子狂うなあ」

　静流はひょいと肩をすくめると、クスリと唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

　──それは、今までの可愛い笑顔とは全く別種の、皮肉な色を帯びたもの。

「あんた、本当に女？」

　全すべてを見み透すかすような視線でまっすぐに問われて、今度はおれが言葉を失った。

　な……にを言い出すんだ、こいつ!?

　動どう揺ようするおれだったが、静流は「なんてね」とペロッと舌を出した。

「失礼なこと言ってごめんなさい。でも、ほんと、不思議で仕方ないんだ。

　オレの知る限り、女の子ってのはどんなに素す直なおで純じゆん粋すいな子でも、みんな必ず無意識の媚こびってやつを備えてるものなんですよ。オレはそれを糾きゆう弾だんするつもりはなくて、むしろ健けな気げで可愛いとさえ思う。それは性格の良い悪い無関係に、遺伝子を残そうとする生物として当然の行動。でも……センパイには、それがない」

　テーブルに頰ほお杖づえをつきながら人差し指で示されて、おれは静流の分ぶん析せき力に感心すると同時に、衝しよう撃げきも受けていた。

　こんなゲームのシナリオは、あるはずがない。

　こいつは、たしかに『おれ』を見て話をしている。

「あれだけイイ男に囲まれていながら、少しも舞まい上がることなく、どこまでもあけすけで天てん真しん爛らん漫まんで……そんな女の子、初めて見たから、すごく興味深いんだ。これは、心からの気持ち。それから、ファンってのも、噓じゃないですよ。センパイの歌は、本当に好き」

　真顔で、じっと見つめられながら宣言された。

　……うーん、どうなんだろう。

「信じてやりたいけど、信じられないって感じ？」

　その通りだったのでこくりとうなずくと、静流は特に気落ちした様子もなく「でしょうね」と応じた。

「オレは恋れん愛あいは駆かけ引きを楽しむゲーム、人生のスパイスみたいなものだと思ってるし、重いのは真っ平ゴメン。それが信条で遊んできたから、女の子の喜ぶ言葉ももうクセみたいにどんどん出ちゃうんです。実際、褒めれば褒めるだけ女の子は可愛くなるものだし、世の中に可愛い女の子が増えればオレも嬉うれしい。全然悪いことじゃないでしょ？」

「自分の言動が相手にどんな影えい響きようを及およぼすか、わかってやっているけど、悪意はないといいたいのか？」

「うん。オレの言葉は軽けい薄はくで、性格もひねくれてるとこがあるって自覚してるから、信用ならないと警けい戒かいするのも無理ないけど……でも、センパイには噓はつかない。それだけは、約束しますよ」

　ユルックマも本当に好きですしね、と茶ちや目めっ気たっぷりにウインクする静流の目は澄すんでいて、「センパイには噓はつかない」──この言葉は、信じてもいい気がした。

「センパイはオレみたいなの、きっとタイプじゃないだろうけど……オレはもっともっとセンパイのこと、近くで見て、知っていきたい。『女』を感じさせないようなのに無む性しように男を惹ひきつける神秘性も、まだまだ底知れないデュナミスとしての音楽的な才能も、わかりやすい明るさも素直さも無む邪じや気きさも、全てが魅力的でスリリングだから」

　なんだよデュナミスって……。

　それにしてもよく回る口と頭だ、と内心舌を巻いていたら、テーブル越ごしにぐっと顔を寄せて、囁ささやいてきた。

「ね、いいでしょ？　センパイ」

　近い近い！

　……確信犯とはいえ、やはりこいつも天性の女たらしなのは間ま違ちがいなかった。
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「あ～もう、三百六十度どこから見てもめちゃめちゃ可愛かわいいわ。静流君、マジ天使！　まあ中身は小こ悪あく魔まだけど……だからこそ攻こう略りやくした後のギャップがいいのよね！　落とし甲が斐いあるというか……ひねくれてるところはあるけど、根はとってもいい子だし！　お姉さんがいろいろ教えてあげた～いって気持ちになっちゃうわ」

　自室のベッドの上でハイテンションで悶もだえているウサギに、「残念だったな」と苦く笑しようした。

「マスコットだと、口説いてもらうこともできねーもんな」

「ああ、その点は全然いいの。あたしは自分で恋愛に関かかわる気はさらさらないから。

　イケメンはあくまで鑑かん賞しよう対象。そしてイケメンウォッチングこそがあたしの生き甲斐。すなわち今の状じよう況きよう＝パラダイス！」

　グッと親指でも立てるかのように、片手をあげてウインクする姉貴。

　どんだけ図太いんだ、この女。

　ずっとケータイにぶら下がって人形のフリとかストレス多そうと思いきや、マスコットモードに切り替かえるスイッチのようなものが姉貴の中にはあって、その点も問題ないらしい。

　マスコットモード中はイケメン鑑賞か寝ねるか妄もう想そうしているか、でちゃんと充じゆう実じつしてるそうだ。……妄想って何。

「煌君の料理が食べられないのだけは、ものすごく悔くやしいけどね……」

「ああ、それは心の底から同情する。──にしても、なんだよ最近のイベントラッシュ！」

　ため息をつきながら、おれもベッドにバフッと寝そべると、反動で姉貴が飛び上がった。

「わっちょっと、気をつけてよね！」と頭をペシッと叩たたかれる。

「好感度も上がってきて、色んなイベントが起こり始める時期なのよ。『ドキクエ』と混ざったとはいえ、もう『ときメロ』オンリーの世界観に戻もどってるみたいね。ただ……」

　にわかに真面目まじめな面おも持もちになる、ウサギ。

「それでもこの世界、あたしが知ってる『ときメロ』とはけっこうずれてきてるのよ」

「ずれてきてる……？」

「例えば今日のアイスデートだって、ゲーセンに立ち寄るなんてエピソードはなかったし、静流君があんたに語ったような話も、ゲームの時にはなかったシナリオ。

　普ふ段だんあんたと彼らが交かわす会話なんかも、ゲーム『ときメロ』にはない台詞せりふばかりだし、あんたの行動によって日々新しいイベントが起こってるとも言えるわけよ。

　ヒロインに対するキャラの接し方も、従来とは変化してる。

　……まあ、キャラもこの世界で怒おこったり笑ったり悩なやんだりしながら『生きてる』わけで、それに絡からむヒロインもテンプレの女の子じゃなくて『羽鳥和希』って人格を有する、特異な状況におかれた個人なわけだから、別の物語が生まれていくのは当然なのかもしれないわ」

　……難しい話になってきたぞ。

「……シナリオが変わってくるとなると、もしかしたら『彼』の運命も……？」

「『彼』って？」

　口の中でぼそりと呟つぶやかれた姉貴の言葉にツッコんだが、ウサギは「なんでもない」と首を振ふってから、おれを見上げた。

「正直、あたしも自信たっぷりにこの方法でいけば大だい丈じよう夫ぶ、って言い切ることはできないの。この先どういう風に世界が展開していくか、把は握あくできているわけじゃないんだもの。

　登場キャラは同じだし、キャラ達の本質的な性格はたぶんそう変わってないと思うから、基き盤ばんとなる攻略知識は汎はん用よう性があるとは思うけど」

「……よくわかんねーけど、今おれ達にできるのは優勝目指してがんばることしかねーんだよな」

「そうね、あとはとにかく、万まん遍べんなくステータスアップに励はげむこと。現時点では、道筋は違ちがっても、条件そろえてゴールにたどり着けば大丈夫、と信じるしかないからね。

　あんた、夏休みの宿題さえほとんど進んでないでしょ？　勉強会をして、『学力』と同時に親密度も上げていく一石二鳥作戦でいきましょう！」




　　　　[image: ]




「──和希、ふざけてるのか？」

　おれの英語のテキストを添てん削さくしていた悠斗が、冷ややかな声を発した。

　ただ今、羽鳥家のリビングで一年生三人で勉強会の真っ最中。

「『何を言ってるの？』を英語に直しなさい。正解は『（What）do you（mean）?』」

「どれどれ。和希の解答は──」




『（Nani）do you（imi）?』




「……天才じゃん！」

　ノートをのぞき込んだ煌の笑いがとれて、「よし！」と拳こぶしを握にぎるおれを「よしじゃない！」と切り捨てる悠斗。

「──国語もだ！『〈性では〉ことを仕損ずる。』『〈ろうば〉は一日にしてならず。』『人間万ばん事じ〈才能がじゃま〉。』」

「ある意味正しい！」

　爆ばく笑しようする煌。

「よし！」

「だからよしじゃない！　おまえは遊んでいる場合じゃないだろう」

「だってダメなんだよおれ。ずっと勉強してると息が詰つまって、気分悪くなってきて、からだが痒かゆくなってきて……耐たえられない！」

　これも全部ヒロインの脳みそのせい……てのはウソです、もともと勉強は大の苦手。漫まん画がが好きだからか国語だけはまだマシだけど。

「Susieは『すし恵え』じゃなくて『スージー』、I`m home.は『私はホメ』じゃなくて『ただいま』だ」

　ガーン。

「ホメ！　誰だれだよ、ギリシャ人!?」

　腹を抱かかえる煌の隣となりで、うわー、とさすがに赤面するおれ。

「しゃべってるのはすし恵なのに、なんでホメなんて偽ぎ名めい名乗るのか不思議だとは思ったんだけど、そっか、ただいまか……」

「こっちは素すなのか……」

　疲つかれたように眉み間けんを押さえ、肩かたを落とす悠斗。煌はもはや息も絶え絶えだ。

「和希、おまえ最高……」

「笑い事じゃなく、このままじゃ留年するぞ。入試の時より馬ば鹿かになってないか？」

「なんか、読むだけで賢かしこくなるような魔ま法ほうの参考書とかねーのかなあ」

　限りなく他力本願な夢をぼそりと口にしたら、あるか馬鹿と悠斗にノートではたかれた。

　暴力反対！

「いや……どんな単たん細さい胞ぼうでもすらすら読めて、同時にみるみる問題が解けるようになる、すっげー分かり易やすい伝説の参考書があるとか、噂うわさできいたことがある」

　笑いすぎて滲にじんだ涙なみだをぬぐいながら、そんなことを言い出した煌に、思わず飛びついた。

「マジか煌。なんて本!?」

「たしか……『ミドリムシでもわかる○○』ってシリーズ。でも、入手困難の希少本らしい」

　おお、さすがゲーム世界。すでにおれが持ってる『猿さるでもわかる～』シリーズの上位互ご換かん、学力ステータス超ちようアップアイテムって感じか。

　でも高いんだろうな～、きっと。




　完全に集中力が切れたので、休きゆう憩けいを挟はさむことになった。
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「うまいな、これ……」

　一口飲んで、悠斗が思わず、といったように呟いたのは、煌お手製のジンジャーエール。

　チョコチップクッキーを頰ほお張ばりながら、「だろ？」と胸を張ると「なんでおまえが威い張ばるんだよ」と煌に小こ突づかれた。

「色々入ってんだよな。生しよう姜がと蜂はち蜜みつとシナモン……あとなんだっけ」

「砂糖、鷹たかの爪つめ、クローブ、レモン汁じる、ソーダ水、ミント──お、チビ、おまえもクッキー欲しいのか？」

　みいみいと鳴きながら寄ってきた黒くろ猫ねこにクッキーを差し出す煌を「バカ」とあわてて止めた。

「猫ねこにカカオは有毒なんだよ。あと、玉ねぎやブドウなんかもＮＧだからな！」

「マジ？　……悪い。あとでちゃんと調べとく」

　顔を強こわ張ばらせてから、「ごめんな～」と黒猫を抱だき上げる煌。

　ふわふわの毛を撫なでられて、チビはにゃあと機き嫌げん良さそうに目を細めている。

　懐なつっこくて、本当に可愛かわいい子だ。黒猫って、一見クールそうな雰ふん囲い気きだけど、愛あい嬌きようのある子が多いんだよな。

「和希、詳くわしいな」

「こいつは昔から動物が好きだからな……」

　そういいながら、おれの瞳ひとみをのぞき込むようにじっと見つめてくる悠斗。

「な、なんだよ？」

「いや……いつまでも預けてしまってすまない。剣けん道どう部でも声をかけてみたが、なかなか飼えるという奴やつがいなくて」

「ああ、別に悠斗だけの責任じゃねーし。おれもクラスの奴にメールとかしたけど反応悪いんだよな～。煌もバイト先で声かけてくれてるんだろ？」

　煌は顔が広そうだし、頼たよりになりそうだと思ったんだけど……

「ん？　ああ、まあ、ぼちぼちと」

　いつになく歯切れの悪い煌。オイ！

「おまえ、チビと離はなれたくないからあんまり真面目まじめに探してないとかじゃねーだろーな？」

「探してる探してる。……それなりに」

「絶対探してねーだろ！」と詰め寄ると、まあ和希も抱いてみろって、とチビを渡わたされた。なにが「まあ」だよ！

　柔やわらかい温ぬくもりと、重み。

　ぱっちりした琥こ珀はくの瞳で見上げられて、うわあああああとテンションがはね上がったが、直後、胸の奥に鈍にぶい痛み。

　すうっと体の芯しんが冷えるような感覚と同時に、急に周囲の酸素が薄うすくなったように、呼吸がし辛づらくなる。

　首を振って、ふわふわの生物を煌に返した。

「……和希？」

「情が移ると困るだろ。さ、勉強再開すっか」

　二人が怪け訝げんそうにみてるのがわかったけど、気づかないふりをして、おれは参考書をバタバタと机に広げ始めた。
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　今日も今日とてバンド練習。

　でも、この日は練習後に色んな部活を回って飼ってくれる人を探そうと思い、黒猫も一いつ緒しよに連れてきていた。

「クーラー……まだ直んねーのかな」

　一曲歌い終わったところで、汗あせをぬぐいながらため息を吐はくと、「うん……」と王子が申し訳なさそうにうなずいた。

　近ちか頃ごろはお得意のキラキラも飛んでいない。さすがにこの暑さには、王子も参ってるのかな。

「顧こ問もんの先生には連れん絡らくをしたんだけど、ね。夏休み中だから、学園の事務関係が機能してないのかも」

　顧問……いたのか。

　誰と口を開こうとしたおれより一歩早く、壁かべ際ぎわでチビとじゃれて遊んでいた静流が顔を上げて、別の質問をする。

「学園理事長って確か王子先せん輩ぱいのお母さんでしょ？　直接頼たのめないんですか？」

「学園のことをプライベートに持ち出すのは避さけてるんだ」

　さらりとした言い方だったけど、ほんの一いつ瞬しゆん、王子の表情が曇くもった気がした。

　夜の遊園地で聞いた話が蘇よみがえる。

　親が権力者だと、嫌いやな思いをしたり、気を遣つかう事も多いのかもな……。

「なるほどー」

　静流もそれ以上深く突つっ込むことはせず、「ところで、今の楽曲なんですけど」とガラリと話題を変えた。

「二番のＢメロのリズムをちょっと弄いじってみませんか？　今のままでも悪くないんですけど、前半はこんな感じで……で、後半に四分でガンガン攻せめていくと」

　キーボードを叩たたいてみせた静流の提案に、「いいね」と顔を輝かがやかせる王子。

「サビに向けてスピード感が上がる」

「じゃあベースラインは……」

　少し考えてから、新しいフレーズを奏かなでる悠斗に、「うーん」と首を傾かしげる煌。

「いい感じなんだけど、もうちょい変化が欲しい……タンタンタンタンタンターンのところ、タタタタタンタンタンタンターンにしてみるのはどうだ？」

「ララーラララーのコードチェンジにパッシングノート交ぜてみて」

　みんなのアドバイスを取り入れて、もう一回弾ひいてみせる悠斗。

「あ、いい！　すげーカッコよくなった！」

「あと、煌先輩のドラム、もっとクイ気味でいった方がいいと思います……」

　夏休み中の練習は基本、自由参加という事になってるんだけど、野外ライブに向けて暑い中でもほぼみんな連日集まっていた。

　静流もしょっちゅう顔を出して、色んなアドバイスをしてくれた。

　知識は豊富だし、本当に音楽が好きみたいだ……バンドも一緒にやればいいのに。

「──あれ、チビは？」

　夢中で話し合っていたけれど、ふと、黒い影かげがどこにも見えないことに気付いた。

　開け放たれた窓に、視線が引き寄せられる。

「もしかして……あそこから、出てっちゃったのか？」

　サーッと、自分の血の気が引く音が聞こえた気がした。

「あんなちっこいのに、あんなところまで上っちゃうんですか……」

「猫の運動神経は侮あなどれないよね」

　のんびりしたみんなの会話が、耳を滑すべっていく。

　そうだ、落ち着け……まだ、その辺にいるはずだ。

「手分けして捜さがすか」

　ドアを開ける煌にうなずいて、部室から飛び出した。







　むわっとした熱気と焼けつくような日差しの中、校内のあちこちを小走りで駆かける。

　どこ行っちゃったんだよ、チビ……！

　焦あせる気持ちを抑おさえながら視線を巡めぐらせていたおれは、校舎裏の隅すみで、探し求めていた小さな影を発見した。

「……チビ！」

　心底ホッとして、抱き上げる。

「馬ば鹿か。心配させんな」

　おれの言葉に応こたえるように、にゃあと鳴いて顔を擦こすり付けてくる子こ猫ねこ。

　みんなに見つけたってメールしなきゃ……とケータイを取り出そうとした時、焼しよう却きやく炉ろの方からなんとなく挙動不ふ審しんな男子生徒が二人、やってきた。

　妙みような胸むな騒さわぎを覚えてまだ火のついていない焼却炉を確かく認にんし、息をのむ。

　中に捨ててあったそれをつかむと、ダッシュでさっきの生徒達に追いついた。

「待てよ！　なんだよこれ！」

　呼び止めると、二人はギクリと身を弾き、バツが悪そうな様子で互たがいの顔を見合わせた。

　おれが掲かかげたのは、「真田」とかかれた竹刀しないと胴どう着ぎセット。

「……ムカつくんだよ、あいつ。練習サボってばっかのくせに、レギュラーとかふざけんな！」

「普ふ段だんろくに竹刀も握にぎってなくて大将なんか務まるわけねえ。部長もコーチも、えこひいきしてんだよ！」

　開き直ったように言い訳を並べる男達は、いかにも小物って感じでモブキャラ臭しゆうが漂ただよい、気の毒なくらいだ。

「そう思うなら直じかに悠斗と勝負するなり、部長やコーチに訴うつたえるなりすればいいだろ？　陰いん険けんなことしてんじゃねーよ」

「うるせえ！」

　とつとつと諭さとそうとしたが、逆ギレされて突き飛ばされた。

　木々の生おい茂しげった影に倒たおれ込む。

　腕うでが緩ゆるみ、抱だいていたチビが驚おどろいたのか、脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。

　痛いって～……ふざけんなよ！

　カッと頭に血が上って、「女に手え出してんじゃねえ！」と摑つかみかかった。

「うわっ……なんだ、こいつ！」

「そこに直れ、その腐くさった性しよう根ねを叩き直してやる！」

「こんの……クソ女！」

　張り倒してやろうと思ったのに、悔くやしいことに腕を押さえつけられ、どうにもならない。

　女の非力が口くち惜おしい。激しくもみ合っているうちにまた押し倒された。

「放せ！　この野や郎ろう！」

「じゃじゃ馬が、暴れんじゃねー……」

　言葉が不自然に途と切ぎれ、おれにのしかかってすぐ間近で怒いかりに歪ゆがんでいた表情が、そこで微び妙みように変化した。

　男がゴクリ、と大きく生なま唾つばを飲み込む。

　左右の手を広げて地面に押し留とどめたまま、髪かみや着衣の乱れたおれをまじまじと眺ながめまわすその瞳ひとみに広がっていくのは──興奮の滲にじむ、好色な灯ともしび。

　ゾゾゾッと背筋に悪お寒かんが走る。

　ちょ、おま、変なスイッチ入れてんじゃねーよ！

「──生意気な女には、痛い目見せてやらねーとなあ……」

　ぎょえええええええ、ななななんですか、この急展開!?

「お、おい……」

　もう一人が戸と惑まどったような声を上げるが。

「大だい丈じよう夫ぶ、この時間にこんなとこ、人通らねーし」

「……そ、そうか……そうだな……」

「いや、アホか、納なつ得とくすんな！　おれが通ったばかりだろうが！」

　第一印象ではおどおどして気弱そうに見えた男子生徒たちは、ゼエゼエと荒あらい息を吐きながら血走った目でおれを見下ろし、暗い笑えみを浮うかべた。

「もったいぶんじゃねーよ、ビッチのくせに。おまえを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやったら、あいつもさぞかし悔しがるだろうなあ？」

「こっちはクソ暑い中毎日必死で練習してきて、今度こそと思ってたのに……たまにはオレらだって愉たのしませてもらってもバチあたんねーだろ!?」

　やべえ。こいつら、ブチキレてる。暑さ、ストレス、コンプレックス……色んなもんが混ざり合って抑よく圧あつされてた衝しよう動どうが一気に爆ばく発はつした感じ!?

　って冷静に分ぶん析せきしてられる状じよう況きようじゃねえっ。

　二人がかりで押さえつけられた手足はがっちりと拘こう束そくされて、ピクリとも動かせない。

「や……！」

　大声を出そうとした口は、手で塞ふさがれた。

　興奮もあらわな生なま臭ぐさい息が顔にかかる。

　汗あせばんだ掌てのひらがせわしく太ももをなで、血が凍こおるような感覚に包まれたその瞬しゆん間かん──おれの上に馬乗りになっていた男が、勢いよく吹ふっ飛んだ。

「さ、真……グエッ」

　もう一人も、現れた悠斗に容よう赦しやなく腹を蹴けられて転がる。

　よよよよよかった～～！

　……来るとは思ったけど！　絶対来ないわけがないとわかりきってたけど！　それでも寿じゆ命みよう縮んだぞ。

　ドッキンバックンとけたたましく跳はねる鼓こ動どうをなだめつつ、深々とため息を吐はいていたら、

「大丈夫ですか、センパイ？」

　少年っぽいのに低くも響ひびく、独特の声こわ音ねとともに、目の前に手が差し出された。

　もう片方の腕に黒くろ猫ねこを抱いた、静流の姿。

「この子が、オレ達をつれて来てくれたんです……すごいな、完全にネジ飛んじゃってる」

　そう言って肩かたをすくめた静流の目線をたどり……おれはサーッと青ざめた。

　というのも、今度は悠斗の方が無表情ながら完全にブチキレて、悪役コンビを延々タコ殴なぐり。一向にやめる気配がなかったからだ。

「まて、悠斗、ストップ！　もう終わり！　それ以上やったらこいつら、ヤバい！　それにおまえの手も──怪け我がしたらベース弾けなくなるぞ！」

　必死で背中にしがみついて叫さけんだら、ようやく悠斗の動きが止まった。

　怒りに染まってけぶるようになっていた瞳にも、理性の色が戻もどってくる。

「う……訴えてやる……」

　ボコボコにされた悪役Ａが、恨うらめしそうに呻うめいた。

「無む抵てい抗こうのオレ達に暴力ふるって……これでおまえは剣けん道どうもバンドも出場停止だ。ざまーみろ！」

「──ほんとに馬鹿だね」

　その場を切り裂さくように軽けい蔑べつ交じりの響きを発したのは、静流だった。

「あんたたちが訴えたらこっちも出場辞退になるかもだけど、同時にあんたたちは婦女暴行未み遂すいで刑けい事じ告発、よくて退学処分ってところ？　むしろそっちが黙だまっててくれってお願いする立場なんじゃないの？」

「……！」

　嘲あざけりを含ふくんだ静流の言葉に息をのんでから、「お、覚えてろよ……」と惨みじめな捨て台詞ぜりふを残し、よろよろと立ち去ろうとする悪役達。

「待てよ！　おまえら、悠斗が練習してねえとか竹刀握ってねえとか言ってたけど、こいつは毎日家で素す振ぶり千本と走りこみ十キロはやってるぞ。おまえらはそれ以上のことしてるのか!?」

　おれが呼びかけると、奴やつらの背中が一度止まったが、やがて、無言で遠ざかっていった。







「……言っときますけど、オレもただのうのうと見物決め込むつもりはありませんでしたよ？　悠斗さんに先越こされちゃっただけですからね？」

「ああ、助かったよ。……悠斗も、ありがとう」

　仰あおいだ悠斗の面おも持もちは、沈ちん痛つうで、自責の念に覆おおわれていた。

「……俺のせいで、こんな目に遭あわせて……悪かった」

　傍かたわらに転がった剣道道具やおれの最後の台詞せりふで、なんとなく事情を察したらしい。

　察しがよすぎるのも、こういう場合は不幸だな……。

「おまえのせいじゃねーよ。悪いのはあいつらだ」

「でも、確かに悠斗さんが日ひ頃ごろのフォローを怠おこたってた感は否いなめないですね。学校の部活は、ただ成果を挙げればいいってもんじゃない。あんたが剣道部内の和を乱してるのは、きっと事実ですよ」

　静流の辛しん辣らつな指し摘てきに、悠斗はぐっと唇くちびるを引き締しめ、そのまま黙って立ち去った。

「……おまえって、なんか悠斗に冷たくねえ？」

　基本誰だれにでも愛あい想そがいい静流だが、悠斗にだけは妙みように温度差があるような気がしていたのだ。

　おれの言葉に、静流はあっさりと同意した。

「うん、オレ、あの人キライだから」

「……」

「堅かた物ぶつだし、クールに見えて実はスポ根全開で暑苦しいし、いちいちかっこつけすぎ。そのくせベースだけはあんな音出してきて……あんなイライラする人、他ほかにいませんよ」

　冷ややかに言い切る静流に、言葉を失った。

「センパイの幼おさな馴な染じみなのに、ごめんなさい。でも、ほんと、対人関係不器用な人ですよねえ……もう少しうまく立ち回ったらいいのに」

　夏の日差しに手をかざし、目を眇すがめながら、「そーゆーところがまたイラつくんだ」と静流は呟つぶやいた。







「後味の悪いイベントだったな……」

　人のいない女子トイレで、はあっと大きく息を吐きだしたところ、「そうね」と姉貴も同意した。

「本当にビックリしたわ……これも、初めて見るイベントだったから」

「は!?　『これ』って、おれが襲おそわれるところ？」

「全部よ。黒猫が脱だつ走そうするところも、悠斗君の剣けん道どう着ぎが捨てられるところも、強ごう姦かん未み遂すい事件も全部」

　姉貴の言葉に、しばらく思考停止してしまうおれ。

「……でも、あの男達の短たん絡らく思考とか、いかにも二次元の悪役じゃん！」

「そりゃ、ここは二次元だからね。『ベタが起こりやすい』ってのは世界の法則として一いつ貫かんしてるんじゃないかしら。

　でも、ゲームをプレイした時は、剣道部でゴタゴタが起こってるなんて、一いつ切さい描びよう写しやされてなかった。確かに嫉しつ妬ととかされてもおかしくない状況ではあるんだけど……メインのキャラじゃなくても、みんなそれぞれ、色んな葛かつ藤とうを抱かかえてるのね」

　今日、おれがチビをつれてこなかったら、そしてチビが脱走しなかったら、あの男達に遭そう遇ぐうすることはなかったし、こんな事件も起こらなかった……？

「てか、じゃあ、悠斗や静流がきてくれたのも、本当に運がよかったってことか!?」

　おれがカッとなって摑つかみかかったりしたから、襲われかける羽目になったってわけ!?

　改めて凄すさまじい恐きよう怖ふが沸わき起こってきて、どっと冷や汗が噴ふき出した。

「予想はしていたけど──あんたの行動によって、新しい『ときメロ』の物語が作られているみたいね」
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　そうこうしているうちに、野外ライブもあと二日まで迫せまってきた。

　バンド練習が休みの今日は、肺活量強化のボイストレーニングのため、一人で市民プールに泳ぎにきたのだが……。

『本日、改装工事のため休業』

　反応しない自動ドアの前に置かれた看板に、脱だつ力りよくした。

　ちぇっ、ついてねーや。

　とぼとぼと引き返していたら、道どう路ろ脇わきにいきなり黒の高級車が寄ってきてクラクションを鳴らされた。

　停車して開かれたウィンドウの中から現れたのは、見た瞬しゆん間かん震ふるえの奔はしるほど艶えん麗れいな面おも立だち。

　黒川旺眞。通つう称しよう、魔ま王おう。私立真ま海かい学園の一年生。ライバルバンド、『Der Luxustodデア　ルクサストート』のボーカル担当。

「なぜそのように悄しよう然ぜんとしている？　和希」

　腰こしの砕くだけそうな低音美声とともに、ふわりと妙にいい香かおりが漂ただよってくる。

　近寄るだけで大たい概がいの女がメロメロになる人呼んで「魔王フェロモン」を持つ超ちよう絶ぜつ美形だが、『ドキクエ』と世界観が混ざったせいで約二週間前までは本当に正しよう真しん正しよう銘めいの魔王様だったという、とんでもない危険人物でもあるこの男。

　プールが休みだったことを話すと、「乗れ」とドアを開けられた。

　ナニ、ドーユーイミ？

　ぎょっと身をすくめるおれに、魔王は苛いら立だたしげに舌打ちをすると「俺を待たせるな」と手をのばし、おれを強ごう引いんに車の中へ連れ込む。

　間かん髪はつ容いれず、発進する車。

　ぎゃー！　拉ら致ちられるパート２ー！







　魔王につれてこられたのは、黒川系列のホテルの最上階に設けられたスイミングプールだった。

　更こう衣い室で水着に着き替がえながら、「もしかして……」とふと思い当たって、ウサギのマスコットに話しかける。

「あいつのあの性格も、『ドキクエ』と混ざった影えい響きよう？」

「いいえ。彼は元から魔王様な性格よ」

「元からかよ！　でもあいつも攻こう略りやく対象キャラなんだろ？　おまえらあんなのと付き合いたいのか!?　あんな彼氏が理想なのか!?」

「わかってないわね～二次元と三次元は別腹なの！　もちろんリアルではありえないけど、天上天下唯ゆい我が独どく尊そんの俺様っぷりはいっそ清すが々すがしいくらいだし、可愛かわいいところもあって、けっこうクセになるキャラなのよ。そしてなんといっても──エロいところがいい」

　ニタリ……、と怪あやしい笑えみを浮うかべる姉貴。

　駄だ目めだこいつ……早くなんとかしないと……。

　我が姉ながらドン引きしつつ、水着の上にパーカーを羽織って、出口に向かおうとしたところで。

「そーいえば、あんたってば旺眞君にキスされたんだっけ」

　いきなり古傷をクリティカルに抉えぐられて、つんのめりかけた。

「ばばばばばば馬ば鹿か野や郎ろう、思い出させんじゃねえっ！」

　黒歴史が蘇よみがえり、狼ろう狽ばいするおれに、ドＳ女はプッと小さく吹ふきだす。

「そこまで気に病やまなくってもいいんじゃない？　たかがキスだし」

　……そう、だよな。

　うん、たかがキス。

「これがファーストキスだったりしたら悲ひ惨さんだけど」

「……!!」

　グサッ。

「初めての相手が男で、しかもディープだとかなると、さすがのあたしでも同情を禁じえないわね」

「……!!」

　ザクッブシュッ。

　言葉のナイフで精神に痛つう恨こんの一いち撃げきを食くらいまくり、瀕ひん死し状態のおれに、姉貴は一転、キラキラと顔を輝かがやかせ。

「──で、レモンの味はした？　ミスター不幸♡」

「わかってて言ってやがったなこのクソ姉貴!!」

　半泣きでつかみかかったおれを、鬼き畜ちく姉はどうどう、となだめる。

　おれは馬かよ！

「彼はすごいテクニシャンだって設定だけど、キスも上手だった？」

「っ～～知るか！」

「ふふふ、言葉に詰つまったわね！　あんたってほんと、噓うそつけないんだから。実は感じちゃったんでしょ？」

「うるさいうるさいうるさあああああい」

　……そうなのだ。心の底からものすごおおおおおく嫌けん悪お感かんを覚えながらも、なぜか！

　果てしなく理解しがたいことに！

　……ほんのちょびっとだけ気持ち良かったりしたものだから、それが何よりのショックで、うっかり思い出してしまうと未いまだに自我崩ほう壊かい寸前なのだった。

　ああ、おれってば変態だったわけ!?

　いや、でも、マジでありえん！　勘かん弁べんしてくれ！　という気持ちも噓ではなく……

「ま、あんたじゃなく、ヒロインの体が反応してるってことかもよ？」

　……なんかちょっとエロい。

「いいじゃない、せっかくの機会なんだし。どんどん女としての快感も味わっちゃえば！」

「キモいこと言うなー！　もうこの話題は禁止！　終しゆう了りよう！」

　これ以上ないほど頰ほおを緩ゆるめまくるウサギを、半泣きで、ポケットに乱暴に突つっこんだ。







　プールサイドに出てみると、開閉式の全天候型のドーム天てん井じよう。

　あちこちに観葉植物やウッドチェアー、さらにはジャグジーなんかも備えられ、なんとも優ゆう雅がな雰ふん囲い気きに満ちあふれている。

　あんまり激しく泳ぐ感じじゃないなあと思いつつも準備運動をしていたら、「和希」と呼びかけられた。

　振ふり向くとブーメラン水着で仁に王おう立だちする仏ぶつ頂ちよう面づらの魔王がいて、思いっきり吹いた。

　なんつーか、サービスしすぎだろ！

　こいつもプールに入るときいて、最初に想像したのは水面に浮かび上がった魔王の長い髪かみがメデューサの蛇へびのようにのたくり広がった姿。

　見てえ！　と内心わくわくしていたのだが……髪は後ろですっきりと一つのお団子にまとめられていた。

　どうせならセーラー●ーンみたいなツインお団子だったらおもしろかったのに……っておれは何を魔王に期待してるんだ。

「ほう……」

　魔王はおれを見て目を細める。

　また水着についてなんか言われるのだろうか。でももう何言われても動じねーぞ……

「その胸、贋にせ物ものだな」

「な、なぜわかったー!?」

　って認めてどーする、おれ！

　あせって口を塞ふさぐおれに、魔王は誇ほこらしげにフンと鼻を鳴らした。

「俺の眼力をなめるな。女によ体たいのバストの数値であれば、衣服や下着の有う無むに拘かかわらずミリ単位で的確に見み抜ぬける……」

「おまえそれ今度ステージで言ってみろ。一気にファン減るから」

　おれのツッコミに魔ま王おうは唇くちびるをかすかに緩めると、「まあ、それは差し引くにしても」と歩み寄ってきた。

「なかなかに潤うるおいある光景だ」

「ストップ！　プールではおれの半径一メートル以内に入ってこないように言ってあったはずだ」

「……俺は感かん染せん性病原体か？」

　こんな半ヌードでこいつの接近を許すほどおれだってうかつじゃないのだ。

　約束を破ったら即そく帰る、と伝えていたので、魔王は苛立たしげに舌打ちしたが、それ以上は近付こうとはしなかった。

　なんか、猛もう獣じゆう手て懐なずけたような感じで、ちょっと楽しい。

「そういえば、おまえ、黒川姓せいのままなんだな」

　先日の新宿駅の一幕で、魔王は嬰えい児じの頃ころに黒川龍りゆう吾ごに誘ゆう拐かいされており、本当の親は煌の母である金城蜜みつ花かさんだったことが判明した。

　顔を合わせるたびに衝しよう突とつしていた煌と魔王だが、なんと双ふた子ごの兄弟だったのだ。

「今いま更さら黒川を出てなんの得がある？」

　傲ごう然ぜんと言い放つ魔王……ここまで面の皮が厚いと逆に感心するな。

　黒川家の頭首であった龍吾が謎なぞの失しつ踪そうを遂とげた（ということに世間的にはなっている）後は、その妻であった黒川綾あや乃のが事業を引き継ついだと聞く。

　おれ達以外に事の真相を知る者はいないわけだし、魔王が今後も大だい企き業ぎよう黒川グループの御おん曹ぞう司しとして留とどまることに異論を唱える者はいないだろうけど……。

「それについて、蜜花さんは何も言わなかったか？」

「たまには帰ってこい、とは言っていた」

　うーん、あの人もわりと常識の通じない感じの人だからなあ。

「煌は？」

「『一生帰ってくるな』」

　──そう言われると帰ってやりたくなるな、と片頰を吊つり上げる魔王。

「無論、奴やつの留守中限定だが」

　つくづく仲の悪い双子だな……。

「よし、んじゃ泳ぐか！」

　プールは二種類。

　ちょっと痛いカップルが追いかけっこしながら「ふふふ、そーれ、水をかけちゃうぞお」「きゃあっやだあ～」などと水遊びしている楕だ円えん形のリラックスゾーンを横切って、長方形のスイミングゾーンに体を沈しずめる。

　ほぼ貸切状態のプールで、それから三十分ほど、ひたすら泳いだ。

　さすがに疲つかれて足をつくと、隣となりのコースの向こうから悠ゆう然ぜんと泳いでくる魔王の姿が見えた。

　無む駄だのないフォームで水をくぐり、かなりのスピードなのに余よ裕ゆうがあって気持ち良さそうだ。

　端はしに手が触ふれて立ち上がり、落ちてきた濡ぬれ髪がみをかき上げながら、ふうっとため息を漏もらす。

　……うーん、喋しやべらなければ物もの凄すごいイケメンなんだよな、やっぱ。

　つくづく惜おしいと思いつつ眺ながめていたら、振り向いて、「なんだ？」と眉まゆをひそめられた。

　いや、別に……と答えようとしてたところで、急に鼻がむずっとしてきた。

　や、やばい、このパターンは！

「ハ……ハ……」

　ああ、ダメだ、こらえきれない──！

「ボクフッ！」ボン。

　とっさに潜もぐった水の中、容よう赦しやなくくしゃみが炸さく裂れつ。ぐおっ鼻に水が入った！

　それでもここで上がるわけにはいかない。

　必死で水底を蹴けって潜せん水すいしながらできる限り遠くへ逃のがれる。

　息が苦しい～死ぬ～！

　がんばれ、がんばるんだ、おれ～！

　──どうにかプールの側面までたどり着いて、ザパッと勢いよく顔を出す。

　ゼーハー言いながら梯はし子ごに手を掛かけたところで、

「和希。どうした、いきなり？」

　約一メートル後方から艶えん美びな声が響ひびいてきて、飛び上がった。

　ついてきてたのか……畜ちく生しよう、このままじゃ上がれねーじゃん！

「～～そーれ、水をかけちゃうぞお!!」

　意を決して振り返りざま、必死で大量の水をぶっかけ、魔王の視界を奪うばった隙すきに即そく座ざに梯子を上った。

　すぐそばのウッドチェアーに掛けていたパーカーの、ポケットにしまってた胡こ椒しようを取り出して大きく振る。

「ハクション！（ボン）ハクション！（ボン）ハクション！（ボン）」

　焦あせったせいかたくさん吸い込みすぎて、立て続けに三連発。

　──大だい丈じよう夫ぶ、胸がある！　結果オーライだ！

「……和希……」

　パッドのせいだけでなく膨ふくらんだ胸を押さえて大きくため息をついたところで、地の底を這はうような低い声に呼びかけられて、ギクリと固まる。

「貴様……どういうつもりだ？」

　ゆっくりと振り返った先、髪をかき上げながら水からゆっくりと上がってきた魔王は……ぎゃあ～めっちゃ怒おこってる！

　額は青筋立ってるし、切れ長の瞳ひとみはおれを射殺さんばかり。

「えっと、追いかけっこと、水かけ遊び……？」

「ほう……水かけ遊び。貴様は水責めをそう呼ぶのだな……？」

「悪い。ちょっとはしゃぎすぎた……」

　あはははは、と引きつった笑え顔がおで、我ながら厳しいフォロー。

「い、いっぱい泳いでのど渇かわいただろ？　連れてきてもらった礼にジュースおごるぜ」

　なんとか空気を変えようと飲食ブースへと促うながすと、魔王は苦虫をかみつぶしたようなしかめっ面つらのままではあるが、大人しくついてきた。

　なんとか正体がバレた様子はない……か？

　ああ、もう、こんな体質嫌いやだあ──！







　こっちがおごると言ったのに、「俺に恥はじをかかせる気か!?」と魔王が顔色を変えるので、結局好意に甘えることにした。

　ここでこれ以上険悪になるのは避さけたかったし。

　プールサイドに置かれたこじゃれたテーブルの前に座って、飲み物を取りに行った魔王を待っていると、突とつ然ぜん、誰だれかに背中をつーっとなぞられた。

「か・ず・き・チャン♪」

「～～～ロン!?　てめ、何しやがる……！」

「キレイな背中が無防備に晒さらされてたら、こりゃ触さわらざるをえないでしょ……ってスミマセン！　ほんの出来心！」

　ニヤニヤしてたロンだが、いきなりサッと青ざめると大きく後ずさった。

　前方に視線を戻もどすと、全身から黒い渦うずをぐるぐると発生させた魔王が恐おそろしい眼まな差ざしでこちらを睨にらみつけていた。

　こ、これは……さっき以上にヤバい感じじゃねーか、おい!?

　両手に持っていたグラスがバリン！　と音を立てて、握にぎりつぶされる。

　ひいいいいい、おっかねええええ。

「ロン……貴様、藻も屑くずの泡あわと消えたいか……？」

「お、落ち着け、魔王！」

　ロンはどーなってもかまわねーけど、こいつが本気で暴れると一いつ般ぱん客きやくにもどんな被ひ害がいが及およぶかわからない。

　とっさに駆かけ寄って、バキボキと鳴らされていた半握りの右の掌てのひらを押さえると、すっと殺気が薄うすれた。

　正気に返ったか、とホッとした瞬しゆん間かん。

　両りよう腕うでで抱だきすくめられる。

「近付いた途と端たんなにやってんだてめーは!!」

　おれの蹴りが炸裂し、プールにでかい水柱があがった。
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　服を着てラウンジに出ると、ソファに座っていたロンが「よっ」と手を挙げた。相変わらず、ど派手な私服姿。

「さっきは命拾いしたぜ～。ありがとさん」

「魔ま王おうは？」

「まだ中。あの人、髪かみ長いからさ～」

　ドライヤーでキューティクルケアしてる魔王を想像してまた吹ふいた。

　やべえ、怒ってたのに……いちいちツボつきやがるぜ、あの野や郎ろう。

「アンタ、すげーよな。あの人と渡わたり合える女なんて初めて見たぜ」

　ロンが足をブラブラさせながら、おれを斜ななめから見上げる。

「最初はこ～んなガキのどこがいいんだって思ってたけど……たしかに、なんっか引っかかるとこはあるんだよな。磨みがけば光るタイプかも……？」

「んな品定めするような目で人を見るんじゃねーよ。失礼な奴だな」

　ピシャリとはねつけて顔を背そむけると、「いいねいいねー」と俄が然ぜんテンションを跳はね上げるロン。

「気の強い女は好きだぜ～……調教し甲が斐いがある」

　……おい、まさかこいつまで攻こう略りやく対象キャラとかそんなこと、ないよな？

　な・い・よ・な？

　頰ほおを引きつらせるおれを横目に、ロンは「そーいえば」と大げさに両手を叩たたいた。

「もしかしてあんたら、明後日あさつての野音のライブに出たりする？」

「ああ、出るぜ」

　おれがうなずくと、「マジで!?　あー、やっぱりそうなんだ」とケラケラと笑いだすロン。

「なんだよ？」

「昨日いきなり魔王様がチケット手配しろとか言い出すからさ！　まーあの人のワガママはいつものことだけど、なるほどなるほど、お嬢じようちゃんが出演──」

「もう貴様は永遠に土に還かえれ」

　いつのまにか接近していたらしい魔王のその言葉と共に、「ゴフッ」とロンの体が崩くずれ落ちた。

「おまえらも観に来るのか？」

　目を丸くしたおれに、魔王はゲシゲシと容赦なくロンを踏ふみしめながら、不ふ機き嫌げんそうに言い捨てた。

「暇ひま潰つぶしだ。──せいぜい恥を晒さぬようにな」
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　そしてやってきました、野外ライブ！

　天気は晴天。控ひかえ室しつにいても、外から他ほかの出演者の音楽や歓かん声せいが漏もれ聞こえてくる……おれもステージが終わったら、客席で楽しむんだ。わくわく。

　今日の衣い装しようはふわっとしたチュニックに花はな柄がらショートパンツ、グラディエーターサンダル。別に変なところはないよな？

　鏡前でそわそわとチェックをしていたおれに、静流が安心させるようににっこり笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ、可愛かわいいですよセンパイ」

　そう太たい鼓こ判ばんを押してくれた静流は、タンクトップに、ベルト飾かざりがいっぱいついたクロップドパンツ、ブーツサンダル。

　ハット、ネックレスに指輪までつけて、おれよりよほどスキなく決まっている。

「おまえって普ふ段だんから、いつでもステージ上がれそうなかっこしてるよな……」

「人は誰でも常に、人生というステージに立ってますからね」

　おどけるように答えながら、「ピンはこっちのがいいかな」とおれの髪の飾りピンの位置を動かした。ちょっと留め方を変えただけでグッと垢あか抜ぬけて見えるのが不思議。

「よかったら飴あめ、食べますか？　大丈夫、あれだけ練習してきたんだから、絶対成功しますって」

　差し出してきた飴玉を口にいれると、その甘さに、緊きん張ちようがわずかにほぐれていく気がした。

　やたら気が利きくよな、こいつ……いねーだろ、こんな十四歳。

「それにしても王子のやつ、どうしたんだろうな？」

　楽屋に王子の姿はまだない。

　リハーサルは前日に済ませているし、遅おくれてくるという連れん絡らくは朝もらったのだが、さすがにそろそろ時間が……と心配になってきたその時、ノックの音。

「噂うわさをすれば……てやつか？」

　駆け寄って開けたドアの向こうにいたのは、全く予想外の人物だった。

　黒くろ縁ぶち眼鏡に、ぼさぼさ頭の、ひょろっとした二十代後半の男。

　顔は知っていた。おれと悠斗の所属する１‐Ａの担任で、化学教師。

「ＳＢじゃん。どうしてここに!?」

　煌が頓とん狂きような声をあげると、白しら戸と万ばん里り先生、通つう称しようＳＢは、いつもの眠ねむそうな目でおれ達を見回し、「おお～」と片手をあげた。

　鼻がつまったような、独特の声質。

「軽音部顧こ問もんとして、たまには活動を見に来ようと思ってな」

「「顧問!?」」

　啞あ然ぜんとしながらハモったおれと煌に、「そう。実は顧問だったの」とこくりとうなずくＳＢ。

　表情の変化に乏とぼしいところは悠斗に通じるものがあるが、こっちは無気力そうなゆる～い感じで、悠斗とはまた印象が異なる。

「そういえば、こー見えてＳＢはロック好きって噂聞いたことあったな……」

　煌の言葉に、「うん、好き好き～」と同意するＳＢ。

「ライブの後はいつもぶっ倒たおれて病院運ばれるけど、それでも好き」

　虚きよ弱じやく体質か！

　まあ確かに背は高いけど瘦そう身しんで、いかにもインドア派な雰ふん囲い気きがビンビンだ。

「このチケットとれなかったんだけど、君らが出るっていうからさ～。関係者枠わくでなんとか入れないかって頼たのみ込んで、北王子を通じて入場許可してもらったわけ」

　ふふ、とわずかに口元を緩ゆるませるＳＢ……ってオイ！

「今まで一度も部室に顔出したこともなかったのにいきなり現れたのは、それが目的か！」

「ありがとな～。すっかり諦あきらめてたから、ラッキー。まあ、君らの演奏もちゃんと聴きいていくから、それなりにがんばって」

　今一つ上がり切らないテンションでＶサインを振ふり振りしてから、投げやりにエールを送られる。

「そうそう、バンドで青春もいいけど、宿題はちゃんと終わったか～？」

　かと思えば、いきなり宿題の話とか、おまえはドラ●もんに出てくる先生か！

「夏休み明けにはすぐ実力テストがあるんだぞ～。羽鳥、気を付けろよ。赤点とったら再試験で、それにも落ちたらしばらく部活禁止になるからな。俺は補習とかめんどくさいことは絶対嫌いやだからな～」

　な……なんだとおー!?

　サーッと蒼そう白はくになるおれだったけど、続くＳＢの言葉は、更さらに衝しよう撃げき的てきなものだった。

「あと真田、剣けん道どう部に休部届を出したってきいたけど、いいのか？　コーチが嘆なげいてたぞ～」

　一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になる。

「悠斗！　それ本当か!?　剣道部やめたって……」

　部屋の隅すみでベースのボディーを磨みがいていた悠斗は、いつもの無表情で「ああ」とうなずく。

「まだ受理されたわけではないが……一区切りつくまで、こっちに集中したいと思った」

「そんな……あんなに、がんばってたのに」

「どっちつかずになるのは嫌だった。今の俺にとって何が一番大切かを考えて、選せん択たくした結果だ」

「……」

　動どう揺ようするおれの様子に、ふうっと小さくため息を漏らしてから、「先生」と悠斗が冷たい声で咎とがめる。

「本番前に、雑念を吹ふきこまないで下さい」

「そーそー。顔出したと思ったらロクなことしねーよな、ＳＢ」

　教師に対して、にしては率そつ直ちよくすぎる煌の物言いにも、ＳＢは特に気を害した様子もなく「あ～、悪い」とあっさり謝った。

　空気は読めない先生だけど、これでも授業はわかりやすいし、偉えらぶる所がないから、生徒人気は意外に高いんだよな。

「顧問なら部室のクーラーなんとかしてくれよ。もう二週間近く故障したまんまなんだぜ!?」

　煌の抗こう議ぎに、ＳＢは「ん？」というように首を傾かしげた。

「北王子から連絡を受けてすぐ、学園の方に報告はしたんだけどな～。俺は最低限の仕事はするぞ？　あとで責任を問われると余計めんどうくさいから」

　ぼりぼりと頭をかいてから、「そういえば、北王子は？」と尋たずねるＳＢ。

　そうだ、王子！　まだ来ねーのか!?

　静流がケータイを片手に、ふるふると首を振る。

「さっきから何度もかけてるんですけど、通じません。家に電話したら留守だっていうから、もう出てるはずなんですけど……何かトラブルがあったのかもしれませんね」

「あいつがすっぽかすような真ま似ねするはずねえ。大丈夫だ、もうすぐ、くるさ」

　きっぱり断言したおれだけど。

　胸の中には、不ふ吉きつな暗雲が急速に立ち込め始めていた。
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「もうスタンバイの時間だ。──これ以上は待てない」

　険しい表情でおれ達を見回す煌。

「舞ぶ台たいに穴を空けるわけにはいかない。キーボード抜ぬきで、やるしかない」

「ソロパートは、俺達がアドリブで埋うめることにするか……」

　とはいえ、今日予定してたのは、キーボ、ベース、ドラムの全すべてが重要な役割を担になっている曲ばかりだし、どの楽器がかけてもガクッとしょぼくなるのは間ま違ちがいない。

　他でフォローすると言っても、限界があるだろう。

　いいバンドやグループばっかり出てるイベントなのに、全体のレベルを落とすようなことはしたくなかった。

　どう……したらいいんだろう。どうしちゃったんだよ、王子！

　グッと唇くちびるを嚙かみ締しめて、深刻な顔を見合わせていたら、ふうっと大きなため息が聞こえた。

「オレが出る」

　無理やりのように唇の端はしを吊つり上げてそういったのは、静流だった。

「オレがギターで、キーボのパートがなくても不自然じゃないようにカバーします。センパイ達は、いつもどおり演奏してくれたらいいですから」

　煌がうなずいて、オーナーに許可もらってくる、とすぐさま部屋を出て行った。

「……いいのか、静流」

　歩み寄り、真正面からじっとのぞきこむように尋ねた悠斗から、すっと視線を逸そらして「オレならできるもん。でもってオレしかできないでしょ、この場合」と肩かたをすくめる静流。

　それは、諦めと悟さとりと興奮と皮肉が織りまざったような、複雑な表情だった。

　おれが見つめていることに気付くと、サッと笑え顔がおを形作って、ウインク。

「終わったらちゃんとご褒ほう美びくださいね、センパイ」

「ああ、もうなんだってくれてやる！　頼むぞ！」







　灼やきつけるような強きよう烈れつな日差しの中、舞台に上がると、客席は幅はば広ひろい年代の男女で満員だった。

　今日も真夏日、インターバルで気の緩みもあるのだろう、見える顔はどれも少し疲ひ労ろうがのぞき、それぞれが雑談に興じる中。

　不意にマイクから、煌のよく通る声が響ひびき渡わたった。

「こんにちはー『COLORFUL』です！　今日は事情があってキーボードの碧がいないけど、代わりに強力な助っ人とがきてくれた。紫葉静流！」

　名前を呼ばれた直後、かき鳴らされたギターの音色に、散さん漫まんとしていた会場の空気が一変する。

「今日はみんなを思いっきり気持ちよくしちゃうから、覚かく悟ごしててね」

　圧あつ倒とう的てきな実力を見せ付ける先制攻こう撃げきとともにどこか艶なまめかしさを漂ただよわせて宣言する美少年に、会場のボルテージは急速に高まり、ライブの幕は切って落とされた。







　ステージが始まると、いつも通りあっという間で。

　演奏にはさすがに揃そろわないところや勢い任せのところもあったけど、それでも初合わせのアドリブとしては驚きよう異い的てきなレベルで、静流は見事にキーボの穴をフォローしてくれた。

　舞台に上がった時に胸に渦うず巻まいていた不安は、いつのまにか霧む散さんしていた。

　開放感溢あふれる青空の下、おれはこんな状じよう況きようにもかかわらず、音の洪こう水ずいに全てを委ゆだね、血肉沸わき立つリズムやビート、響きあうことでいっそう輝かがやくメロディの奔ほん流りゆうを、そしてそれを共有し、更に高い段階へと誘いざなってくれる会場の熱気と興奮を、ただただ純じゆん粋すいに楽しんでいた。

　ブウン、と半歩ずらしたベースの音を最後に演奏は終しゆう了りようし、割れんばかりの拍はく手しゆや指笛に送られて、舞台からはける。

「……終わっちゃった」

　全身汗あせで濡ぬれそぼちながら、ぽつり、と頼たよりない声で呟つぶやいた静流の、どこか上の空のような紅潮した顔を見た瞬しゆん間かん、両りよう肩かたをつかんで叫さけんでいた。

「これからもずっと、一いつ緒しよにやろう！　おまえが入ると、またもっとずっと楽しくなる！　おまえもそうだろう？　おれ達とのライブ、めちゃめちゃ楽しかっただろ!?」

　静流はおれの勢いにのまれたように、大きな瞳ひとみを見開いていたけれど、沈ちん黙もくしたままだった。

「おまえ、やっぱ噓うそつきだよな」

「何……？」

　突とつ然ぜんのおれの指し摘てきに戸と惑まどう静流の左手をつかみ、目の高さに持ち上げる。その指先は、白く硬かたく膨ふくらんで、つるつるで指し紋もんもないくらいだった。

「弦げんだこ。悠斗の左手と同じだ。ギターを毎日弾ひいて弾いて弾きまくってないと、ここまでならねーだろ？　なにが『練習とかめんどい』だよ、大噓つき」

「…………」

　静流はパチパチと瞬まばたきしてから、やがて、深々とため息をついた。

　降参したというように両手をあげる。

「あ～もう、わかりましたよ。オレの負け。バンドに入る。てか、入れてください！」

「よっしゃ！」

　ガッツポーズをするおれに苦く笑しようを浮うかべていた静流の瞳が、ふと、不敵に煌きらめいた。

　へ？　と思った瞬間、ぐい、と引き寄せられて、頰ほおに、柔やわらかい何かが触ふれる。

　──うわああああ!?

「な、何すんだよ、いきなり！」

　キスされた頰を押さえながら大きく後ずさったおれに、「ご褒美くれるっていったでしょ？」と涼すずしい顔で微笑ほほえむ静流。

　そしてその目に挑ちよう戦せん的てきな光を宿して、言った。

「でもセンパイ、オレを本気にさせたんだから……覚悟してくださいね？」

「──ああ、一緒にいい音楽作ろうぜ」

　なんだか、音楽的な意味だけじゃない何かが含ふくまれてそうな台詞せりふだったが、そっちは華か麗れいにスルーすることにした。

　超ちよう好みの顔立ちだからこそ、煽せん情じよう的てきな眼まな差ざしで見つめられると心臓に悪い。

　だからこいつはいくら可愛かわいくても男なんだって！

　……でもおれは今女だから、問題ないのか？

　いや、ある！　なに惑まどわされそうになってんだよ、おれ！

　目線を流した先で、硬い表情でケータイを耳に当てる煌の姿があった。

「……ダメだ、やっぱり、繫つながらない。おまえら、オーナー達への挨あい拶さつ任せていいか？　俺からもまた後で謝っとくけど……ちょっと碧の家まで行ってみる」

「あ、煌、おれも……」

　一緒にいく、と言い終わる前に、煌は荷物もそのままに飛び出してしまった。ライブ中は快活でそんなそぶり見せなかったけど、そうとう心配していたらしい。

　そうだよな、考えてみれば、何か事故とかに巻き込まれたって可能性もあるもんな。

　ステージに立ったとたん、あいつのことも頭から吹ふっ飛んじゃうなんて、おれ、すっげー薄はく情じようもんだ……。

　自己嫌けん悪おに襲おそわれながら、どうか無事でいてくれ、と心から祈いのったけれど。

　結局、王子からの連れん絡らくはないまま、その日は終わったのだった。
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　翌日の軽音部にも、王子の姿はなかった。

「夜にもまた家にかけてみたら、執しつ事じが出て『お取り次ぎできません』って応じられた。昨日ライブハウスからあいつの家までたどったけど、特に事故の形けい跡せきなんかはなかったし、念のため警察に確かく認にんしたけど、事件の報告もないって」

　部室での煌の説明に、とりあえず体は無事っぽいなと一同胸を撫なで下ろす。

「これは俺の勘かんだけど……監かん禁きんされてんじゃないかな、あいつ」

「監禁!?　って自宅に？」

　びっくりして問い返したおれに、煌は神しん妙みようにうなずく。

「碧、最近、バンド活動を親に反対されてたらしいんだよ。あそこの親父おやじさん、厳格で『バンドなど不良のやることだ』って思い込みがあるらしくて……部室のクーラーがいつまでも直らないのも、たぶんそれと関係あるんだと思う」

　そうか。美楠学園の理事長は、王子のおふくろさんだもんな。親父さんが圧力かけてって可能性は、確かに高い。

『学園のことをプライベートに持ち出すのは避さけてるんだ』

　そう語った時、王子の顔に僅わずかに浮かんでいた苦い表情……それは、親父さんへの疑念と反発から生じたものだったのかもしれない。

「じゃ、昨日のライブも親父さんが出演させないように無理やり家に閉じ込めてた、ってわけ？」

「ああ。あそこの家は召めし使いも大勢いるし、たぶんＳＰとかに囲まれて、抜ぬけ出すことができずにいるんだと思う」

「まさか、自分の親とそこまでこじれるとは……」

「王子先せん輩ぱいは、その辺の交こう渉しようは得意そうなのに、ちょっと意外だな」

　三人の声を聞きながら、おれは、頭を抱かかえていた。

　……おれの、せいなのかもしれない。

　おれがあいつに以前言った言葉。

『親にもさ、もっと自己主張していいんじゃねーかと思うぞ？　そこまで物わかりいい振ふりしなくていいって』

　王子と父親が、実際にどんな親子関係にあるのかとか全然知らないくせに、無責任にアドバイスした。

　結果として、あいつをピンチに追い込むようなことに……!?

「俺たちはまだしょせん子どもだしな。養ってもらっている立場にある以上、成人までは、最終的な決定権は全部、親にある……」

　煌の台詞に、ぐっとのどが詰つまる。そりゃあ、そうだけど……。

「でも、それじゃ王子の意志はどうなるんだよ!?　子どもは親の人形じゃねーだろ!?」

「そう思って、王子先輩も行動した結果が、今の状況なんでしょうね」

「碧の奴やつ、ああ見えて頑がん固こだからな……基本的に柔じゆう軟なんだけど、一度こうと腹を決めたら、あいつも譲ゆずらない。このまま親父さんが折れなかったら、いつまで膠こう着ちやく状じよう態たいが続くのか……飯とか、ちゃんと食ってんのかな」

『COLORFUL』は王子が作ったバンドで、このバンドに一番思い入れが強いのもきっと王子だ。

　毎日練習を重ねて、ようやくたどり着いた大事なライブを放ほう棄きする形になってしまった、そしてその結果すら分からない今の状況は、どれだけあいつを苦く悩のうさせてることだろう。

　このまま親との平行状態が続いたら、王子はどうするんだろう。

　絶望して自殺──なんてことはいくらなんでもしないと思うが、交渉手段としての自傷……くらいなら、下手へたしたらやりかねない気がした。

　……おれが、余計なことを言ったせいで？

　いや、これはあらかじめ決められたシナリオなのかもしれない。

　──どっちでも関係ない。そんなの、運命論と一緒で無意味だ。

　人生のあらゆる出来事が、すでに運命で定められたものだとしても、おれ達はその時その時でできる選せん択たくをして精いっぱい乗り越こえていくしかないんだから。

　青ざめて唇くちびるをかみしめるおれの肩かたに、悠斗が励はげますようにぐっと手を添そえた。

「とりあえず、北王子の家へ行ってみよう。何ができるか分からないが、ここでじっとしてるよりはましだろう？」







　最寄りという駅から歩くこと数分。なんだか白くて高い壁かべがずーっと続くのでなんの施し設せつかと思ったら、これが北王子邸ていの外がい壁へきだったらしい。

　前に王子に車で連れてこられたシンデレラ城もどきとは、また別の場所だった。あっちは王子の祖父じいちゃん宅だったのかな。

　複雑な装そう飾しよくが施ほどこされた外門は、竜りゆうを思わせる取っ手がついた分厚い鉄製。

　正面からの強きよう行こう突とつ破ぱは、どう考えても無理そうだ。

「とりあえず、なんとかして王子に会いたいよなあ。どっかに秘密の抜け穴あなとかねえのかな？」

「そんなものあったら、防犯意識低すぎだろう」

「庭の木にロープを投げて結びつけて、それをつかんで壁をよじ登る！」

「そう都合よく侵しん入にゆう者しやを受け入れるような場所に木は植えないと思いますよ？」

「じゃあロッククライミングみたいに壁に釘くぎを打ちつけて登っていくとか……煌ならできそう」

「器物破損は避けたいし、中にはドーベルマンが放し飼いされてるらしいぞ。ちゃんと躾しつけられてるから、睡すい眠みん薬やく入りの餌えさなんかも食べないって」

　伝統的な侵入方法の数々を、片かたっ端ぱしから否定される。

　むう。

「正せい攻こう法ほうで行こう」

　そう言った煌は、インターフォンを押した。

『はい』と若い女の声。メイドさんだろうか。

「こんにちは。俺たち、碧くんと同じ学校の友人なんですが、碧くんにお取り次ぎ願えますか？」

『申し訳ございませんが、碧様は体調を崩くずされておりますので、本日はお引き取り下さい』

　丁てい寧ねいな口調でピシリと断られたが、煌はレンズをじっと見つめて食い下がる。

「インターフォン越ごしに話すだけでも、無理ですか？　お願いします、笹ささ木きさん」

　名前を呼ばれた女は少しだけ沈ちん黙もくしてから、『無理です』と困ったように答える。

『金城さんのお願いなら聞いて差し上げたいのですが、旦だん那な様のご命令なのです』

　……なんか、ちょっと親密そうな雰ふん囲い気きだぞ。

「じゃあ、碧のお父さんとお話しさせてもらうことはできませんか？　もちろん、今すぐでなくて、時間と場所をご指定いただければ、出向かせていただきます」

　真しん摯しに頼たのみ込む煌に、笹木さんは『しばらくお待ちください』と一度離はなれた。

「煌先輩もスミにおけないですね」

　ふふ、と含ふくみ笑いをする静流に、「一いつ緒しよにするなよ遊び人」と顔をしかめる煌。

「たまたま前に遊びに行った時挨あい拶さつして、声と名札を覚えてたメイドさんだったんだ。名前呼ばれると心理的な距きよ離りも近づいて、頼みごともきいてくれやすくなるかと思って」

　人の名前と顔を覚えるのが苦手なおれからしたら、羨うらやましすぎる能力だ。

「碧に会えないなら、親父さんを説得しよう。説得とか偉えらそうな立場じゃなく、頼み込む、が正解かもしれないけど」

　煌の言葉にうなずいていたら、インターフォンの向こうに笹木さんが戻もどってきた。

『そちらに、羽鳥和希様はいらっしゃいますか？』

「は、はい！」

『羽鳥様とならご面会したいとの旦那様のご意向です。ただいまお迎むかえに上がりますので、お待ち下さい』

　おれだけ……？　と戸と惑まどったが、心配そうな三人の表情に気付き、無理やり笑ってみせた。

「よし、王子はおれが必ず救い出してみせる。おまえらは、先に帰ってろ」







　それにしても『お迎え』ってどーゆーことだ？　と思ったが、開かれた外門の中を見て、納なつ得とくした。

　広すぎる。

　アホみたいに広いのだ。庭が。

　敷しき地ち内を車で運ばれ、お城のような豪ごう邸ていへ案内される。

　こっちの王子の本宅（？）は、さながらベルサイユ宮きゆう殿でん。

　遊び過ぎだろ、制作スタッフ！

　バロック調とロココ調が融ゆう和わしたキラキラした内装に圧あつ倒とうされつつ、通された客間（というよりホール？）でしばらく待っていると、板いた垣がき退たい助すけのようにひげを伸のばした、いかめしい顔つきのおっさんが入ってきた。

　なぜか紋もん付つきはかまを身につけてるのが、思いっきりヨーロピアンな周囲との間に物もの凄すごいギャップを醸かもし出している。

「碧の父親、北王子菊きく光みつだ。君が、羽鳥和希くんかね？」

　ソファに腰こしを下ろし、ギロリ、と鋭するどい目線で睨にらんでくるおっさんは、全然王子に似ていない。

　その迫はく力りよくにのまれないように、「はい」とはっきりと答えると、王子父は、「率そつ直ちよくに言おう」と切り出した。

「──これで、碧と別れてくれ」

　同時に付き人が机の上に載のせたのは、ピカピカ輝かがやく金きん塊かい。

　────は!?

　目が点になって固まるおれに、「足りないか、ではこれでどうだ」とひょいひょいと積み上げられていく眩まばゆい山。

「ちょ、ちょっと待った！　いや、別れるも何も、おれ達はまだ付き合ってもいないし」

「なにぃ！　碧とのことは遊びだというのか!?」

「いや、そうじゃなくて！　王子は大事なバンド仲間であって、そういう関係じゃありません」

「噓うそをつけー！　おまえがバンドを餌に純じゆん粋すいな碧をタラシこんだんだろう!?　この悪女が!!」

「なっ……」

　言葉を失うおれに、王子父は「確かに碧はいい男だ……」と遠い目をして語り始める。

「優やさしく、賢かしこく、美しく、数多くの才能に恵めぐまれ、にもかかわらずそれを鼻にかけることもない生まれながらの貴族。まさしく神々の寵ちよう児じ。歩くノブレス・オブリージュ。感受性豊かで慈じ悲ひ深く高潔、なのに少し天然なところもどうしようもなく魅み力りよく的てきだろう」

　……なんだこのおっさん。

　驚きよう異い的てきな親バカ……！

「可愛かわいい可愛い一人息むす子こだ。幸せになってほしい。だから、親として最高の縁えん組ぐみを考えてある。君は辛つらいだろうが、碧にはすでに決まった女性がいるのだ。諦あきらめてくれ」

「その女性ってのが、綾小路麗華サン？」

「そのとおり。あれは、いい女だ。才さい色しよく兼けん備びのナイスバディ。むろん性格も悪くない。華か族ぞくの血をひく由ゆい緒しよ正ただしき家いえ柄がらで、血統も申し分なし。何より……碧を深く愛してくれている。これ以上の女性は他ほかにいないだろう」

「……でも、親たちがうるさいから場当たり的な契けい約やくでの交際だったってきいたぞ？」

　おれの指し摘てきに、ふふん、と王子父は鼻を鳴らした。

「最初はそうだったらしいな。だが、麗華さんは話してくれた。『付き合っているうちに、どうしようもなく碧のことを好きになってしまった。契約恋れん愛あいなのにこれ以上本気になると苦しいので、噓をついて別れたけれど、どうしても忘れられない。碧のことを想おもうと気が狂くるいそうなほど愛している』と……あんな女性にこれほど想われるのだ、幸せにならないわけがない」

　なるほどな……麗華サンは片思いの苦しさに、手段を選ばず一日だけとわかっていても王子とデートしたかったってことか。

　たしかに、ちょっと気の毒ではあるけど……。

「でも、王子の気持ちは!?　王子は相手は自分で選びたいって言ってるんでしょう？　バンドもそうだよ。なんでも自分で決め付けず、まずちゃんと王子の話を聞いて下さい」

「うるさい！　子どもの害になるものを取り除くのは親の責任。使命のためならと許容していたが、もはや見過ごしておくことはできん。バンドなどくだらん不良の遊びだ！」

「──ふざけんな！　遊びかもしれねーけど、おれ達は真しん剣けんだ！　くだらなくなんかねえ！　あいつがどんだけ自分のバンドを大事に思って一いつ生しよう懸けん命めいやってきたか、知らねーくせに勝手なこと抜ぬかすな！　あいつのためっつってもあいつの気持ちを汲くみ取ろうともしないで何が幸せだ！　そんなのただの親のエゴの押し付けじゃん!?」

　高圧的な怒ど鳴なり声とあまりの独善っぷりに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて、思いっきり啖たん呵かを切ってしまった。

　やべ、と思ったときには、王子父の顔は真っ赤で、怒いかりにヒクヒクと引きつっていた。

「──この小こ娘むすめを、つまみだせ」

　命令とともに、ＳＰたちに両りよう腕うでをつかまれ、ドアの方へと引きずられる。

「は、放せっ！　なあ、よく考えてくれ！　王子はきっと今、すごく苦しんでる。大事なものを親に否定されて、奪うばわれて、それが幸せなのか!?　王子を大切に思うなら、どうかあいつの話をきいてやってください！　お願いします！」

「うるさいうるさいうるさい！　いい加減に……」

「──いい加減にするのは、あなたです」

　わめくような王子父の言葉をさえぎるように、扉とびらが開かれた。

　現れたのは、王子。

　疲ひ労ろうが色いろ濃こく、少しやつれてはいたが、無事が確かく認にんできてホッとする。

　王子はおれの方を見て、喜びと痛みが入り混じったように瞳ひとみを眇すがめたが、すぐに厳しい顔つきに戻り、父親に向き合った。

「すぐに和希ちゃんを解放して下さい。彼女への無礼は、いかに父さんといえど、許しません」

　背筋が凍こおるような冷たさで言い放つ王子に、王子父は顔をしかめ、「手を放せ」とＳＰ達に命じた。

「この女とバンドに打ち込むようになってから、おまえは変わった。昔のように素す直なおでなくなり、わしと話をしていてもどこか上の空。全すべてはこの女のせいだろう!?」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、うなるように言う王子父に、王子はフッとこいつにはかなり珍めずらしい、皮肉な笑えみを漏もらした。

「そうですね……たしかに、彼女のせい、とも言えるかもしれない。でもそれは、僕が彼女に──恋こいをしたから」

　瞬しゆん間かん、愁うれいに満ちた王子の背後に、大量の薔ば薇らの幻まぼろしが出現した。

　うおおっ、新技!?

「バンドは、一人ではなく複数で音楽を奏かなでる喜びをくれると同時に、心を許せる友人を僕に与あたえてくれた、宝物です。一いつ緒しよに試行錯さく誤ごしながら新しい音を作り上げる、その過程で、僕がいつも無意識に他人との間に築いてしまう壁かべも崩くずれていった。

　みんなで合わせることで生まれる音は、美しくて、楽しくて、刺し激げきに溢あふれて……彼らとの時間は、僕が今まで味わったことがなかったくらい、幸せで、満ち足りたもので……そして、そのきっかけをくれたのが、彼女だった」

　……あ、穴があったら入りたいというのは、こういう気分なのだろうか。

　なんとも気まずくて、おれは黙だまってうつむくしかできない。

「馬ば鹿かをいうな！　どこがいいのだ、こんなちんちくり……!?」

　狼ろう狽ばいしたような王子父の叫さけびは、不自然に途と切ぎれた。

　何が起こったのかと顔をあげると、王子父の頰ほおに一筋の赤い糸がはしり、その後ろの壁には、一本の薔薇が突つき刺ささっていた。

　──投げた!?　この薔薇、王子が投げた!?

　タキ●ード仮面様!?

「彼女への侮ぶ辱じよくは許さない」

　まっすぐに伸のばしていた腕うでを畳たたみ、もう片方の腕に添そえながら、王子は真剣な表情で父親を見み据すえた。




「和希ちゃんは世界中の誰だれよりも魅力的です。和希ちゃんに会って、世界は変わった。和希ちゃんは僕の太陽だ。和希ちゃんのいない人生なんて、もう考えられない……！」




　あああああああああ、助けてくれ。

　恥はずかしすぎて、死にそうなんですけどおおおお。

　王子の告白に、しん、と静まり返った部屋。

　その片かた隅すみで悶もん絶ぜつするおれ。
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　静せい寂じやくを破ったのは、凜りんと響ひびく新たな声だった。

「あなたの負けよ、菊光さん」

　どこから、と視線をめぐらせると、おれ達の頭上、左後方のバルコニー部分からゴンドラが下りてきて、それに乗ってる女性が発したものだった。

　──もう、どうなってんだよ、この家族……！

「初めまして、わたくしは北王子エレアノール。碧の母です」

　ミルクティー色の髪かみを高く結ゆい上げたその女性は、気品漂ただよう落ち着いた外国美人だった。王子はハーフだったらしい。

　おれに会え釈しやくをしてから、王子母は夫に再び視線を戻もどし、玲れい瓏ろうとした声で語りかける。

「碧が今までこんなに自己主張したことがありましたか。碧は優しいけれど、自分の気持ちを押し殺すようなところがあって心配していたけれど……わたくしは、息子の成長を喜ばしく思います。そして、なにより嬉うれしいのは、碧がこんなにも心から愛せる女性にめぐり合えたこと……」

　王子父はしばらく沈ちん黙もくし、目を閉じていた。

　やがて、どこか悟さとりを開いたような力の抜けた風ふ情ぜいで、うそぶく。

「……もう、『パパン』と足に絡からみ付いてきた幼い碧ではないのだな」

　パパン……！　そのナリでパパン……！

「わかった。結けつ婚こんを認めよう」

「──って待てい！　話飛びすぎだろ!?」

　怒ど濤とうの展開からようやく持ち直してツッコんだが、この王室は聞く耳など持たないらしい。

「ありがとう、幸せになります」

　晴れやかな笑顔の王子に肩かたを抱だかれ、おれは抵てい抗こうすることの無む駄だを悟り、ガクリと首を垂らした。

　もうやだ、こいつら。







　車で外門まで送り届けてもらう途と中ちゆう、「ちょっと停とめて」と同乗していた王子の声。

「ちょっとだけ歩かないかい？」

　立派な噴ふん水すいや花か壇だん、ブロンズ像などが配置された庭園の散歩道は、木こ陰かげになっていて、噴水から飛んでくる細かな水しぶきのおかげもあって、とても涼すずしかった。

「おまえの父親、会社のために子どもを道具に使ってるのかと思ってたけど、そうじゃなかったな。会社の方は建前で、おまえに良かれと思っての縁えん談だんだったみたいだぜ」

　おれの言葉に、王子は複雑な笑いをもらす。

「うん……知らなかった。そういうことなら、そう言ってくれたらいいのに……素直じゃない人だよね」

「表現方法は強ごう引いんだけど、ちゃんとそこに『親の愛』ってやつがみえて、おれはホッとしたな。まー、思い込み強すぎて大変だろうけど、ちゃんと話し合えれば通じない人じゃないことがわかったし」

「その『話し合う』まで持っていくのが、いままでできなかったんだよ。それで、お互たがいずっと誤解して……今日君が来てくれなかったら、きっともっとこじれていたと思う。心から、ありがとう。君のおかげだ」

　穏おだやかに、真心のこもった感謝の言葉を述べられて、少し頰が紅潮した。

「おれは特になんもしてねーよ。カッとして怒いかりをあおるようなこと言って、つまみ出されそうになっただけだし。おまえが勇気出して本心ぶつけた結果だろ」

　照れてるのを誤ご魔ま化かしたくて仏ぶつ頂ちよう面づらで答えたところ、王子はクスッと口元を緩ゆるめたけれど、次し第だいにその表情にはみるみる陰かげが広がっていく。

「……昨日は本当に、ごめんよ。閉じ込められて、どうしても抜ぬけ出すことができなかった。いくら謝っても、謝りきれるものじゃないけど……」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　静流が一緒にステージに上がって、フォローしてくれたから。完かん璧ぺき、とはさすがに言えなかったけど、いいライブだったぜ。それに、おかげで静流がバンド入るって言ってくれてさ。怪け我がの功名ってやつ？」

「へえ……それは、すごい収しゆう穫かくだね」

　少し驚おどろいたように目を見開いたが、それでも王子は落ち込んだ様子。

　おれは、明るい口調を意識して、続ける。

「オーナーも心配してくれてたから、ちゃんと事情を話して謝ればわかってくれると思う……もちろんおれ達も、また一緒に謝るし」

　王子はしばらく沈黙してから、思いつめたような悲ひ愴そうな表情で、苦しげに吐はき出した。

「僕は……バンドを続ける権利があるんだろうか。許してもらえるだろうか。みんなに」

「はあ!?　あったりまえだろ！　だって──」

　ちょうどそのタイミングで、外門に到とう着ちやくした。

　開いていく扉とびらの外に立っていた三つの影かげが、王子の姿を目にした途と端たん、それぞれの顔をパッと輝かがやかせる。

「──みんな、おまえのこと、すげー心配してたんだから。な？」

　もみくちゃにされながら、王子は少し泣きそうな小声で、「うん」と答えた。
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　ハプニングはありつつも野外ライブが終わり、関東大会は九月の下げ旬じゆん。

　少し、バンドの方には余よ裕ゆうができることになり、練習で集まる日も新学期までは週二回に減らすことに決まった。

　それは同時に、姉貴に尻しりを叩たたかれる形で、各種のステータスアップに打ちこむ日々に突とつ入にゆうすることを意味した。

　とはいえ、これも一ひと筋すじ縄なわにはいかない。

「ダメだー、もう、限界！」

　叫さけびと共に立ちあがったおれに、「まだ二時間よ!?」と姉貴のハリセンがとぶ。

「そうやって今まで散々サボってきたんだから！　ちゃんと勉強しなさい！」

「無理だよ、見ろよ、これ！」

　差し出したおれの腕には、まるで水ぶくれのようなボコボコがいくつも浮うき上がっていた。

「じんましん……？」

「これ以上無理にやろうとすると、頭がクラクラしてきて、吐きそうになる。このヒロイン、勉強アレルギーあるんだ、きっと！」

　耐たえきれず搔かきむしると、じんましんは更さらに広がった。ぎゃー。

「……チッ、スパルタで打ちこませて今までの遅おくれを一気に取り戻そうと思ったのに」

　顔をしかめて舌打ちする姉貴。

「仕方ないわね。同時進行で全部を少しずつ上げていく方針にしましょう。次はジョギング三キロ！　その後は歌の練習して、また勉強よ！」

「ひい～鬼おにだ、ここに鬼がいる！」







　そんな感じで受難の日々を送り、あと三日で夏休みも終わる、という夜。

「なあ……ここまでがむしゃらにやる意味あるのかあ？」

　風ふ呂ろ上あがり、今日もくたくたになった体にムチ打って、自室で美容ストレッチとやらをやりながらぼやいたところ、「当然よ！」と机の上に立つ姉貴から鋭するどい声。

「ステータス舐なめんじゃないわよ。デートを繰くり返して頰ほお染めて、普ふ段だんラブラブで甘い雰ふん囲い気き漂ただよわせて完璧に落ちてるだろこいつと思われるキャラでも、パラメータが届いてないと告ってこないのよ！　特に煌君なんてあんなフレンドリーなのに実態は難なん攻こう不ふ落らくの鉄の男よ！　各スペックほぼカンストのパーフェクトヒロインじゃなきゃ、それまでどんだけ殺し文句言ってたとしても本気で彼女にはしようとしないのよ！」

　……そうなのか。

　それだけ聞くと、すげー嫌いやな奴やつだな、煌……。

「正に『金かね城しろ鉄壁』！　告白場所での待ち合わせの画面にシルエットが映り、今度こそ煌君キター！　と思いきやＳＢで、『おまえじゃねえええ！』て発はつ狂きようするパターンは、『ときメロ』ユーザーなら誰だれしも経験済みのはずよ」

「えっＳＢ!?　ＳＢも攻こう略りやく対象なの!?」

　ぶったまげるおれに、姉貴ははっきりうなずいた。

「そうよ。旺眞君や煌君達に比べると格が違ちがうけど、彼だって並以上ではあるでしょ。イケメン過ぎない方が好きって女子もいるのよ……あたしには守しゆ備び範はん囲い外だけど」

　そ、そうだったのか……でも教師とか、社会的にＯＫなのか？　ロリコンじゃん……。

「まさかＳＢまで……ずば抜けたイケメンじゃなくても攻略対象になるっつーことは、周囲の男全すべてを警けい戒かいしろってことか!?」

　勘かん弁べんしてくれー、と半泣きになるおれに、「一ついい事教えてあげる」と姉貴。

「攻略対象は、名前に共通点があるのよ」

　共通点……？

「あと、ＳＢは攻略対象といってもサブキャラで、ほとんど接点なくても『学力』と『バンド』パラメータさえ上げとけばいつのまにか落ちてるキャラだから、楽勝よ。初めてプレイした時も全然狙ねらってないのに気が付けば親密度上がってて、『なんでこいつまで!?』てビビったくらいチョロい」

　サクッと切り捨てる姉貴だけど……ちょっと、その言い方には引っかかった。

「……いつのまにか落ちてるとか、そんな簡単にいくもんなのか？　煌のことだって、さ。これまでおれが接してきたあいつは、人をスペックで判断したりする奴じゃねーと思う。ねーちゃんだって、言ってたじゃん。キャラもこの世界で怒おこったり笑ったり悩なやんだりしながら『生きてる』って……」

　いつになくぶっきらぼうに指し摘てきすると、ウサギはしばらく沈ちん黙もくしてから「……なによ」と腕うでを組み、高圧的に顎あごを上げた。

「じゃ、攻略できない方がいいの？　あんた、意識的に誘ゆう惑わくしたりできるわけ？」

「できねーけど！　……そーゆー人を人と思わない態度は、腹立つ」

　はっきり言い切ってから、外の空気を吸いたくなって、立ち上がって窓辺に寄った。

　網あみ戸ども一いつ緒しよに大きく窓を開けると、ふわっと、真夏の温ぬるい風が吹ふきつける。

　夜空に、欠けはじめた真白の月。

　目線を落とすと、今日も隣となりの家の庭で竹刀しないの素す振ぶりをする悠斗の姿が見えた。

「……え、和希、どこ行くの？」

　狼狽うろたえる姉貴に、ちょっとだけ出てくる、と言い残して部屋を出た。







「悠斗」

　名前を呼ばれたあいつが振ふり向きざま、ポカリを投げる。

　危なげなくキャッチした悠斗は、「……悪いな」と相変わらずのお面顔で礼を述べた。

「煌に聞いたぜ。剣けん道どう部、続けることになったって……よかったよ」

　一度は休部届を出した悠斗だが、主将やコーチに泣き落としのような状態で引き止められて、結局残留することになったらしい。

　こいつって一見冷たい印象だけど、頼たよられたり、困ってる相手がいると見捨てられない性格みたいだ。

「あの二人組はどうしてる？」

「おれが休部届を出す前に、退部した」

「……そうなんだ……」

　いくら衝しよう動どう的てきにとは言え、八つ当たりで女を襲おそうとか救いようのないクズだけど、それでも、やりきれない思いがした。あいつらだって、がんばってたんだろうから。

　悠斗が剣道を休もうとしたのも、やっぱり、あの事件が応こたえたからなんだろう。こいつは無表情だけど、無感情じゃない。

「──俺は、視野が狭せまかったな」

　萎しおれてしまったクチナシを見ながら、悠斗がぽつりと言った。

「おまえが悪いんじゃねーよ」

　むしろ、あの時おれが現場を目もく撃げきしなければ、あいつらに襲われることもなく、退部までさせることにはならなかったのかもしれない。

　でも、その場合、剣道部でもめ事が起こっていることも知らないままだったのか……それは、嫌だな。

「悠斗はがんばってるじゃん。剣道も、バンドも。……バンドをやめてもいいぜって、言えないのが辛つらいけど」

「決めたのは俺だ。おまえが気に病やむことはない」

　きっぱり答える悠斗。うーむ、男前。

「それに……おまえ達と弾ひくのは、嫌きらいじゃない」

　え……と目を瞠みはるおれに、悠斗はフイと顔を背そむけた。

「おい、なんだよ。もしかして、照れてる？」

　予想外の言葉に嬉うれしくなってニヤニヤしながらのぞき込むと、「うるさい」と頭を押さえつけられた。

　素す直なおじゃない奴！

　その時、不意に、にゃーん、と小さな鳴き声が鼓こ膜まくをくすぐった。

「外に出てたのか……」

　寄ってきた子こ猫ねこを、そっと抱だき上げる悠斗。

　一方おれは、頭が真っ白になって、固まっていた。

「ごめ……おれがドア開けた時、一緒に出たんだな。気づかなくて……」

　まだこんなに小さいのに、もし道路に出てたりしたら、車に轢ひかれてたかもしれない。

　川に落ちてたかもしれない。

　変なものを食べて、体を壊こわしていたかもしれない……。

　ぐるぐる視界が回りだすような感覚の中、急激な寒気に襲われて身を縮めるおれを正気に戻もどしたのは、「和希！」という鋭い声と、手首をつかむ大きな手。

「……どうした？　こいつを拾ってきた時から、ずっとおかしい」

　すぐ間近から、真しん剣けんな眼まな差ざしでのぞき込む、理知的な瞳ひとみ。そこに宿る揺ゆるぎない光に、徐じよ々じよに冷静さを取り戻す。

　大きく息を吐はきだしてから、力なく、言った。

「『猫ねこは死ぬ前に姿を消す』って聞いたことある？」

　唐とう突とつなおれの言葉に、悠斗は少しだけ眉まゆをひそめてから、うなずく。

「あれ、本当なんだぜ。……友達のうちの猫の話だけど」

　違う。おれが飼っていたサバトラの『ヒスイ』。

　小学校の時、まだ生まれたてほやほやだったあいつを拾ってきて、おれがミルク飲ませて育てた。

　綺き麗れいな青緑の目が印象的な雄おす猫ねこで、スマートで賢かしこくて、おれ達の言ってることも全部わかってるみたいな感じで。

　でもすごい人見知りで、愛あい想そのカケラもない奴やつだった。

　おれが抱き上げても、嫌いやがってすぐ逃にげるし、猫じゃらしとか玩具おもちやで気をひこうとしても馬ば鹿かにしたようにチラッと見るだけで無反応。

　だけど、おれが悩んでたり落ち込んでたり、いつもと違う様子にはすぐ気づいて、そーゆー時だけは甘えてくるんだ。

　──まるで、おれを慰なぐさめようとするかのように。

　学校であった話とか、友達の話とか、嬉しかったことも悲しかったことも、いつもヒスイに話して、あいつはそれを聞いてるのか聞いてないのかよくわからない態度で、でもおれが話し終わるまでは、ずっと傍そばにいてくれた。

　ただ傍にいてくれるだけで、幸せだったし、あいつも、いつも素っ気ないけど、おれには懐なついてくれてると思ってた。

　親友みたいな存在だった。だけど……

「去年の冬に、ちょっとご飯を残すことが続いてて。気になったけど、ちょうど受験とかあって手が回らなくて、様子見してたら……いきなりいなくなってさ。いつもは出かけても、絶対夜にはしれっと戻ってくるのに、次の日の朝にも、夜になっても帰ってこなくて……捜さがしに行ったら、近所の空き地の草むらの中で、冷たくなってた」

　口にした途と端たん、また、あの時の光景と共に血の凍こおるような絶望がフラッシュバックして、涙なみだが溢あふれ出した。

　悠斗が息をのむ気配が伝わってきて、やばい、と思っても、どうしようもない。

　ずっと胸にくすぶっていたものを吐き出すように、衝動に任せて、言葉を継つぐ。

「お……友達は、猫とわかり合えてると思ってた。言葉は通じなくても、繫つながってるって……なのに、そんなに体調が悪化してることも気づけなくて、医者にも診みせてやれなくて……何が可愛かわいがってるだよ。何が親友だよ。全部、思い上がりの独りよがりだったんだ。飼い主失格だ。だからあいつも、一人で逝ゆくことを選んだんだよな」

　あんなに大切にしていたのに、しているつもりだったのに……死に際ぎわさえも、看み取とってやれなかった。

　あいつを一人で逝かせたのは、おれなんだ……。

　悠斗は、訝いぶかしげにおれをじっと見つめたまま、黙だまって話を聞いていたが、ふうっと息を吐きだすと、腕の中に抱く子こ猫ねこに視線を落とした。

　それから顔を上げ、再びおれを見み据すえて、口を開く。

「猫は確かに死ぬ姿を人に見せない……しかし、それは死ぬために姿を消すわけじゃない。猫は、生きるために姿を消す」

「…………!?」

　意外な言葉に衝しよう撃げきを受けるおれに、悠斗は淡たん々たんと続けた。

「猫も人間と同じように、体調が悪化したら、静かな場所での休養を望む。人ひと気けのない場所で、余計なことで体力を消しよう耗もうしないように、ゆっくり休もうとするんだ。

　また、猫は野生の本能から、体調の悪化を他ほかの動物に悟さとらせないようにする。野生では、弱った生き物は狙ねらわれて、捕ほ食しよくされるからだ。

　懐いているかどうかは関係ないし、賢く誇ほこり高い猫なのだったら、尚なお更さら巧こう妙みように隠かくしたのだろう。その友達が気づけなかったのも、無理はない」

「…………」

「できる限り弱ったそぶりは見せないまま飼い主の傍にいようとするが、それ以上は無理という段階がくると、自然治ち癒ゆ能力が最大限に発揮できるような場所へ移動するんだ。

　その猫も、一人で逝く気なんてなかったはずだ。きっと、体を休めて帰ってくるつもりだった。

　──死を悟ったりなんて、しない。最後まで、必死で生きようとしていたはずだ」

　悠斗の言葉は、じわじわとおれの心の深い部分に染しみ込んでいって、全身にさざなみを広げていった。

　涙が次から次へと零こぼれ落ちて、止まらなかった。

　まとめきれない色々な感情の波が、胸の中でうねりをあげる。

　堪こらえきれなくなって、声を上げて泣き始めたおれを、悠斗は瞳を戸と惑まどいに揺らしながら見つめていた。

　やがて、頭を抱だき寄せられる。胸を貸してくれるらしい。

　なんだか、ヒスイが傍で寄り添そってくれるような温ぬくもりを彷ほう彿ふつとさせ、余計に涙が止まらなくなって……。

　そういえば、あんなに悲しかったのに、あれから一度もちゃんと泣けてなかった。

　そんなことにも気づきながら、悠斗のシャツをぐしゃぐしゃにして、慟どう哭こくした……。







「──落ち着いたか？」

　内心、すごく不ふ審しんに思ってるんだろうけど、そんなそぶりは見せずいつも通りの無表情でタオルを差し出す悠斗。

「うん……悪い。取り乱して」

　受け取ったそれで顔をぬぐいながら笑ったが、きっと目は腫はれてえらいことになってるだろうな。

　でも、信じられないほど、気持ちが楽になっていた。

　ヒスイを助けてやれなかったのは、やっぱり、心残りだけど……。

　にゃん、と愛らしい声に視線を引かれると、悠斗の腕うでに抱かれたまま、ずっとおれ達の間に挟はさまれていた（つってもそんな密着してたわけじゃねーけど）黒い子猫が、大きな琥こ珀はく色いろの瞳でおれを見上げていた。

「ごめんな、ビックリしたよな」

　柔やわらかなその体を悠斗の手から抱き上げても、もう、息はつまらなかったし、眩暈めまいもしない。

　ほんのかすかな痛みを伴ともないながらも、愛いとしい気持ちが大きく胸を満たしていく。

「……おれ、こいつを飼っても、いいかな」

　おれには生き物を飼う資格なんてないって、思ってたけど……。

「おまえに飼われるなら、こいつも幸せになるんじゃないか？」

　言い方は素っ気なかったけど、優やさしい言葉に、また、涙るい腺せんが崩ほう壊かいしそうになる。

　と、ポツリと、頭に水すい滴てきが落ちてきた。

　雨だ。

　さっきまでは月が見えていたのに、いつのまにか空は一帯、雲で覆おおわれている。

　見上げているうちに、パラパラと、本格的に降り出した。

「やば。今日はありがとな、悠斗！」

「ああ……おやすみ」

　そそくさと挨あい拶さつを交かわしてから、あわてて家の玄げん関かんに飛び込んだところで、雨は突とつ然ぜん激しくなり、ザーッと土ど砂しや降ぶりになった。

「そんな恰かつ好こうで、どこいってたんだ？　チビまで連れて」

　煌が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめながら、リビングから顔を出す。

　同時におれの腫れた目にも気づいたんだろう、何かいいたげに煌が口を開きかけたところで、それを封ふうじるように声を張り上げた。

「コハク！」

　唐とう突とつな一言に、瞬まばたきする煌。

「こいつの名前。どう？」

「……ああ。いいと思うぜ」

「えっ、名前つけるってことは、うちで飼うの？」

　話し声を聞きつけたらしいひろもやってきて、顔を輝かがやかせる。

「ああ。コハク──！」

　沸わきあがった衝しよう動どうのまま、ふわふわの子猫に、思う存分頰ほおずりする。

「可愛い！　可愛い！　マジ天使！　なんでこんな可愛いんだおまえは！　こんにゃろー！」

　おれの愛あい撫ぶにも嫌がるそぶりを見せないで、ゴロゴロと喉のどを鳴らすコハクは、ヒスイとは正反対の甘えんぼみたいだ。

　素す直なおじゃないヒスイも、素直なコハクも、どっちも可愛い。

　突然態度を変えたおれに、煌達はやや呆あつ気けにとられたようだったが。

「すげー雨……。嵐あらしになるんじゃねえか？」

　やがて、煌はそう言いながら、家じゅうの窓を閉めはじめる。

　遠くで、雷らい鳴めい。

　まるでバケツをひっくり返したような大きな雨音が、家の中にいても響ひびいてくる。

　でも、この時の俺はもうコハクに夢中で、外の世界のことなんてどうでもよかったんだ……。
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　イベントてんこ盛りの夏休みも終しゆう了りようし、新学期。

　始業式の後にいきなり実じつ施しされた実力テストは、とてつもなく難易度が高く、結果は散々なものだった。

　姉貴にせっつかれてあんなに勉強したのに……っつってもそれほど身が入ってなかったのは認めるけど、それでもおれにしてはそこそこがんばったにもかかわらず、五教科中、なんと四つが三十点以下の赤点。

　週明けの月曜日に再試験が行われ、それでもまた及きゆう第だい点がとれなかったら、なんと一か月間部活停止という。

　今月は関東大会があるのに！

「悠斗、頼たのむ！　土日で勉強教えてくれ！　スパルタでいいから！」

　ペケだらけの答案の束と共に、隣となりの席の悠斗に泣きついたが、悠斗は渋しぶい顔で首を振ふった。

「悪いが、明日明後日あさつては剣けん道どうの合宿と遠えん征せい試合が入っている。……金城達に頼め」

　確かに軽音部の奴やつらはおれ以外みんな、軒のき並なみ成績優ゆう秀しゆうだ。

　でも、さすがに中学生の静流は今回は戦力外。

　そして煌は天才肌はだだから、人に教えるのは苦手っぽかった。（社会や英語は「覚えるだけ」だし、数学や化学も「教科書読んでたら解ける」とかほざきやがるチート野や郎ろうだ。爆ばく発はつしろ）

　王子は教えるのも上手で親切に見てくれるけど、得意なのは文系。

　おれが特に惨さん憺たんたる有り様だった理系科目の解説は、悠斗が断トツでわかりやすかった。

「そっか……おまえの教え方が一番、わかりやすいんだけどな……」

　がっくりと肩かたを落としたところ、悠斗は一つ吐と息いきを漏もらしてから、「今夜なら」と無ぶ愛あい想そうな低音で続けた。

「徹てつ夜やでしごいてやる」

「……よろしくお願いします！」







「悠斗君、明日は朝から合宿行くのよ？　あんまり無む茶ちや言うもんじゃないわ」

　帰宅後、自室に戻もどって制服から着き替がえていたところ、マスコットモードを解除した姉貴がそんなことを言い出した。

「ああ、さすがに完かん徹てつは遠えん慮りよするつもりだぜ。でも、少しでも理系なんとかしとかねーと、マジで詰つむ」

　答えながら、妙みようだなと思った。

　おれが関東大会に出られなかったらゲームオーバーで、ピンチなのは姉貴も一いつ緒しよのはず。そうでなくても、普ふ段だんは男どもとの接せつ触しよくを嬉き々きとして奨しよう励れいするのに……今の姉貴は、なんとなく浮うかない様子だった。

　思い返すとちょっと前に、夜に庭で練習中の悠斗にポカリを差し入れに行こうとした時も、様子がおかしかった気がする。

　あの時は、気まずくなった後でおれが出ていこうとすることに動どう揺ようしたのかと思ったけど……よく考えるとこのドＳ女が、その程度で狼ろう狽ばいをみせたりはしないだろう。

「……まさか、裏ではこんなに色々……」

　姉貴は何やら口の中でぶつぶつ呟つぶやいていたが、小声過ぎてよく聴き取れなかった。

「なんなんだよ？」と問い詰めようとした時、チャイムの音。

　悠斗がきたっぽい。

　まるで追つい及きゆうを逃のがれるかのようにすぐさまマスコットモードに移行する姉貴に、不ふ審しんの念は抱いだきつつも、ドアを開けるために階下に向かった。







　簡易机に参考書とノートを広げて、まずは実力テストの答案の解説会。

　再試験も同じ問題なら楽なのだが、美楠の教師はそんな甘くはないらしい。それでも、似た傾けい向こうの問題が半分は出るだろうという事で、悠斗が問題の難易度をＡＢＣに分けて、ＡとＢは確実に解けるようにとピックアップしてくれた類るい似じ問題を解きまくった。

　で、気づいたけど、おれが真面目まじめに取り組む分には、悠斗は厳しくないし、イラつくこともない。基本のＡレベルでも苦戦する物わかりの悪いおれに、辛しん抱ぼう強づよく、繰くり返し教えてくれた。

　そのうち煌がバイトから帰ってきて、悠斗も一緒にうちで夕飯を食べた後は、またおれの部屋に戻って三人での勉強会になった。

　煌は当然再試なんて関係ないのに、付き合ってくれるらしい。

「一緒にやってる奴がいる方ががんばろうって気になるじゃん？　それに、今日は深夜までやるんだろ……和希にもしものことがあったら困るからな」

「はあ？　なんだよ、もしもって……」

　年とし頃ごろの男女が夜に個室で二人っきりは……とかそーゆー類たぐいの心配をしているらしい。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。つか、妙な想像すんな！

「それいったら、おまえとだって毎日一緒じゃん。それに、悠斗だぜ？」

「油断すんな、馬鹿。こーゆー奴をむっつりというんだ」

「金城。無む駄だ口ぐち叩たたくだけなら出ていけ」

　絶対零れい度どの宣告に、おれ達はピタリと口を閉じて参考書に目線を落とした。







「──和希」

「あっ、悪い、おれ、寝ねてた!?」

　ハッと顔を上げると、無言でうなずく秀しゆう麗れいな面おも立だちが目に入った。

「うわっよだれまで垂れてるし！」

　あわてて口元をぬぐう。うう、不覚……！

「答え合わせをしておいた」とノートを差し出した悠斗はいつもの無表情だが、一いつ瞬しゆん肩かたが震ふるえたのをおれは見た。畜ちく生しよう、絶対こいつ笑いをこらえてた。

「理解が難しそうなところは解説を書いておいたから、あとでゆっくり読んでおけ」

「おお～。ありがとな」

「これだけやれば、おそらく数学は及第点にとどくだろう。気がかりなのは化学だが……こっちの参考書から、出そうな問題をチェックしておいた。とりあえず今日明日でこれをやっておけ」

「何から何まで……って、『今日』？」

　窓の外を見ると、うっすらと空が白んできていた。時計を確かく認にんして、悲鳴をあげる。

「五時!?」

　勉強アレルギーがでないように小まめに休きゆう憩けいを挟はさみながらだったけど、いつのまにかこんなに時間が過ぎていたなんて。

「悪い、まさかこんな時間まで付き合わせちまうなんて……」

　両手を合わせるおれに、帰りの準備を手早くまとめながら「いつになく集中していたからな」と悠斗。

「ん？　……あ、帰るのか。お疲つかれさん……」

　おれの横で同じように寝落ちしていた煌が、目を擦こすりながら体を起こし、グッと伸のびをする。

「あとは頼んだぞ、金城」

「おー」

「本当にありがとう、悠斗！」

　このあとすぐに合宿と試合なんだよな……また無理させることになってしまった、と内心情けなく思いながらも、礼を言うと。

　悠斗は後ろ姿で片手だけ上げて、去っていった。

　無愛想だけど、いい奴だよな、本当に。
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　土曜日は、一度昼まで寝てから、勉強再開。

　本当は勉強なんて大っ嫌きらいだけど、バンドのためだ。おれはやるときはやる男だぜ……今は女だけど。トホホ。

　自室の机で英単語帳をめくっている時、ふと、一つの単語で手が止まった。




　──『colorful』。




　おれ達のバンドの名前だ。カラフル。

　それぞれのカラーが溶とけ合って目の前の景色を塗ぬり変えるような音楽を作ろう、曲ごとに違ちがった魅み力りよくや色しき彩さいを引き出せるようなバンドを目指そう……そんな意図で名づけられた。




『攻こう略りやく対象は、名前に共通点があるのよ』




　姉貴の声が蘇よみがえり、ふと一つの可能性を思いつくが、すぐに、違うか、と首を振ふった。

　その時。

「和希！」

　ノックも無しに、突とつ然ぜん、扉とびらが開かれる。こんなことは初めてだったので、驚おどろいた。

　ドアのところには、真っ青になった煌が、表情を無くして立っていた。

「どうした？」

　ドクンドクンドクン……尋じん常じようじゃないその様子に、考えるより先に、速はやまる鼓こ動どう。

「今……真田のおじさんから、電話があって……」

　悠斗の親父おやじさんから、電話？

「悠斗が、バイクで事故に遭あって…………」

　煌の顔が、そこで、大きく歪ゆがみ、声が震える。

　なんだ？

　何を言ってるんだ？

　言葉は聞こえるけど、意味が理解できない。

　悠斗が、ジコ？　…………事故？

「それで……悠斗は？」

　沈ちん黙もくしてしまった煌に、もつれそうになる舌を必死に動かして促うながすと。

　無理やり吐はき出すように発せられた、かすれ声が、凍こおりついたおれの全身を撃うち抜ぬいて、バラバラにした。




「──死亡した、って」
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「……おれの、せいだ」

　煌が去った後の部屋で。

　呆ぼう然ぜんとしたまま呟いたおれに、姉貴が「はあ？」と声を上げる。

「あんた、何言って……」

「あいつが車で行く他ほかの部員とは別行動で、バイクで合宿に行ったのは、きっとギリギリまでおれの勉強をみてたからだ。寝ね不ぶ足そくでふらふらなのに、飛ばしたりしたから……」

　ガタガタと震えながらまくし立てるおれに、「落ち着きなさい！」と一いつ喝かつする姉貴。

「ここはゲームの世界なの！　これは元々こうなる運命……シナリオ通りなんだから！」




　……シナリオ通り……？




「そんな馬鹿な話あるわけねーだろ！　どうしてこんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで、攻略キャラが死んだりなんて──」

「攻略キャラじゃないのよ」

　おれの言葉を遮さえぎるように、姉貴がピシャリと言い放った。




「攻略キャラの共通点は、名前に色が入っていること。

『真田悠斗』は、物語の途と中ちゆうで死亡するバンド仲間という位置づけの、攻略対象外キャラクターよ」




「…………！」

　混乱するおれに、「あんたが勘かん違ちがいするのも無理ないけどね」とため息をつく姉貴。

「実際ゲーム『ときメロ』ユーザーからも、『どうやったら悠斗ルートに行けるのか』『悠斗がどうしても死ぬんだけどバグですか』みたいな類たぐいの問い合わせや抗こう議ぎが殺さつ到とうしたらしいし、ネットの掲けい示じ板ばんでもその手の質問が何度も繰くり返されてたわ。

　だけど、悠斗君の死は確定されたシナリオなの。どのキャラを狙ねらっていたとしてもどうやったって避さけられない、バンドの試練となるイベントよ」

　視界がぐるぐる回って、気持ち悪かった。全身の力が抜けて、へたり込む。

「……色々と変わってる部分もあるから、もしかしたら悠斗君の運命も変わるかもしれないってほのかに期待してたんだけど…………残念だわ」

　姉貴の声は、どこか遠くで響ひびいてるようで、まったく現実感がなかったけれど。

　こみ上げる嘔おう吐との衝しよう動どうを抑おさえながら、唸うなるように言った。

「……知ってたってことか？　こうなることを」

　無表情のまま、うなずく姉貴。

「なんで黙だまってた！　知ってたなら、助けることだってできたはずだ！」

「助けたらどうなるのよ!?　シナリオが本当にめちゃくちゃになるわ。そんなに必死にならなくても、これはただのフィクション──」

「ふざけんじゃねえ！」

　おれの怒ど声せいに、ウサギは口を閉とざした。

　そりゃ、この世界はベタな展開が起こりやすいし、ありえない設定が溢あふれてる。

　だけど──

「ここに住んでる奴やつらは、みんな生きてる！　それぞれが自分の頭で考えて、行動して、悩なやみを抱かかえながら一いつ生しよう懸けん命めい毎日を過ごしてる！　そんな奴らが、互たがいに影えい響きようを与あたえ合って、日々を積み重ねてる！　──おまえだって、見てきたはずだ。

　たとえ二次元だとしても、『ただのフィクション』なんかじゃねえ！

　ここはもう、紛まぎれもない『現実』だ！」

「…………」

「……おれが、殺したんだ」

　ポタリ。

　大おお粒つぶの水すい滴てきが零こぼれ落ち、一回決けつ壊かいすると、止まらなくなった。

　ボロボロと涙なみだを流すおれに、「和希……」と動どう揺ようしたような声が呼びかける。

「あんたが勉強頼たのまなくたって、彼はきっと事故に遭ったわ。そういうシナリオだって何度も言って──」

　──ドン！

　無言のままおれが床ゆかに拳こぶしを振り下ろすと、ウサギは口を閉ざした。

　にゃーん、と黒い小さな影かげが、まるで案ずるかのようにおれを見上げるのが視界に入る。

　そこに、懐なつかしい猫ねこのシルエットと、無ぶ愛あい想そうな面おも影かげが重なって消えた瞬しゆん間かん、おれの中の何かが弾はじけた。

　ドン！　ドン！　ドン！

　繰り返し、床を打ちながら、獣けもののような喚わめき声を、腹の底から吐き出す。

「──和希！　もうやめて、手が……！　あんたのせいじゃないんだから！　やめなさい！　和希！　和希！」

　拳を何度も何度も叩たたきつけながら、ひたすら狂くるったように叫さけび続けた。

　悔くやしくて、情けなくて、やるせなくて、腹立たしくて……体中が痛くて痛くて、しょうがなかった。

　このまま、この痛みのまま、全すべてが千切れて消え失うせてしまえばいいと思った。
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　あいつに全然似てない、いつも笑え顔がおで穏おだやかだったおふくろさんは、あれ以来いつ会っても魂たましいの抜けたような無表情。

　一見気難しそうだけど、話し出すとお茶ちや目めなナイスミドルだった親父おやじさんも、一気に白しら髪がが増えて、十歳以上歳を取ったように見えた。

　ひろと同い年で、あいつによく懐いていた妹は、しばらくの間ショックでベッドから起き上がれず、葬そう式しきにも参列できなかった。




　ただただやり切れない思いと涙だけが重く淀よどむ葬式が終わって、一週間が過ぎた今も、まだ、おれは抜け殻がらだった。

　煌に引きずられるように学校だけは行ってるけど、授業なんて耳に入らないし、バンドだって休んでる。

　何も食べないと怒おこられるから、面めん倒どうくさくて口に運ぶけど、あんなに好きだった煌の料理でもなんの味もしないし、少ししか食べられない。無理に食べようとすると戻もどしてしまう。

　家ではほぼずっとベッドで横になってるけど、眠ねむることはほとんどできないし、たまたま訪おとずれる眠りもごく浅いものだった。

　おれはいったい、なんでこんなところにいるんだろう。──いや、考えるのも、面倒くさい。

　何かを行動する気にはなれないし、何もかもがどうでもよかった。

「和希、いい加減にしなさい！　受け入れるのよ！」

　どこかで喚く声がするけど、わずらわしいだけだった。

　あれ以来、姉貴とは一言も口をきいていないし、何をされても無視していた。

「……ああ、もう……まさかここまで、意地っ張りだったなんて！」

　深々とため息を吐はきだす気配の後、やけくそ気味の脳天気な大声が、おれの部屋に響き渡わたった。




「ちゃらららーん♪　【セーブデータ】ー！」




　まるで秘密道具を出すドラ●もんのようなノリで、一冊のノートを掲かかげる姉貴。

　…………ホワット？

「……セーブデータ、だ、と……？」

　久々に視線を向けたおれに、姉貴は一いつ瞬しゆんだけホッとしたような泣き笑いを浮うかべたが、すぐにいつものように偉えらそうな態度で顎あごを反らした。

「定期的に、こっそりあたしが記録してたのよ」

「──はあああああ？　てめえ、んな重要なもん、なんで隠かくしてた!?」

「やり直しができるなんて知ったら、あんた、油断して全力でがんばれなくなる恐おそれがあったからよ。もしやり直しても、バカだからすぐボロ出したりしそうだしね。

　だから、いざという時まで存在は秘密にしようと思ってたわけ」

　……ありえねえ。

　どこまで鬼き畜ちくなんだよ、この女……！

「最後のデータは、夏休み中、碧君を救出した日の夕方。あの事故の起こる十二日前よ」

「そのノートで、時間を巻き戻せるのか？」

「試ためしてみないことにはわからないけどね」

「貸せ！　それで、もし戻ったら悠斗に事故のことを話す！」

　逸はやる気持ちのままにノートに手を伸のばしたおれを、姉貴は後ずさってひらりとかわした。

「落ち着きなさい。どう話すの？　この世界は乙女おとめゲームで、自分は未来のデータからやってきたって？　あなたは事故に遭あうから、その日は合宿も試合も行くなって？

　そんな話、信じられると思う？」

「…………」

　すぐには答えられないおれを見み据すえながら、ウサギは非情に言葉を紡つむぐ。

「この世界の人々はみんな生きている、それはあたしも同感だし、確かにあたしたちのいた世界に並行して誕生したもう一つの『現実』なのかもしれない。

　だけど同時に、ここはあくまでゲームシステムに支配された世界であることも、紛まぎれもない事実。システム上、悠斗君の死はどうやっても避けられないものに設定されているはずだし、言わば変えようのない『運命』よ」

「……おれの行動によって、新しい物語が作られているんじゃなかったのか？」

「それらはあくまで『ときメロ』のシナリオの裏側、脇わき道みちで起こった出来事にすぎないわ。イベントを取り巻く状じよう況きようは変わっていても、本筋は変わらない。つまり──」




　きっと何をしても、彼は同じ日に事故に遭って、助からない。




　無情に、姉貴はそう言い切った。

「……そう思うなら、なんでそんなノート、おれに見せるんだ？」

　硬かたい声で疑問を吐き出したおれに、ウサギは疲つかれたように首を振ふる。

「このままだと、あんた、いつまでも自分を責め続けて、進めないでしょ。どうせ無む駄だだろうけど、できるだけのことはやってみるといいわ。そして、どうしようもないと思い知ったら、それ以降は割り切って、攻こう略りやくを進めるのよ」

　まるで駄だ々だっ子に言い聞かすような口調には、ムッときたけど。

「……あたしだって、本当は、助かって欲しいんだから」

　小さな声で付け加えられたその言葉が、一瞬、震ふるえていたから。

　これが強気な顔しか見せないこの女が珍めずらしく漏もらした、紛れもない本心なのかもしれないと思った。

　差し出されたノートを受け取り、最後のページに目を走らせる。

「八月二十二日。晴れ。自宅に監かん禁きんされていた王子を救出。家族公こう認にんの仲になる──」

　なんだよ『家族公認の仲』って……と思わず脱だつ力りよくしたその瞬間、急に視界が霞かすんでいく。

　え……と戸と惑まどったのもつかの間。

　プツリと意識が途と絶だえた。
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　次に我に返った時、おれはベッドに横たわっていた。

　窓からはオレンジの残照が差し込み、勉強机の上には一冊のノートと、鉛えん筆ぴつを携たずさえたウサギのマスコットの姿。

「あたしが記録した直後に戻ってこられたみたいね」

　机の上からこちらを見下ろしながら、ウサギがそう言ったが、今一つピンとこない。

　時計を確認すると、午後五時五十八分。

　ついさっきまでは辺りは昼だったから、時間がずれているのは確かだけど……。

　階下に降りていくと、じゅーっと肉の焼ける音とともに、いい匂においが鼻び腔こうをくすぐった。

　キッチンに立っていたエプロン姿の煌が振り返り、笑顔を見せる。

「お、起きたのか。そろそろ呼びに行こうと思ってたんだ」

　そういや、あの日は帰宅した後、疲れたからって昼ひる寝ねしたんだっけ。

「今夜はハンバーグだぜ」

「そのハンバーグって、もしかして、中にとろけるチーズが入ってる？」

　ナイフで切り込みを入れた途と端たん、溢あふれだすチーズと肉にく汁じゆう……絶品ハンバーグの記き憶おくが蘇よみがえり、尋たずねてみたところ、「なんでわかったんだ？」と目を瞬またたく煌。

　ダイニングテーブルに置いてあった新聞の日付に目を走らせる。

　八月二十二日。──確かに戻ってきたんだ！







[image: 5th Stage　ミドリムシとの戦い]




　確信を得るや、隣りん家かに突とつ撃げきした。

「どうした？」

　玄げん関かんを開けて出てきたのは、紛れもない悠斗本人で、その元気な姿をみた途端、胸がいっぱいになってしまった。

「悠斗～～！」

「っ!?　なんだ、いきなり」

　突とつ然ぜん涙なみだ目めで抱だき付いてきたおれに、さすがに動どう揺ようする悠斗。

「いや、なんでもねえ。それより悠斗、聞いてくれ。──十二日後、おまえは死ぬ」

「…………」

　すさまじく冷ややかな瞳ひとみで見下された。

　何言ってんだこの救いようのない超ちようド級きゆう馬ば鹿かの阿あ呆ほうのこんこんちきのおっぺけぺーは、と冷れい罵ばするような凍いてつくブリザード光線にさらされて、カチコチに凍こおってポキンと折れそうになるマイハート。

　うわーん、しくじった──！

　つい、逸る気持ちそのままに、ど直球で特とつ攻こうしてしまった！

　でもこうなったら正直に打ち明けるしかない。

「し、信じられねーのは分かる。でも、本当なんだ。九月の最初の土日で、剣けん道どうの合宿と試合があるだろ？　おまえはバイクで一人で合宿先に行くんだけど、事故るんだ、土曜日に！」

「何を根こん拠きよにそんなことを言う？」

　不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる悠斗……そりゃそうだ。

　自分が死ぬとか言われて喜ぶ奴やつがいたとしたら、それは自殺志願者かドＭの変態だ。

「す、すっげーよく当たる的中率百パーセントの占うらない師しが……」

　バタン。

　無言で閉とざされる扉とびら。

　ウサギが「あんた……馬鹿？」と呆あきれ声を漏らす。

「いや知ってたけど、よーっくわかってたけど、本当に馬鹿よね！」

「うるせえ！　じゃあどうしろってんだよ！　乙女ゲームなんて言ったところで、尚なお更さら意味不明だろうし……」

「だからそれをどうするかが問題だっつってんでしょーが！　ちっとはそのツルツルスカスカの脳みそ働かせなさい、このツルスカ！」

　妙みような造語を作るな、畜ちく生しよう！







　自室に戻もどってから、もう一度状況をよく整理してみる。

　悠斗が死亡したのは、九月の第一土曜日。

　死因は、バイクの運転中、酔よっぱらい運転の暴走トラックと衝しよう突とつしたことによる全身の打撲。

　ただ、最初おれは、合宿に行く途と中ちゆうで悠斗が事故に遭あったのだと思い込んでいたが、そうではなかったらしい。

　後で詳くわしくきいた話によれば、悠斗は朝に一度合宿先に到とう着ちやくし、練習に参加した後、昼休みにまた家に帰ろうとして、その時に事故に遭ったのだ。

　何な故ぜそんな行動に出たのか……それは、悠斗の遺品にあった新品の参考書から、推測できた。

　真新しい本屋の紙かみ袋ぶくろに入った五冊の参考書……その名も『ミドリムシでもわかる化学』『ミドリムシでもわかる数学』『ミドリムシでもわかる古典』『ミドリムシでもわかる英語』『ミドリムシでもわかる地理』。

　どんな単たん細さい胞ぼうでも読むだけで賢かしこくなるというこの幻まぼろしの参考書シリーズを、悠斗はおそらく、合宿先の近くで発見してしまったのだ。

　そして、一刻も早くおれに届けてやろうと昼休みに練習を抜ぬけ出し、戻ってくる途中で事故に遭った──。

「つーことは、『ミドリムシでも～』を持ってこようとしなければ、悠斗は合宿を抜け出すこともせず、事故にも遭わないってことじゃねーか？」

「……まあ、そうかもね」

「悠斗が合宿を抜け出してまで届けようとしたのは、おれの再試が迫せまっていたからだ。

　つ・ま・り！　おれがテストで一つも赤点をとらなければ、急いでそんな参考書を届ける必要はなく、悠斗は死なずに済む！」

　おれの導き出した結論に、姉貴はかなり長い間沈ちん黙もくしてから、なぜか苦く笑しようを浮うかべた。

「……普ふ通つうはバイクを壊こわすとか、悠斗君を怪け我がさせて合宿に参加させないとかだと思うけど……」

　口の中でもごもご言っていて、よく聴きき取れない。

「なんだ？」

「ううん、発想がすごくあんたらしいと思って」

「どーゆー意味だよ」

「あまりにも前向きすぎるってこと」

「馬鹿にしてるだろ」

「もちろん」

　はっきりきっぱり首を縦に振ふる姉貴。こ、の、女は～～！

「だけど──おもしろいわ。核かくとなるシナリオを……運命を変えるなんてとんでもないことをしたいなら、きっと普通のやり方だと無理だから。まず、赤点回かい避ひという不可能を成し遂とげることで、シナリオ改変という不可能も可能になるかもしれない」

　な、何言ってんのかよくわかんねーんだけど……。

「赤点回避が不可能って、どーゆーことだよ？」

「ゲームシステム的に、残りの日数を今いま更さらいくら足あ搔がいたところで、赤点ゼロにするのは無理なの。

　もちろん、ゲーム開始直後から『学力』パラメータだけ上げ続ければ大だい丈じよう夫ぶだけど、ちゃんとクリアを目指すなら他ほかのパラメータもバランスよく上げる必要があるから、難易度の高い二学期最初の実力テストはどうしたって赤点をとらざるを得ないってわけ。

　だからあたしも、スポーツやバンドの練習にも時間を振り分けてスケジュール組んでたのよ」

「……最初から、実力テストは捨てるつもりだったってわけか？」

「ええ。まったくやらないと、それはそれでまた後で困ることになるんだけどね。どうせ悠斗君の事故のせいで、再試どころじゃなくなるし……だけど、『メイ』はヒロインに攻こう略りやくアドバイスはできても、未来のことは教えられないようになってるの。

　話そうとしても声が出ないし、言葉に書こうとするのも苦痛を伴ともなって字にならない」

　淡たん々たんと語る姉貴の言葉に、そうだったのか……と納なつ得とくした。

　悠斗のことも、黙だまってたわけじゃなくて、話せなかったのか。

　……なんだよ、それならそうと、早く言えっての。

『たかがフィクション』とか、二次元大好きなこいつらしくない台詞せりふだと思ってたけど、もしかしたら、そう自分にも言い聞かせていたのかもな……。

「勉強するとアレルギーが出るっていうそのヒロインの体質も、おそらくシステムによる規制の一種なんじゃないかと思うわ。

　つまり、本来ならば不可能な赤点ゼロという行こう為い、それ自体がシステムへの反逆だから、もしそれができるなら、連れん鎖さ的てきにも原則的にも、悠斗君の運命を変えられるかもしれないって思うわけ」

「難しい言葉を使われてもわかんねー」

「──あんたにしては珍めずらしくいいアイデアだから、九十九パーセント無理だと思うけど死ぬ気で勉強してみろってことよ、ツルスカ！」







　姉貴はそう言ってたけど、実は楽勝なんじゃねーかと思ってたんだ。

　ゲームのヒロインと違ちがって、おれにはセーブ＆ロードの前の記き憶おくが残っている。つまり、同じテストを二度受けることになるんだから……って。

　しかし、これは甘かった。

　実力テストの内容が、全く思い出せないのだ。

　同時に、再試前にあんなに悠斗から特訓を受けたのに、その中身も、それどころか夏休み後半に勉強したことも全すべて脳内から削さく除じよされていた。

『学力』は、完全にセーブした時点のレベルに戻っていた。

　もちろん、身体的なことや技能的なことも全部、元に戻っていた。

　ダイエットして縮んでいたはずのウエストが戻っていたり、腹筋の限界回数が減っていたり、歌えるようになったはずの最高音が出なくなっていたり……当たり前の結果だけど、がんばったことが全部白紙になったと思うと、辛つらかった。

　とりわけ、大だい嫌きらいな勉強をまた一からやり直さなきゃならないのは、本当に苦痛だった。

　教科書を読んだ記憶はある。問題をやった覚えもある。

　だけど、できない。わからない。

　──いや、嘆なげいていても仕方ない。

　何度でも、がんばるしかないんだ。







　こうして、おれの必死の猛もう勉べん強きようが始まった。

　ご飯と寝ねる時以外はとにかく教科書や参考書を開き、問題を解きまくるか暗記漬づけ。

　水兵リーベ僕の船、七曲りシップス、クラークか。

　咲さいたコスモスコスモス咲いた。イチマイタンタン、タンプラタン。

　イイムナゲの平清盛。イチゴパンツの織田信長。

　あんまり長時間机に向かっているとじんましんが出て、胸がムカムカしてくるため、小まめに休息をとる必要はあったが、高校受験の時も経験したことないほど集中して学習に全力投球。

　最低限必要な毎日のボイトレでも、歌うのは、

「殷周秦漢三国晋しん　南北朝隋唐五代　宋元明清中ちゆう華か民みん国こく　中華人民共和国♪」

　メロディは『もしもしかめよ』でどうぞ。
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　漫まん画がもテレビもゲームも音楽もネットも遊びの誘さそいもやりたいこといっぱいガマンして、ひたすら勉強勉強勉強勉強勉強勉強勉強勉強。

　毎日頭は重く、気分は怠だるく、ストレスマックス。

　だけど、やることはやり切って迎むかえた新学期の実力テスト。

　その結果は──。

「……なんでだよっ！」

　あんなに、あんなにがんばったのに、理系科目で赤点二つ。

　涙なみだ目めで答案用紙を睨にらみつけながら唇くちびるを嚙かんでいたけれど、隣となりの席から向けられる、悠斗の気き遣づかうような視線に気づき、あわてて笑え顔がおをとりつくろった。

「見ろよ、これなんてあと一点！　これくらいなら再試は楽勝だから心配すんな！」

「……土日は剣けん道どうの合宿と試合だが、今夜だけなら、教えてやれるぞ？」

「いや、平気！　煌や王子にも聞けるし。おまえは明日あしたに備えてゆっくり休んで、遅ち刻こくなんてせずに剣道部のみんなとバスで行くんだぞ！

　おれは絶対大丈夫だから、心配して途と中ちゆうで戻もどってくるとかするなよ！　絶対だからな！」







　運命の土曜日の朝。

　ブルルン、とバイクのエンジン音が聞こえて、飛び起きた。

　あわてて窓から見下ろすと、バイクにまたがる悠斗の姿。

「悠斗!?　ちょっと待て！」

　大声で静止して、転びそうな勢いで外に走り出る。

「なんでバイク!?　寝ね坊ぼうしたのか!?」

　真っ青になって詰つめ寄るおれに、悠斗はヘルメットをかぶったまま、いや、と首を振る。

「合宿の参加者が予定より一人増えたんだ。もともと定員ギリギリのワゴンで行く予定だったから、俺だけこれでいくことにした」

　みるみる蒼そう白はくになるおれに、「どうした？」と訝いぶかしむ悠斗。

「──行くな！　やっぱり、おまえがいないと試験困る！　再試落ちたら、関東大会出られないし！　頼たのむ、合宿は諦あきらめてくれ！」

「……無む茶ちや言うな。試合もあるんだぞ。大丈夫だ、夏休み中あれだけがんばったんだ。再試はきっと通る」

「でも……」

　なおも食い下がるおれに、「なるべく早く戻る」と言い残して、発進するバイク。

　そして、夕方頃ごろ。

　飛び込んできた訃ふ報ほうに、おれは即そく座ざにノートを開いて、再び時空を巻き戻った。
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　三度目は悠斗のバイクを壊こわしてみた。悠斗は他ほかの剣道部員とワゴンで合宿へと向かったが、向こうで借りたバイクでやはり『ミドリムシでも～』を届けようと戻ってきて、命を落とした。




　四度目は最悪だった。剣道部をやめさせようとして大おお喧げん嘩か。言っても聞かないから、勝手に退部届を出したけどバレて、本気で怒おこる悠斗。

　にもかかわらずやっぱり『ミドリムシでも～』を届けようとする途中で事故に遭あった。どんだけお人よしなんだよ畜ちく生しよう！




　とりあえず、以前はミカヅキモかゾウリムシかと迷っていたミドリムシの写真だけは、モノクロイラストでも瞬しゆん時じに判別できるようになった。

　もはや親の仇かたきくらい憎にくい。







　五度目。

「やっぱりあの本だ。『ミドリムシでも～』シリーズ。あれを届けようとしなきゃ、きっと悠斗は助かる」

　ちなみに四度目の時は、事前に合宿所の傍そばの本屋に『ミドリムシでも～』を買いに行ったが、入手できなかった。

　普ふ通つうのやり方だと、やはりどうにもならないようだ。

「となると、もう一度、赤点回かい避ひを目指すしかねえ……！」

「でも、前の時もほとんど限界だったじゃない。あれ以上どうやって勉強するの？」

「前は毎日睡すい眠みん、五時間はとってた。今回は三時間に減らせば、一日二時間×九日で十六時間は多く勉強できる」

「ぶっ倒たおれるわよ？」

「ずっとじゃねえ。九日だけだ。なんとかなる！」

　拳こぶしを握にぎるおれに、ウサギははあっと大きくため息を吐ついた。

「やるだけやってみなさい。ただ……」

「なんだよ？」

「二時間×九日は十八時間よ」
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「だーっ、わかんねえええええ！」

　頭をかきむしって化学の参考書を閉じ、気分を変えるために日本史の問題集に取り組む。

「えーっと、イヤナニオイの平清盛……違ちがう、イヤナニオイは学生さんで１８７２年の学制だ」

　ぶつぶつ言いながら、情けなくて泣きたくなってきた。

　このページをやるのも、もう何度目だろう。

　なんでこんなに馬ば鹿かなんだろう。

　何度やっても覚えられないし、数字や記号は見るだけで眠ねむくなる。

　こんなに一いつ生しよう懸けん命めいやってるのに、なんでできないんだろう。

　なんで……。

　──駄だ目めだ。集中力と思考力が完全に切れてる。

　立ち上がって、勉強机の前の窓を大きく開けると、ふわっと温ぬるい風が吹ふきつけた。

　夜空には、欠けはじめた真白の月。

　隣りん家かの庭では、悠斗が一心に竹刀しないを振ふっていた。
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　見覚えのある景色に、あの日か、と思い当たる。

　おれがヒスイの辛つらい思い出から、吹っ切れることができた日。

　だけど……あの日、おれがヒスイのことを話した悠斗は、正確にはもうどこにもいない。

　同じ時空を繰くり返す度たびに、それまでのみんなを踏ふみにじるような嫌いやな感覚はどうしても拭ぬぐえなかった。

　煌も王子も魔ま王おうも静流も……この世界の住人達は今こうしている間にも、それぞれの時間を生きているのに、おれの都合で何度も同じ時をループしている。

　それでも、どうしても、嫌なんだ。

　あいつ抜ぬきでこれからやっていくなんて、耐たえられない。ほんの僅わずかでも助かる可能性があるなら、諦めたくない。

　あいつが、死ぬためだけに生まれてきたなんて、認めない。




『死を悟さとったりなんて、しない。最後まで、必死で生きようとしていたはずだ』




　──何度だって食くらいついて、絶対お前を助けるんだから。

　大きく息を吐きだしてから、椅い子すに腰こしかけた。再び、問題集と向き合う。

　がんばろう、と思う意志に反して、まぶたは重くなってくる。

　机の隅すみっこでは、ウサギも眠りについてた。なんだかんだ、おれに付き合って遅おそくまで起きてたりするから、姉貴も疲つかれがたまってるんだろう。

　やっぱり、三時間睡眠は、ちょっと、無む謀ぼうだったかな……。

　凄すさまじい、睡すい眠みん欲よく。

　くっ……敵は、本能にあり……。







「──和希！　和希！」

　姉貴の喚わめき声で、泥どろのような眠りから覚かく醒せいした。

「ん？　……どうした？」

　目を擦こすって、姉貴の指し示す方に視線を向けたおれは……心臓の凍こおるような衝しよう撃げきを受ける。

　そうだ、何度も繰り返しているのに、なんで忘れていたんだろう。

　昨晩は確かあの後、急に曇くもりだして、嵐あらしが来て──。

　それなのに、窓を開けたまま眠り込んでしまったおれの、勉強机は。

　降り込んだ雨で、向こう半分がビチャビチャになっていて。

　立てかけていた教科書やノート……そして、セーブノートも、すっかり濡ぬれそぼっていた。
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「大だい丈じよう夫ぶか、和希……？」

「どう見てもボロボロだぞ。そこまで無理しなくても」

　気き遣づかってくれる悠斗と煌に、感謝する余よ裕ゆうもなかった。

「話しかけるな、話すと忘れる！」

　限界まで知識を詰つめ込んで、ちょっとした衝撃で一いつ斉せいに零こぼれだしそうな感覚。

　全身じんましんでボコボコになり、まぶたにはタイガーバームを塗ぬって睡すい魔ま対策（※危険なので真ま似ねしないで下さい）、もうアレルギーなど知ったことかと、飯も風ふ呂ろも寝ねる時間もギリギリまで削けずって残りの日々をとにかく勉強だけに捧ささげたおれは、頰ほおはこけてすっかり衰すい弱じやく、知ち恵え熱まで上がってきて、ぜーぜー言いながらもよろけそうな体に鞭むち打うって登校していた。




　──ビチョビチョになってしまったセーブノート。

　試ためしに以前の記録に飛ぼうとしても、できなかったし、新たに書きこんでも、もう何も起こらなかった。

　これが、正しよう真しん正しよう銘めい、最後のチャンス。

　死しに物もの狂ぐるいで勉強しまくった結果は──。




　化学の時間。

　おれはドクンドクンと高鳴る胸を押さえながら、その時がくるのを待っていた。

　ＳＢが、鼻が詰まったような独特の声こわ音ねで、生徒一人一人の名前を呼び、答案を返へん却きやくしている。

「──羽鳥」

　ビクリと大きく肩かたが震ふるえ、ギュッと両手でスカートを握りしめて、立ち上がる。

　これまで返ってきた四教科は、全すべて赤点を回避した。

　これが、最後の一つ。

　決死の形相のおれを見つめ返すＳＢは、いつものようにぼーっとした無表情で、そこからはなんの結果も読み取れない。

「……残念だったな」

　その一言に、目の前が真っ黒に染まり、奈な落らくに落ちていくような錯さつ覚かくをおぼえる。

「最後の問題、漢字の間ま違ちがいで一点減点。でも、ま、おまえにしては上出来じゃないか～？」

　点数は──五十一点。

「…………やったああああああああ！」
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「お茶のおかわり欲しい人いますか～？」

「はーい」

「羽鳥さん、俺も！」

「俺も～」

　合宿所の食堂で、剣けん道どう部員達のコップに麦茶を注いで回る。

「ほい、悠斗」

　自分の席に戻もどってきて、最後に隣となりに座っていた悠斗にコップを差し出すと、向かいの先せん輩ぱいが「いいよなあ」と声を上げた、

「わざわざこんな遠くまで応おう援えんに来てくれる、可愛かわいい彼女がいて！」

「ただの幼おさな馴な染じみです」

　淡たん々たんと答える悠斗に、「ただの幼馴染がこんな山奥まで来るか普ふ通つう？」「てか幼馴染でも充じゆう分ぶん羨うらやましいっつーの！」「リア充じゆう爆ばく発はつしろ」と周りの部員達から次々にブーイングが発生。

　でもみんな笑いながらだし、親しげにやりとりする様子に、ホッとした。

　バンドのせいで剣道部内で孤こ立りつしてるのではないかと心配していたが、妬ねたみを抱いだいていたのは、ごくごく一部の生徒だけだったらしい。

　運命の、九月の第一土曜日。

　悠斗が戻ってくる必要はもはやないはずだが、念には念を入れて、と思い、おれも合宿所にやってきたのだった。

　バイクでとばすと片道一時間、電車だと自宅から二時間半以上かかる山奥での、複数の高校の剣道部による合同遠えん征せい試合。

　悠斗にだけ世話焼くのも周りの反感買いそうだし、全員分を差し入れしたり積極的に雑用を引き受けたりしているうちに、部長から「昼飯はカレーだけど、よかったら羽鳥さんも一いつ緒しよにどうぞ」と誘さそわれた。

　今は厚かましいと思いつつもご相しよう伴ばんにあずかってるところだった。なるべく傍そばでこいつを見張ってた方がいいからな。

　そうこうしてるうちに「悠斗の彼女」としてすっかりみんなに誤解されてしまった感じなのは、非常に不本意だったけど……。

「午後の練習は二時からだ」という部長からの伝達の後、昼休きゆう憩けい。

　席を立つ悠斗に、どこへいくつもりだと尋たずねると、「本屋」と簡潔な答え。

　ここにくる途と中ちゆうの道で、こぢんまりした店が一いつ軒けん、建っていた。

「待て、悠斗！　わざわざこんな山奥でまで本屋に行く必要ねーだろ！」

「こんな山奥の本屋がどんな本を揃そろえているのか、興味がある」

「でもさ、ちょっと行ったところに吊つり橋ばしとか滝たきがあるって聞いたぞ。珍めずらしい綺き麗れいな花が咲さいてるとか！」

　本屋なんて行ったら、きっと魔まのミドリムシとの遭そう遇ぐうが待ち受けている。

　とにかく、こいつにあの参考書を発見させることだけは避さけたかった。

「なあ、滝行こうぜ、滝！　おまえが行かないなら、おれ一人でも行く！」

　断固として宣言したところ、悠斗は一つ息をついてから、「どっちだって？」と仏ぶつ頂ちよう面づらでおれを促うながした。

　方向音おん痴ちのおれが一人で山道に入ったりしたら遭そう難なん確定だと、知っているからだ。
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　緑に囲まれた山の中は、涼すずしくて、空気が清すが々すがしくて気持ちよかった。

　鮮あざやかに咲き誇ほこる百さる日紅すべり、ベルみたいな形の可愛い桔き梗きよう……他ほかにも名前の知らない花があちこちで咲いていて、目にも楽しい。

　木こ漏もれ日びの差し込む細い道を、いつものアスファルトとは違ちがう土の感かん触しよくを踏ふみしめながら、ゆっくりと下っていく。

「お、ちょうちょ！」

「ルリシジミだな……おそらく、メス」

「オスとメスってどう違うんだ？」

「メスの方が紫むらさきの部分が少なくて、色も明るい」

「へー」

　雑談を交かわしながら、のんびりと歩いていたけれど。

「こんなところまでついてきて、どういうつもりだ？」

　不意に切り込まれて、思わず足が止まった。

「あ～……いや、いっぱい勉強見てもらったしさ、お礼に少しでも何か手伝ったりできたらいいなと」

　しどろもどろになって答えるおれを、いつもどおり無表情で見つめる悠斗。でも、最近は僅わずかな感情の機き微びがなんとなく読めるようになってきた。

　今は、おれの言葉に納なつ得とくしきれずに、隠かくされた意図を探さぐろうとしている感じ？

「……それだけか？」

　ほら、やっぱりツッコんできたー。

「それだけ、それだけ！」

　こくこくと何度もうなずきながら、おれを見つめる悠斗の目がなんだか少し熱を帯びている気がして、あれ、と思った。

　けど、「──なら、いい」とすぐに視線をそらされたので、気のせいだったのかな、とも思う。

「悪い。いきなり押しかけても、迷めい惑わくだよな」

「いや……人手があるのは助かる」

「ならよかった……て、おい、悠斗！　速い……」

　なんか、急に早足になってないか？

　足の長さが全然違うんだから、普通に歩かれてもおいてかれるんだけど！

「……実力テストは、よくがんばったな」

　ふうっと息を吐はいてから、振ふり返った悠斗から注がれたのは、いつになく柔やわらかい眼まな差ざしだった。

「いくらバンドのためとはいえ、おまえがあそこまでやれるとは思わなかった。だが……あまり無む茶ちやするなよ」

「……うん」

　清新な風の吹ふきぬける中、穏おだやかに微笑ほほえむ悠斗の姿に、安あん堵どで胸がいっぱいになって、じわりと熱いものがこみ上げた。

　ああ……助かったんだ……！

　おれは、やり遂とげたんだ。

　嬉うれしくて、ホッとして、泣き笑いみたいになったおれの顔を見て、悠斗が目を丸くする。

「和希……？」

　やべ、とあわてて顔を背そむけて、歩を進めようとした、その時。

　くらり、と激しい眩暈めまいに襲おそわれた。

　昨日テストが全部返ってきて、帰宅してからはずっとベッドで眠ねむりこけたけど、まだ本調子じゃなかったんだ。

　おれの体は、瞬しゆん時じに平へい衡こうを保つことはできずに。

　よろけた足は、山道を踏み外して、斜しや面めんへと躍おどりでる。

　全身を襲う、浮ふ遊ゆう感かん。

「和希！」

　……落ちる……！

　心臓がぎゅうっと縮まるような感覚と同時に、おれを追って飛び出した悠斗にぐっと腕うでを引かれ、全身を抱かかえ込まれる。

　バキバキといくつも木の折れるような音。

　大きな、衝しよう撃げき。




　意識を失っていたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだと思う。

「和希、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　頭を上げると、ウサギが泣き出しそうな顔でおれをのぞき込んでいた。

「ああ……悠斗！」

　どこも痛くないのは、こいつが全すべて庇かばってくれたからだろう。

　体を起こすとおれの頭部に回された腕が力なく外れ、下した敷じきになった悠斗のボロボロの姿が視界に飛び込んできた。

　服は泥どろだらけで、墜つい落らく中に木々に引っかかったのか、ところどころ裂さけて痛々しい傷がのぞく。

　固く閉とざされた瞳ひとみ。

　普ふ段だんから作り物のように滑なめらかな肌はだだが、血の気を失って蒼そう白はくで、生気がまるでない。

　秀ひいでた額に、どろりと垂れる、赤い液体──。

「悠斗！　目を開けろ、悠斗！」

　呼びかけても、秀しゆう麗れいな面おも立だちは、ピクリとも反応しない。

　血の凍こおるような恐きよう怖ふに泣きそうになりながら、口元に耳を当てると、かすかな息いき遣づかいが聞こえた。

　まだ生きてる！

　でも、このままじゃ……。

「ケータイは圏けん外がいよ……！」

　切羽づまった、姉貴の声。

　周囲を急きゆう斜しや面めんに囲まれた、狭せまい窪くぼ地ち。

　元の山道はかなり高いところにあるようだ。

「誰だれか来てくれ！　助けて！」

　崖がけの下から、大声で叫さけんだけれど、人が通る気配はなかった。

　そうしている間にも、悠斗の傷口を押さえているハンカチは、みるみる血に染まっていく。

「姉ちゃん、ここ上れる？」

「上れるわけないでしょ！」

　ヒステリックに叫ぶ姉貴も、ブルブル震ふるえている。おれと一いつ緒しよで、恐こわくて仕方ないんだろう。

　おれが自力で這はい上がって助けを呼ぶしかない。崖のような傾けい斜しやだが、ところどころで突つき出す木の枝を上手うまく伝えたら、上るのも不可能ではないかも……。

　勢いをつけてから、硬かたい土に爪つめを立て、必死で這い上がる。

　石など、なにか引っかかるものを探しながら、少しずつ、移動。

　グッと手を伸のばして、木の枝を摑つかみ、それを支えに体を持ち上げる。

　はあっと息をついてから吸い込むと、土と緑の、強い匂においが鼻び腔こうを満たした。

　全身汗あせだくで、目に入ってきたそれをまばたきして堪こらえる。

　次の枝は、少し遠い。だけど、何も摑つかまらないで上れるような傾かたむきではない。思い切ってジャンプしてぶら下がった。

　懸けん垂すいの要領で体を持ち上げて……駄だ目めだ。肘ひじが曲がらない。ぶら下がるだけで、精いっぱいだ。

　それでも無理して力を込めていたけれど、握あく力りよくに限界がきて、転がり落ちた。

　いってええええ……。

　──クソッ。なんでだよ！　このままだと、悠斗が……。

　せっかく、せっかく試験をクリアしたのに！

「やっぱり、無理なのよ……」

　弱々しい、姉貴の呟つぶやきが耳に入る。

「どうやっても、彼は、助からないんだわ」

　そうなのか？

　どんなにがんばっても、無む駄だなのか？

　──何をしても、運命は変えられない？

　絶望に押しつぶされそうになりながらも、歯を食いしばって、もう一度、崖に手を掛かける。

「……痛っ……」

「和希……！」

「……無理じゃねえ！　絶対、助ける！」

　硬かたい土にめり込ませた爪が割れ、激痛が走る。

　擦すり傷や痣あざのできた体のあちこちが、ズキズキと悲鳴をあげている。

　嫌いやだ。諦あきらめない。

　ここで諦めたら、なんで『おれ』がここにいるのか、わかんないだろ……！

　姉貴が一人ごちる声が聞こえる。

「赤点をとらないだけじゃ、弱いんだわ。システムという名の運命を動かす力。もっと、本来のこの世界には有り得なかった、異質な何かで講じられたら……でも、もう今いま更さら何が……？」

　足元が崩くずれ、また一番下まで転がり落ちた。

　強く地面に打ち付けて、呻うめき声が漏もれる。

　悔くやしい。

　こんな姿じゃなきゃ、この傾斜だって、きっと上れるのに。

　こんな細ほそ腕うでじゃない、本当のおれなら、もっと体力があるんだ。

「女じゃなきゃ……！」

　拳こぶしを握にぎりしめて唸うなるように吐き出したおれに、ウサギがハッと目を見開き、「そうよ！」と叫んだ。

　おれのポケットに潜もぐり込んで、小こ瓶びんを取り出す。

　そうか！




「──ハクション！」ボン。
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「よー、具合はどうだ？」

　そんな一言と共にドアを開けた煌を筆頭に、王子、静流、そしておれの順に、病室に入っていく軽音部一同。

　ベッドに半身を起こして読書をしていたらしい悠斗は、しおりを挟はさんで本を閉ざすと、おなじみの感情の読めない顔でおれ達を見つめ返した。頭には、包帯が巻かれている。

「幸い、検査でも異常は見つからなかった。明日あしたには退院予定だ」

　今日はあの遠えん征せい試合の日から三日後の、火曜日。

　授業が終わってから、みんなで入院中の悠斗を見み舞まいに来たのだ。

　王子が、「それは何より」と微笑ほほえむ。

「だけど、頭の怪け我が以外にも全身の擦り傷と打ち身、肋ろつ骨こつも三本骨折したんだろう？　なのにもう退院できるのかい？」

「肋骨はバストバンドを巻いて安静にするしか治ち療りよう法がないからな……病院に留とどまる意味はないんだ。二週間ほどで普ふ通つうの生活に戻もどれるらしい」

「ちゃんと治るまで笑ったらダメっつーけど、おまえの場合は関係ないな！」

　煌のからかうような言葉に、「そうだな」と真面目まじめにうなずく悠斗。王子と静流、おれも思わず吹ふき出してしまった。ごめん。

「でも、一時はかなり危険な状態だったらしいですね」

「ああ。病院への搬はん送そうがあと少しでも遅おくれていたら、助からなかっただろうと聞いた」

「和希のおかげだな。俺も現場見に行ったけど、あれは普通、女が上れるような傾斜じゃないぜ」

「いや、そもそも悠斗が落ちたのはおれを庇かばおうと飛び込んだからだし。おれの方が悠斗のおかげで無事で済んだんだって！」

　あわてて割り込むと、「無事……なんですか、それ？」と静流から呆あきれたような視線を向けられた。

「非常事態だったのはわかりますけど、お願いだからセンパイもあんまり無む茶ちやしないで下さいよ」

　確かにおれも、頰ほおや手足のあちこちにガーゼや絆ばん創そう膏こうが貼はりつけられ、指先も包帯で覆おおわれていた。

「まー、おれの場合は自じ業ごう自じ得とくだからな」

「伝達を頼たのんだ直後に、センパイ、気絶しちゃうくらい限界だったんでしょ？　いじらしいなあ、もう……！」

　これは、本当は違ちがって。

　崖を上ったおれは、元に戻る余よ裕ゆうはなく男の姿のまま、合宿所に飛び込んで救助を依い頼らい。

　直後こっそりと姿を消し、『和希』は山道を通りかかったその男（本来の姿のおれ）に伝達してすぐに気絶した、ということにしたのだ。

「試験の時も感心したけど……」と腕うでを組んだ煌が、ため息交じりに言う。

「ほんと、ここぞという時の根こん性じようは半はん端ぱないよな、和希は……。けど、その伝達してくれた男も、なぜか泥どろまみれであちこちを怪我してたって聞いたぜ」

　ギクリ。

「ああ。しかも礼を言いたいのだが、行ゆく方えも分からないんだ」

「ピンチに現れたと思いきや、風のように去っていく謎なぞ多きヒーロー……なんだか誰だれかを思い出すね」

「え。誰誰。気になるんですけど！」

　みんなの興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしにさらされ、うう、と怯ひるみかけるが、ここで赤の他人ととぼけるのはあまりにも厳しいと判断した。

「うん、そう、あいつ。従兄いとこの……和かず哉や！　たまたまあの山で激しいサバイバルゲーム的なものをやってたらしくてさー。すっげー照れ屋だし、落ち着きのない男だから、いつもすぐ知らねーうちにどっか行っちゃうんだよな、ハハハ……」

　ああ、こいつらの中で男のおれが、どんどんへんてこりんなキャラになっていく……。







「試験のがんばりと墜つい落らく事件で、またなんだかんだみんなの中のあんたの株、上がったわよね～」

　ニヤニヤと嫌な笑い方をするウサギに、なんとも複雑な気持ちのおれ。

　好かれないと困るけど、好かれ過ぎるのも嫌だ。ああ、このジレンマ。

「でも、思い返してみると確かに悠斗は全然口説き文句とか言ってこないし、デートの誘さそいもなかったもんな。そーかそーか、ほんとにただの幼おさな馴な染じみだったわけだ。攻こう略りやく対象外キャラ、万歳！」

「……その対象外キャラまで、確実に好感度上げてるように見えるんだけど。彼、積極的に口説くタイプとは思えないし」

「ん？　なんか言ったか？」

　ぼそぼそと呟いていたので何事かと首を傾かしげたところ、「別に」と肩かたをすくめる姉貴。

「ただ、前も言ったと思うけど、キャラ達のヒロインへの接し方も、あたしが知ってる『ときメロ』とは変わってるのよ。悠斗君はヒロインのこと、ゲームの中では本当にただの幼馴染としか思ってない感じだったけど……」

「この世界では、『大切な幼馴染』になってるってか。やめろよ、照れるじゃん！」

「…………ま、あんたはそれでいいんじゃない」

　すっげー温ぬるい笑いを向けられた。

　オイ、なんなんだよ!?

「それにしても、まさか本当に助けちゃうなんてね。この先、いったいどうなるんだか……」

　深々とため息をつく姉貴。

「『道筋は違っても、条件そろえてゴールにたどり着けば大だい丈じよう夫ぶ』だろ？　とりあえず、学力パラメータはめっちゃ稼かせいだんだし、その分この先余裕も出てくるんじゃねーか？」

　元気づけようと思って言ったのに、「あんたは脳天気すぎるのよ！」とどつかれた。

　うう、ひでえ。

「──ま、あたしも腹くくったわ。明日をも知れないわが身でも、イケメンパラダイスで朽くち果てるなら本ほん望もう！　めいっぱいあんたと彼らがイチャつく様を、満まん喫きつしてやるんだから！」

　……そんなふうに両手を腰こしに当て、力強く宣言する姉ちゃんだって、そうとう脳天気だと思うけどな……。

　どっと脱だつ力りよくしたところで、学校の部室棟とうにたどり着く。

　昼休みに軽音部で昼飯を食べたんだけど、弁当箱を忘れてたことに気づいて、一人だけでまた学校に戻ってきたんだ。

　とにもかくにも悠斗の奴やつ、二週間で復活ってことは、ギリギリ関東大会、間に合うよな。よかったよかった。

　……あれ？

　悠斗がもし死んでたら、関東大会ってどうなってたんだ……？

　廊ろう下かを進みながら、不意に思い当たって首を傾げたところで。

「げ」と姉貴が小さく呻うめいた。

　同時に、部室棟の一番奥にある軽音部のドアの前に、誰だれかが座り込んでいることに気付く。

「そ、そうよね。悠斗君が生き残ることで、一番の問題は彼の扱あつかい……」

　動どう揺ようしたようなその言葉の真意を問う前に、謎の男が立ち上がり、駆かけ寄ってくるやいきなりおれの両りよう肩かたに手を掛かけた。

「羽鳥和希ちゃんやな!?」

　関西弁の訛なまりを持った第一声。

　戸と惑まどいながらも「ああ」とうなずくと、初対面のはずのその男は「頼む！」と大きく頭を下げた。

「わいを軽音部に入れてくれ！　でもって、一いつ緒しよに関東大会に出場させて欲しいんや！」

　…………はああああああ？

「無茶言うんはわかってる！　けど、どうしても出なきゃならん事情があるんや！」

　必死の形相で拝おがみ倒たおす関西人は、これまたどこぞの事務所のアイドルかと思うような垂れ目の色男だ。

　斜ななめに背負ったケースに入ってるのは、たぶんギターかベース……と思い当たったところで、ピカッと脳内に稲いな妻ずまが走った。

　一気に全身から汗あせが噴ふき出す。

　やべえ！　このタイミングで新しい仲間って、もしかして……

「あ、あのさ、おまえ、担当の楽器は？」

「ベースや！　名前は青あお柳やぎ楽らく太た郎ろう！」

　やっぱり！　新しいベース担当……！

　名前に色が入ってるってことは、攻略対象キャラだよな。どんな理由があるにしろ、仲間にしないわけにはいかねーだろ!?

　でも、でも……

　ポジション被かぶっちゃったんですけど!!

　まさか今いま更さら悠斗にバンドを抜ぬけてくれなんて頼めるはずがねえ。

　あああああ、いったいどうすればー!?
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　そして迎むかえた、関東大会当日。




　出演を間近に控ひかえ、女子更こう衣い室で衣い装しようである大人っぽいカクテルドレスに着き替がえてから、楽屋に向かう途と中ちゆう。

　慣れないドレスの裾すそを踏ふんでしまい、下り階段でぐらりと均きん衡こうが崩くずれる。

　やばっ……！

　ヒヤリとしたが、後ろから腰に手を回され、支えられることで落下を免まぬかれた。

　ふわりと、蠱こ惑わく的てきな香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、すぐ耳元で響ひびく低音美声。

「相変わらず、注意力散さん漫まんだな……和希」

　振ふり返らなくても誰だかわかった。

「さんきゅ、魔ま王おう。助かった」

　安あん堵どの息を漏もらしながら身を離はなすおれにフンと鼻を鳴らした魔王は、改めておれの姿を見て「ほう……」と唇くちびるの端を吊つり上げた。

「馬ま子ごにも衣装とはよく言ったものだ」

「はいはい、どうせ柄がらじゃねーよ」

「ああ、全くもっておまえの柄ではないが……悪くないぞ」

　そそられる。

　艶えん美びな低音でそう囁ささやきながら、おれの首の後ろで結ばれたドレスのリボンに手を伸のばしてくる。

　すかさず鳩みぞ尾おちを狙ねらって一いち撃げき繰くり出してやったところ、ひらりと躱かわわされた。ちっ。

　魔王は一連の流れなどなかったかのように素知らぬ顔で、「そういえば……」と腕うでを組む。

「また面めん子つが変わったらしいな」

「ああ……パワーアップした新生『COLORFUL』だ。度ど肝ぎも抜ぬいてやるから覚かく悟ごしとけ」

　ニヤリと笑って指で撃うちぬく仕草をしてやると、魔王も楽しげにクッと肩を揺ゆらした。

「おもしろい。捻ひねり潰つぶしてくれる」

「魔王サマー、そろそろスタンバイ……おおっと和希チャン!?　いいねードレス、大きく開いた背中がセクシー……っ！」

　階段の下から顔を出して口笛を鳴らしたロンは、魔王からの不ふ機き嫌げんそうな一いち瞥べつに頰ほおを引きつらせると「いや別に邪じや魔ましに来たわけじゃなくてマジで時間なんですって！　ホラ！」と大げさな動作で腕うで時ど計けいを見せつける。

　大たい儀ぎそうに動き出す長身をせっつくロンを、こいつも大変だなーと眺ながめていたら。

　魔王の隙すきをつくようにバチッとウインクを寄よ越こしてきた。

　ギョッと目を瞠みはるおれの反応に、愉ゆ快かいそうに身を揺するロン。

　よくわからんが、見なかったことにしよう……おれものんびりしてる暇ひまはねーんだし。







　楽屋に入ると、男どもはすでに揃そろいのバーテンダー風の衣装に着替えて待機していた。

　まず一番近くにいた王子が、パッと顔を輝かがやかせる。

「いいね、その南国の海のようなエメラルドグリーン……さながら君は、美しい歌声で観客を魅み了りようし幻げん想そうの海へ引き込むローレライの人魚姫ひめかな」

　静流が頰を染めて、吐と息いき交じりに囁く。

「綺き麗れいですよ、センパイ。どうしよう……ドキドキしすぎて、ミスらないといいんだけど」

　煌は「へえ……」と感かん嘆たんしたように呟つぶやいてから、笑え顔がおで。

「いいじゃん。そーゆーのも似合うんだな」

「衣装の好感度上じよう昇しよう幅はばは、旺眞君＋10、碧君＋10、静流君＋15、煌君＋５ってところね」

　おれにだけ聞こえるようなウサギの小声が、実にどうでもいい情報を告げてくる。

「羽鳥ちゃん……」

　後ろから呼びかけられて振り返ると、顔をゆでダコのように真っ赤にした楽太郎が両の拳こぶしを握にぎって立っていた。

「かかかかかかわ、かわかわかわかわ……～～カワセミ色のドレスやんな！」

「へえ……そうなのか？」

「カワセミは普ふ段だん青だけど、光の当たり具合によっては青緑の翡ひ翠すい色にも見えるんや！　だから翡翠と書いて翡翠かわせみとも読むんやで！」

「へえ～、楽も意外に博識？」

「って違ちがうー、そーやないんやあああああ」

　感心したのに、なぜか頭を抱かかえて悶もだえる楽太郎。

　もしかして、可愛かわいいって言いたかったのか……？　ドンマイ。

「楽太郎君＋15」

　もういいって。

「──よし、行くか」

　ぐるりと部屋を見回したところで、一人欠けていることに気付いた。

「悠斗は電話がきて、出てったけど」

　煌がそう言った時、「悪い、待たせた」という言葉と共に扉とびらが開いた。

　戻もどってきた悠斗はおれのドレス姿を見て、二回瞬まばたきする。

　かと思うとフイと顔を逸そらし、ぽんとおれの頭を叩たたいて、「行こう」と促うながした。
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「悠斗君、推定＋10」

　……は!?
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　満員となった会場に、滑なめらかなアナウンスが流れる。




「エントリーナンバー２、東京代表『COLORFUL』。透とう明めい感かんと張りのある女性ボーカルに、ドラム、キーボード、ギター、そしてツインベースという珍めずらしい構成です！」




　ステージを眩まばゆく照らし出すスポットライト。浮うかび上がる、六つの影かげ。

　爆ばく音おんの演奏が始まる直前、マイクにぶら下げたマスコットのウサギの呟きが、かすかに鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「……増えてる……」




　花火みたいに弾はじけるリズム。体の底から揺すぶるビート。

　溢あふれ出す、音の洪こう水ずい。

　響き出す、ときめきのメロディ。

　何が起こるかわかんねーハチャメチャな世界だけど、これからもきっと、大だい丈じよう夫ぶ。

　なんとかなる！　なんとかする！




「曲目は──『No Problem, Be Happy!』」
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和かず希き「（男の姿で）えー、それではこれより、新キャラ歓かん迎げい座談会を始めます！」

楽らく太た郎ろう「どーもどーも。みんな、今日はわいのために集まってくれてありがとう！　それじゃー一曲目……」

静しず流る「あのね、楽らく先せん輩ぱいのリサイタル会場じゃないんです。本編でも最後に滑すべり込みでちょこっと顔出ししただけなのに、出張らないで下さい」

楽太郎「しーちゃん、可愛かわいい顔してキツイなあ……」

ＳＢ「それで、具体的には何するんだ～？　ほら、しっかり仕切れよ、司会者」

和希「おまえらが勝手にしゃべり始めるから進められないんだよ！　歓かん談だんしながら人となりを暴あばいていけってことだから……まずはこのお題！　『鳴かぬなら○○○○○○○ホトトギス』、自分ならどう詠よむか教えてくれ」

静流「なるほど。どんな歌を詠むかで性格がわかるってことか。参考までに、先輩達ならなんて詠みますか？」

和希「おれなら『次は鳴こうぜ』だ」

煌あきら「へー、前向き。俺は『それもいいじゃん』だな」

楽太郎「おお、あっきーもえーやん！　全肯こう定てい。ゆーとは？」

悠ゆう斗と「『ほっとけばいい』」

和希「──とか言いながら、陰かげで治してやる方法探してくる奴やつだよな。で、王子が」

王子「『僕と踊おどろう』かな。気分を変えるのもいいと思うんだ」

静流「ホトトギスにまで……王子先輩マジ王子。──今日は不参加の魔ま王おう様達は？」

和希「（手元のメモを見ながら）魔王が『貴様の存在価値はなんだ』……あいつ、七文字制限守る気が微み塵じんもねーな……。ロンは──『焼き鳥！　焼き鳥！』」

楽太郎「ドＳかい！　あかん、そのラインは近寄らんとこ」

和希「ちなみに、よく意味がわかんねーけど姉ちゃんは『受にしたいわ』だってゴフッ」

芽め生い「（底冷えのする笑え顔がおで）──余計なことは言わなくて宜よろしい」

和希「（殴なぐられたお腹なかを押さえて蹲うずくまりながら）……ハイ……」

静流「なるほどねー。じゃあオレは『鳴かぬなら　取り引きしない？　ホトトギス』にします」

楽太郎「し、しーちゃんも油断できひん感じやな。わいなら……『鳴かぬなら　わいが鳴いたろ　ホトトギス』」

煌「おまえが鳴いてどーすんだよ！（笑）」

楽太郎「今こそ、関西ロック界のホトトギスと謳うたわれたわいの美声を披ひ露ろうする時！」

悠斗「ずいぶんと微び妙みような二つ名だな」

楽太郎「ああ～♪」

和希「歌わなくていいから！　でも、楽もいい奴だな。ピンチの時は代わりに出てやると」

楽太郎「いやいや、目立つ気がないならわいに出番くれっちゅー話や」

和希「そっち!?　ずっと沈ちん黙もくを保ってたＳＢは？」

ＳＢ「んー……『鳴かぬなら　別にいいかな　ホトトギス』」

和希「む、無気力……」

ＳＢ「だって、どうでもいいし。てか、眠ねむい。帰っていいか？　後は若い者に任せて……」

和希「お見合いじゃねーんだから！　そーいや、ＳＢってなんでＳＢって呼ばれてんだ？」

ＳＢ「さあ？　単にイニシャルなんじゃないか～？」

王子「その説が有力だけど、他ほかにも白しら戸とって名字からソフト○ンクの略とか、毎日お昼にそばを食べてるからとか、サブキャラだからとか、由来には諸説あるみたいだよ」

煌「碧みどり、最後にサラッと問題発言したぞ」

静流「ところで、ずっと気になってたんですけど、センパイは？　協調性皆かい無むの魔王様達はともかく、どうしてヒロインたる和希センパイがこの場にいないんですか？」

和希「（ギクゥッと動どう揺ようしつつ）あ、あいつは、ヒロインだからこそ色々忙いそがしいんだよ！　で、おれが代役を任されたんだ！」

静流「ふーん……（訝いぶかしげに和希を見つめた後、ため息）一番親交を深めたい人が不参加なんですね。しょーがない。じゃあ先輩達、オレに和希センパイのこと教えてください」

和希「!?」

楽太郎「あ、それえーな。今あんたらが持ってる羽は鳥とりちゃんへの印象でもえーし。まず、あっきーから」

煌「そうだな……とにかく、反応が素す直なおで面おも白しろい。ツッコみ体質かと思えば天然のところもあるし。で、やたらと根性があって、男前。だけど抜ぬけてるところもあって、ほっとけない感じがする。照れ屋なとこも可愛いよな」

和希「……！（なんの拷ごう問もんだよこれは、と頭を抱かかえる）」

楽太郎「おお、かなりツボに入ってるやん。ゆーとは？」

悠斗「……単純馬ば鹿か。お人よし。朝が苦手で方向音おん痴ち。食い意地が張ってる。熱血で突つっ走ぱしりがちだから、危なっかしい」

和希「ひっでえ！　けど、まだマシ」

楽太郎「マシってなんで？」

和希「いや、なんでもねえ！」

静流「──だから目が離はなせないって思ってるくせに。自分は無関心なんて振ふりしてる間に、さらっちゃいますからね？」

悠斗「……（スッと目が鋭するどくなる）」

楽太郎「ちょ、しーちゃん、挑ちよう発はつせんといて！　王子さんは？」

王子「まず初対面で、女の子からあんなに拒きよ絶ぜつのオーラを出されたのは初めてだったな。それで、逆にすごく気になった」

煌「あ、わかる。たぶん、旺おう眞まもそうだったと思うぜ。でも、ガードが堅かたいくせに、自分が女ってことを忘れてるみたいに無防備なこともしょっちゅうだし、厳しくはね付けたと思えばやたら可愛いこと言ってきたり……あれが素だからヤバいよな」

王子「うん。計算して寄ってくる子達とは違ちがうよね。芯しんが強くて明るくて、優やさしくて純じゆん粋すいでチャーミングで、どこか秘密を隠かくしている所があって……彼女のことを想おもうと、次々と新しい音が生まれてくる。天使のような女の子、僕の運命のフアム・女神フアタルだ」

和希「…………（瀕ひん死し状態）」

静流「ちょっと、センパイの従兄いとこさん、口から魂たましいっぽいもの出てますけど大だい丈じよう夫ぶですか？」

和希「あ、ああ……ちょっと、精神的に限界まできて……呼よび戻もどしてくれて、助かった」

ＳＢ「それにしても羽鳥の奴、たいしたもんだな～。稀き代たいの男殺しだな」

和希「嫌いやだ──！」

楽太郎「なんであんたが取り乱すんや。ハッ、まさかあんたも羽鳥ちゃん狙ねらい……？」

和希「（周囲からの刺さすような視線に狼狽うろたえつつ）違う！　あー、なんなんだよこの状じよう況きよう！」

芽生「見事に逆ハーレムを固めつつあるわね。最後に一言だけ言わせて。──和希、おそろしい子！」

和希「白目やめろ！」







　あとがき




　こんにちは。先日、乙女おとめゲーム『とき●モ３』のポータブル版を購こう入にゆうしたところ、説明書に載のっていたヒロインのデフォルト名が「●なみみなこ」ちゃんであることに気づいてびっくりしました、藤と並なみみなとです。

　パロったわけじゃないんです。信じて下さい、偶ぐう然ぜんです！（笑）

　今の乙女ゲーはポータブル機でできるのでいいですね。私の学生時代はまだ携けい帯たい版がほとんど普ふ及きゆうしておらず、リビングのテレビでプレイしていたところ、やっとたどり着いたエンディングの真っ最中に父親が帰宅→せっかくのキャラからの告白に全然集中できない！　という悲劇が多々起こりました。親の前で「私の天使……」とか口説かれるあの居たたまれなさは半はん端ぱなかった。文明の進歩って素す晴ばらしいです。

　さて、今回のお話では和希がテストで苦労してますが、私は大学受験の世界史の試験前日、クイズ大会に出場している夢を見て、「司馬遷が運動会に出ました。何の競技に参加したでしょう？」という質問に、ピコーンとボタンを早押し。「キバセン……」と呟つぶやきながら目覚めた記き憶おくがあります。（←実話）

　歴史といえば授業の時間に、小説や漫まん画がの影えい響きようでめちゃめちゃカッコいいイメージを描えがいていた人物の似顔絵げんじつを見てショックを受ける、とか、無む駄だに詳くわしくなっていた出来事（三国志とか新しん撰せん組ぐみとか）が教科書ではほんの数行で終わってしまって涙なみだをのむ……なんて経験もしましたが、これらは私だけじゃない「乙女あるある」だと思います。

　あとは、「天正遣けん欧おう少年使節」の単語とイメージだけで色々妄もう想そうを繰くり広ひろげたりとか。（だって「少年」使節ですよ！　そりゃ煽あおられますよ！）主役は中なか浦うらジュリアン。名前が一番カッコいいから。

　──与よ太た話ばなしはこれくらいにして。

　いつも温かい励はげましとアドバイスを下さる担当様。美び麗れいなイラストを描いて下さった南みな月づきゆう様。校正様、装そう丁てい様、デザイナー様……この作品に関かかわって下さった全すべての方々。本人以上に本の発売を喜んでくれた親しん戚せきや友達。皆みな様さまに、心から御お礼れい申し上げます。

　感想を送って下さった読者様。本当に、どれだけ励まされ、パワーをもらったかわかりません。ありがとうございます。

　もちろん、今、これを読んで下さっているあなたにも、最大級の感謝を。

　この作品で、少しでも楽しい時間を過ごしてもらえたならいいのですが。

　それでは、また、お会いできますように。ありがとうございました！


藤並みなと　　


















カバー・口絵・本文イラスト／南月ゆう

デザイン／須貝美華
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[image: ]





平成26年4月1日　発行





(C) Minato Tonami 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『ときメロっ！　死亡フラグをぶっ壊せ！』

平成26年4月1日初版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8506（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/img-mark.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		1st Stage　天然乙ゲマスターが行く！



		2nd Stage　変わり始める世界



		3rd Stage　野外ライブと王子の事情



		4th Stage　悠斗の秘密



		5th Stage　ミドリムシとの戦い



		Ending　大丈夫、うまくいく！



		番外編　カフェ・メイプル



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg
—VAN[E

n
&






item/image/logo-beans.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/img-m005.jpg
O\

_uv oth Stage 11IZLDINVSHES






item/image/img-m006.jpg
ma____m KHHK intev Sv—






item/image/img-m003.jpg
mn_ Stage EREINYT-UHM-SHHhHT






item/image/img-m004.jpg
f_.. Stage 7T SRIA






item/image/img-0008.jpg





item/image/img-0006.jpg





item/image/img-m007.jpg
RNH - Xxyh=2






item/image/img-0007.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
15t Stage
RARTTNAI—1<]
3

2lld 5tage
ThhiEH iR
|

3rd Stage
BASATEXFOEE
1o

Yth Stdde
A 0E
138

ath Std%e
SRULYEDEL
110

ENding
ALK SEIK!
200

Bi\iE
HIT- AT
2y

HENE
22l






item/image/kuchie-002.jpg
WhT fZEE

-

T EANRODSHEIBS LIV LN DN OO LIKHHT L

~






item/image/img-0004.jpg
i
i
i
i
¥






item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg





item/image/img-0003.jpg





item/image/img-m001.jpg
Ist Stage HKEND>IXO—RICV—






item/image/img-0001.jpg





item/image/img-m002.jpg
m_a Stage QDL IQEIES






